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そんな血を引く戦士たち




　あとがき

　解説













　天下を統一した者、もう少しで天下を統一できた者、そしてそれに関かかわった人々……。彼らは歴史にその名を残し、後々の世まで語り継つがれていく。







　が、語り継がれているのはそれらの人々だけではない。天下の情勢に特に関係のなかった者、あるいは関係があっても日陰にいた者など、数えあげればきりがない程、多くの人々が世に語り継がれている……が、やはり前述の人々に比べればその知名度は低い。マイナーである。







　この物語は、そんな、〈歴史に名を残してはいるがマイナー〉な人々の子孫たちと、歴史に於おいて非常にメジャーな人々の子孫たちとの戦いを描いたものである。







　メジャーとマイナー。あなたはどちらを応援する……？










「思い出した！」

　ここは私立平へい嵐らん高等学校一年五組の教室。休み時間でなければ廊ろう下かに立たされる大声で、織お田だ信のぶ仲なかは叫さけんだ。

　こう書くと普通は休み時間と解かい釈しやくされるが、残念ながら今は授業中であった。

「織田。廊下にて直ちよく立りつを命ず。次、中川。四十二ページ十行目から読め。分かってるだろうが、間違えればお前も廊下にて直立だ。読め」

　あまり生徒に人気のない営えい先生は教科書から目を離さず、淡たん々たんかつ朗ろう々ろうと言った。信仲は、文もん句くや言い訳わけではない何かをブツブツ言いながら廊下に出て直立する。

「そう……か。そう……だ。俺おれ……は……」




　やがて授業が終わり、営先生は退室。しばらくして信仲が教室に入ってきた。

「織田君。営先生の授業で寝ぼけるなんて、いい度ど胸きようしてる……と言うより無む謀ぼうだよ」

　早さつ速そく憎にくまれ口を叩たたいた白髪の生徒の名は由ゆ井い正まさ雪ゆき。本編の主人公なのでお忘れなきよう。

「ん……いや、ちょっと寝不足でな」

　彼は口ではこう言っているが。

『……まだ俺だけの様だな。とりあえず、ばれてはまずいか……』

「寝不足？　学生にとって充分な睡眠と三度三度の食事は不可欠だよ。大体、最近の若いのは乱れてる。うん。自じ慢まんじゃあるけど、僕ぼくなんかここの受験中も一日七時間から八時間は睡眠を……」

　正雪の説教など信仲は聞いちゃあいなかった。

『この阿あ呆ほはともかく、他の連中に気付かれぬ様にせねばな……』

「ん？　どうかした？」

「い、いや、何でもない」







　この日は何事もなく授業が終わり、正雪も信仲も家いえ路じに着いた。

　信仲はその道中も、何事かを呟つぶやいている。

「だんだん……思い出して……きたぞ……」

　そんな信仲をとりまく、ごく平へい凡ぼんな町の風景は、いつも通りの賑にぎわいと静けさを見せていた。

　……この平和が、嵐の前の静けさであることを、誰だれも知らない。







　真夜中。正まさ雪ゆきが、自慢の充分な睡眠をとっている真っ最中の事だった。

　正雪の枕まくら元もとに突とつ如じよ、一人の男が現れた。

「おい起きろ」

「……う～ん苦しうない近う寄れ……」

「起きんか」

「……うるさいぞこの下げ郎ろうめが……」

「起きろと言っている！」

「……町人の分ぶん際ざいで……」

「どうあっても起きんか。ようしそれなら」

「……ええい斬きり捨ててくれる……」

「あいうえおかきくけこさしすせそ……雷らい！」

　正雪に落らく雷らいした。

「うぎゃあああああっ！」

「ついでだ」

　続けざまに十数本の落雷が正雪を襲おそう。

「どぎゃあああああああああっ！」

　こんがりこげあがって突つっ伏ぷす正雪。

「起きたか」

　正雪は煙けむりを立てつつ上体を上げ、枕元に立っている人物を見上げた。

『……？？』

　それは妙みようないでたちのおっさんだった。三十歳くらいの、なかなかりりしい顔だちのおっさんで、髪は肩より少し長めのストレートヘアだが、それをちょんまげにすればまず間違いなく〈侍さむらい〉である。そんないでたちをしていた。

「変なおっさん……僕に何の恨うらみがある……」

　こげてて立てない。

「変なおっさんとは随ずい分ぶんだな、子孫」

「子孫だかなんだか知らないけど人の睡眠中に落雷を……え？　子孫？」

「そうだ子孫。子孫子孫」

「て……おっさん」

「恐れ多くも御ご先せん祖ぞ様に向かっておっさんなどと」

「じゃ敬称を付けよう。おっさん様。そのいでたちからして江戸時代ぽいが、なんで今ごろ化けて出る。しかも子孫に」

「おっさん様……ま、まあ良い。いいか、よく聞け。私の名は由井正しよう雪せつ。当然知っていよう」

「知らん」

「雷！」

「ごがあああああっっっ！」

　今度は十数本ではなく数十本なので時間がかかる。

「もどおおおおおおおっっっっっ！」

「らわああああああああああ！」

「どぞおおおおおおおおっ！」

「がらああああああああああああ！」

　正しよう雪せつが術を止める。

「この辺でやめておいてやろう」

　この時、すでに正まさ雪ゆきは炭すみと化していた。

「おい子孫、いい加か減げんに起きろ」
















「お……きろ……だぁ……？」

　すでに動くことすらかなわぬ身……。

「起きたか。よし、では本題に入ろう。実はお前に重大な使命を伝えに来た」

「……何でも言え……」

　もはや反抗などできぬ……。

「良い心がけだ。さすがは私の子孫。実は」

「異世界の怪物がこの地上界を狙ねらっている。それを迎むかえ討うて。でしょ～が……ふん……」

「な、なぜわかった」

「相場を言ったまでのこと……」

「さすがだ。しかし、少し違うぞ。この地上界を狙っているのは怪物ではない。死後の人間……と言っても幽ゆう霊れいではない。まあ、異次元人といったところか」

「何がなんだか」

「説明してやろう。人間は死後、三次元には居いられなくなる。無理に居ようとすると浮ふ遊ゆう霊れいとか地じ縛ばく霊とかになってしまい、転生の輪から外はずれてしまうのだ。普通、死後の人間はこことは別の世界──私たちは二界と呼んでいる──で、第二の人生を生きることになる」

　正しよう雪せつは、〈二界〉について語った。二界はいわゆる〈死後の世界〉であるが、そこで全すべてが終わりというわけではない。

　地上で死んだ者は、地上での記憶をいくらか持ったまま、二界に生を受ける。〈いくらか〉というのは、業績・手柄・失態などのことである。（ただ、あくまでも〈自分自身の魂たましいの記憶〉だけなので、誰に・誰と・誰が・誰を、といったような〈人間関係〉は記憶に残らない。また、これらは〈知識〉であって〈体験〉ではない）

　そして、それを誇ほこるなり反はん省せいするなりしてもう一度人生を送り、やがて完全に魂を浄化され、また地上に生まれることになる。

「わかったか？」

「……なんとか」

「よし、話を戻もどすぞ。……二界はずっと、魂の生きる場所として平和を保っていたのだが、数十年前から一部の連中が世界征せい服ふくを企たくらみだしたのだ」

「ふ～ん」

「二界は地上界の影えい響きようをもろに受ける。奴やつらは地上界で有名になったが故ゆえに多くの思し念ねん波はを得、それにより強大な力を得たのだ」

「待った。有名ってどういう……？」

「詳くわしくは知らんが、門もん不ぶ障しようとかいう団体が強きよう化か書しよとかいう書物をばらまき、強制的に宣伝したそうだ。知っているか？」

「よ～く知っている。いつの日か同どう志しを募つのって殴なぐり込みたいと思っているが……」

　どうやら正まさ雪ゆきは、今の教育体制に不満があるようだ。

「いい心がけだが、そうもいくまい」

「うん」

「とにかく奴らはあっという間にその数を増やし、〈メジャー帝国〉と称して、二界をほぼ制圧した。奴ら程の力を得ていない我われ々われマイナーな者たちは戦いに敗れ、二界中に散らばり、隠かくれ住んでいる……」

　正しよう雪せつは悔くやしそうに言うが、当事者でない正まさ雪ゆきの応答は、実にあっけらかんとしたもの。

「うん。確かにマイナーだ。由井正しよう雪せつなんて見た事も聞いた事も撫なで回した事もない」

「……ま、まあいい。とにかく、最近摑つかんだ情報によると、奴らは約二十年前、数人の将軍たちをこちらに転生させたそうだ」

「転生……させたって、まさか人工的に？」

「自分の子孫になら、可能なのだ。奴らの力をもってすればな。さらに、普通の転生ならば前世の記憶……すなわち二界での記憶は生まれる時に消えるのだが、奴らは違う。もうそろそろ術の効果で覚かく醒せいする頃だ。そして地上界の制圧に乗り出すだろう」

「でも、まだ何も起きてないけど？」

「だから起きる前に、これを渡しに来た」

　正しよう雪せつはどこからか布に包まれた一本の棒を出した。布をほどくとそれは、一ひと振ふりの日本刀（鞘さや付き）だった。

「これは万能武器、秘剣〈加か刀とう〉だ。これを子孫、お前に託たくす」

「託すっ……て自分でやりゃいいでしょ～が！」

「私は二界の者だ。子孫、お前以外の者……蟻あり一匹、蠅はえ一匹殺せはせんし、また誰にも私の声は聞こえず、触ふれることもできん。二界はほぼ完全にメジャー帝国の支配下にあるし、奴らは今、転生せずに直接地上界に来られる術を研究している」

「……何が言いたい」

「二界の私たちの軍はもう、メジャー帝国と戦えるほどの兵力や装備はない。だが、奴らが徐じよ々じよに研究を進めて地上界攻こう略りやくに兵を割さき、それをお前が切り崩くずしていけば……」

「いけば？」

「奴らは怒って、ますます地上界に兵を向ける。その間に我々が力を蓄たくわえて反撃に出る、と。これならば勝機がある」

「つつつつ都つ合ごうのいいことを……！」

「どちらにせよ、すでに奴らの手はのびているのだぞ。明日にも地上界は制圧されかねない」

「……汚きたない」

「のはメジャー帝国と。この〈加刀〉は意い思しのない無機物ならば、何にでもなる。それこそしゃもじにもなれば耳かきにもなり、帯にもたすきにもなるという天下無む双そう空前絶後、前人未み踏とう支し離り滅めつ裂れつな業わざ物もの。お前が見み事ごと使いこなせば、充分奴らとも戦えよう。もっとも私程度では無理だが……子孫よ、私を、先祖を越えるのだ！」

「言いたいこたあそれだけか」

「安心するがいい。これだけでは私も不安だ。そこで私の自信作をやろう」

　と言ってまたどこからか取り出したのは、一冊の厚い本。

「この本は普段は何も書かれていないが、お前が困った時この本を開けば、適切な助言が書かれているだろう」

「…………」

「ではさらばだ。健けん闘とうを祈る」

「あっ！　こ、こら！　待て！　待て────────っ！」




　がばっ！




「待……て？」

　起きた。外はもう朝だ。体もパジャマも布ふ団とんもこげていない。少しも。

「ゆ、夢か……あはははは……」

　その時、枕まくら元もとの目め覚ざまし時計が鳴った。止めようと振り返った時、そこには一ひと振ふりの日本刀と一冊の本があった。そしてその本の表紙には〈試験に出る！　由井正雪〉と書かれていた……。







「南方の反乱軍は壊かい滅めつしました」

「御苦労。……随ずい分ぶんと、てこずらせてくれたものだ」

「長うございました。それはそうと地上界に参られた将軍方もそろそろ……」

「うむ。もう目覚める頃だ。あやつらの働きいかんでは、地上界はたやすく落ちよう……」

　遠い異世界でこんな会話が交かわされていた。




「…………」

　正雪は寝ね床どこでうつむき、しゃもじを握にぎりしめてうち震ふるえていた。無理もない。正雪が言っていたことを試ためそうと、加刀を握って「しゃもじになれ」と言ったら……本当になってしまったのだ。

「てことは……」

　言うまでもなく、耳かきにも帯にもたすきにもなった。どうやら、本当に何にでもなるらしい。

「う～む。……じゃ、さしあたって……腕時計になれっ！」

　ぼむっ（煙）！　古風なアナログ式の腕時計になった。

「ふむ。デザインに多少の不満はあるけど、昨日壊こわしちゃったことだし、これで我が慢まんしてあげよう」

　正雪は、加刀の変化した腕時計をはめていつも通り登校した。

〈試験に出る！　由井正雪〉はというと……無む惨ざんにも忘れ去られていた……。




　同じ頃、織田信仲はもの静かに家を出、しばらく学校に向かって歩き、人ひと気けの無い所に来ると立ち止まった。そしてポーズをとりながら叫さけぶ。

「遠からん者は音にも聞け、近くば寄って目にも見よ、我こそは誇ほこり高きメジャー帝国軍中将、織田信長なりいっ！」

　すると信仲の体が一いつ瞬しゆん、光に包まれたかと思うと、次の瞬間には鎧よろい兜かぶとに包まれていた。

　そう！　彼はなんと、転生したメジャー帝国の将軍、織田信長その人だったのだ！

「久しぶりだな、この鎧も……む？」

　信長は刀の柄つかに手をかけた。が、抜くことができない。

「まだ覚かく醒せいしきっておらぬということか……まあ良いわ」

　信長は跳ちよう躍やく、瞬時にしてそばにあった電信柱の上に上がった。

　そこから屋根の上、木の上、走行中の車の上等を風のように駆かけ、あっと言う間に街まちを見おろす小高い丘に到着した。

「ふん、十五年間暮くらして来たが、小こ汚ぎたない町だ」

　信長は冷淡にそう言うと、懐ふところから直径三センチ程の青く透すき通った珠たまを取り出した。

　この珠には、二界でメジャー帝国軍が主力として使用していた無機亜生物が封ふう印いんされており、信長の魂たましいに付けられて転生されてきたものだ。

「いでよ覇は地ち空くう獣じゆう、吾ご作さく！」

　そう叫んで珠を掲かかげると、珠から一条の稲いな妻ずまが走り、地面を撃うった。異常に上がった煙けむりの中から現れたのは……百姓。粗そ末まつな木綿もめんの服に縄なわの帯、裸足はだし。絵本の昔話にでも出てきそうな、のどかな〈お百姓さん〉である。

　ただ頭のてっぺんと両耳に一本ずつ、都つ合ごう三本の鎌かまを頭部から生はやしているのが少し妙みようだ。

「覇地空獣吾作、推すい参さん……。ようやくお目覚めになられましたか、信長様」

　吾作はそう言って、うやうやしくひれ伏ふす。

「うむ。一夜待ってみたのだが他の奴やつらがまだ覚醒せぬのだ。俺おれには捜すことはできぬし、こうなれば俺一人で地上界を攻せめ、後から覚醒した奴らに手柄を見せつけてやろうと思うてな」

「それも一いつ興きようでございますな。して、いかように？」

「もう決めてある。〈コーヒー〉というものを知っているか？」

「〈こうひい〉……ですか？　存じませぬが」

「地上界の飲物でな。豆から作る茶のようなもので、これがなかなかいけるのだ」

「はあ」

「そこでだ。まずこれを使って雑ぞう兵ひようを作れ。今の地上界はどこに行ってもコーヒーがあるから補給にはこと欠かん。それに、コーヒーにはひとかたならぬ愛着を持つ者も多いから、それに牙きばを剝むかれたとなれば衝しよう撃げきも大きい。我われらの宣戦布ふ告こくには丁ちよう度ど良かろう」

「……では、武装は？」

「必要なかろう。今の地上界は二界と違って、戦いくさを知らぬ者ばかりだ」

「ならば、本日中にでも地上界を信長様に献けん上じよう致いたしましょう」

「フッ……頼たのんだぞ。俺は今しばらく〈織田信仲〉として地上人どもの中に潜せん入にゆうしておく」

「心こころ得えました。では……」

　吾作は丘を駆け降りていく。

　信長は信仲の姿に戻もどり、透明になった珠をポケットに入れ、どこに持ってたのかカバンも持って平嵐高校に向かって歩き出した。

　道の両側に桜さくらが並んでいるので、辺あたり一面、花びらが舞っている。

「……この平和な光景も、もう見み納おさめだな……」







　信長の命を受けた吾作は町中を走り回り、その結果、町は大混乱に陥おちいった。

　無論正雪も例外ではいられない。登校中、缶コーヒーを飲もうとしたその時！

「？」

　目の前を一陣の風が通り過ぎたかと思うと、今まさに飲もうとしていた缶コーヒーが消えてしまったのだ。

「な……んだ今のは」

　落としたのかと思って辺りを捜してみたが、どこにもない。辺りには誰だれもいないし……仕方なくもう一本買うと、また一陣の風と共に去りぬ。またもう一本。風と共に去りぬ。さらに一本以下同文。

「…………」

　しかし正雪は、見切った。あれは確かに人影だった。となれば……。

　正雪はまた一本買った。そして右足をすっ……と前に出す。目の前に一陣の風が、

「どべっ！」

　一陣の風こと、人影がこけた。抱いていた缶コーヒー四本が散らばる。

　見るとこいつは全身切れ目なく真っ黒。まるでブラックコーヒーでできているようだ。

　しかし正雪は持っていた缶コーヒーをそいつの後頭部に投げつけ、平然と言う。

「妙ないでたちしてからに……まあそんな事はどうでもいい。四百四十円と缶コーヒー一本、返してもらおう」

「いつつ……」

　コーヒー男は後頭部をさすりつつ缶コーヒーを拾ひろい集める。そして去りぬ。

「さらば！」

「甘い！」

「ぶべっ！」

　コーヒー男はまたこけた。よく見ると彼の右足首にロープが結び付けられている。そしてその先は正雪の手に握にぎられていた。

「四百四十円と缶コーヒー一本！」

　コーヒー男はうつむいたまま怒っている。

「お、お、おんのれ～～。せっかく見み逃のがしてやろうと思うたに……許さん！」

　コーヒー男は缶コーヒーを一本拾ってロープに向けた。すると勝手に栓せんが開いてコーヒーがほとばしり、ロープを断ち切った。

「何？」

「ふふふふ、もう謝あやまっても遅いぞ……」

　コーヒー男は残りの四本の缶コーヒーを拾うと立ち上がり、それらを胸にめり込ませていく。正雪は眼前の光景が信じられない。

「ちょっ……ちょっと待ってよ……」

「思い知るが良い……」

　コーヒー男はそう言うと、栓の開いた空からの缶コーヒーを四本、背中から吐はき出した。

「今までコーヒー男、コーヒー男と言われて来たが私の本当の名は……！」

　コーヒー男（仮名）が両腕を広げる。と、それに合わせて左右に全まつたく同じコーヒー男（仮名）が生はえた！

「ふんっ！」

　そこからさらに二人。計五人になり、それぞれ独立している。

「……私の本当の名はメジャー帝国軍中将織田信長様が配下、吾作様の雑ぞう兵ひよう増ぞう殖しよく要員、〈コーヒー雑兵頭がしら〉だ。そしてこいつらは〈コーヒー雑兵〉……ふふふ……」

　五人並ぶとその異様さは尋じん常じようではない。正雪は思わず後ずさる。

『ううっ……ん？　待てよ。メジャー帝国っつったな……」

　五人はにじり寄る。

「さあてどう料理してくれようか……」

『昨日の……アレか……よし、やってやる！』

　正雪は腕時計に手をかけた。

「加刀おおおおおおお！」

　腕時計が変化し、正雪の手首から生えるかのように、立りつ派ぱな鞘さやに納まった加刀がその姿を現した。正雪は左手に鞘を持ち、加刀を抜き放つ。

「いくぞおおおおっ！」

「ほう、妙な武器を……」

　正雪は加刀を振りかざし、コーヒー雑兵頭に向かって走る。

「異世界の怪物ならば殺しても殺人罪は適用されまい！」

　正雪は律りつ儀ぎな男だった。

「やれ」

　コーヒー雑兵の一人が両腕を正雪に向けた。その両腕からホットコーヒーが飛び、正雪の両手に当たった。

「あちっ！」

　右手の加刀と左手の鞘を落とす。

「バカめが」

「くっ！」

　正雪は加刀と鞘を拾ひろう。

「何度やっても同じだぞ、うん？」

　正雪は左手に持った鞘を頭上に掲かかげる。

「鞘だけ鎧よろいになれっ！」

　そう叫さけんだ時、正雪の左手に鞘を握り潰つぶしたような感かん触しよくがした。

　鞘全体が、金色の粉になってゆっくりと正雪の体に降り注そそいでいく。それは時々光りながら鎧に変化し、正雪の体に装着されていく。

「これは……」

　正雪と缶雑兵頭、そしてコーヒー雑兵全すべてがこうつぶやいた。

　そのつぶやきが終わった時には、鎧の装着は完了していた。雄お々おしくも美しい、白銀の鎧だ。鞘もきちんと腰にささっている。

　鎧のせいか、体の芯しんが熱くなり、力が湧わいてくるのを正雪は感じていた。

「いよおおおおっし！　改めて、いっくぞおおおおおおおっ！」

「こけ脅おどしだ！　やれ！」

　コーヒー雑兵四人の両腕、計八本のコーヒー砲が正雪を襲おそった。

「はっ！」

　正雪はそれを跳とんでかわす。一気に七、八メートル以上を。コーヒー雑兵たちが驚おどろく。

「ぬおっ!?」

「こりゃあ凄すごい！　そうりゃっ！」

　落下の勢いにまかせてコーヒー雑兵の一人を真っ二つに斬きり裂く。

「ぐえっ！」

「十六号！」

「そりゃそりゃそりゃ─────っ！」

　一気に残りの三人もぶった斬る。

　斬られ、倒れたコーヒー雑兵たちは、ただのコーヒーとなって地面に染しみ込んでいった。

「こ、こんな……」

「さあて残るはお頭様だけだ……」

「うう……」

　コーヒー雑兵頭は後ずさる。

「さあてどう料理してくれようか……」

　ハイになった正雪はにじり寄る。

「くっ……吾、吾作様─────っ！」

　コーヒー雑兵頭が叫んだ。

「吾作さまぁ？」




　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……




「じ、地震だ？」

「吾作様ですな？　いずこに……うわっ！」

　コーヒー雑兵頭の足元の地面が盛り上がり、そこから腕を組んだ吾作が、頭の鎌かま三本を回転させて出てきた。当然コーヒー雑兵頭はこける。

「ぐべっ！」

「？　また変なのが出てきたな……」

　鎌の回転の止まった吾作が、後ろで倒れているコーヒー雑兵頭を振り返って言った。

「何事だ」

「あ、はい。その者がコーヒー雑兵を四人、倒したのです」

「何だと……？」

　二人の会話を聞きながら、正雪は両耳と頭のてっぺんに鎌を生やしている百姓、という非常識な存在に呆あきれかえっていた。

『こんなガキがわしの雑兵を……やはり久方ぶりの御出陣で信長様の……そしてわしの力がなまっているということか……』

「分かった。こやつはわしが片付ける。お前は仕事を続けろ」

「ははっ！」

　コーヒー雑兵頭は去りぬ。

「あ、待てっ！」

「そうはいかん」

　コーヒー雑兵頭を追おうとした正雪を、吾作が制した。

「我が名は吾作……名を名乗れ」

「名か……」

　正雪は考えた。正しよう体たいは秘密だから、何かかっこいい名前を考えなくては……。

「僕の名は……う～ん……騎き士し……ナイト……ナイトシルバーだ！」

　うん、この白銀の鎧よろいに似に合あってる。ふさわしい。我われながらなぁんて見み事ごとなネーミングセンスだろう……と正雪が陶とう酔すいしているのには構わず、吾作は戦闘態勢に入っていく。

「ナイトシルバーとやら、お前にはここで……」

　吾作は頭のてっぺんの鎌をもぎとる。

「死んでもらう！」

　そう叫ぶと、ものすごい勢いで頭から正雪に突っこんできた！

「うわっ！」

　かろうじてよける正雪。が、吾作が振り向きざまに投げた鎌に足をとられた！

「しまったっ！」

「ぬおおおおぉぉっ！」

　またしてもものすごい勢いで吾作が突っこんでくる。正雪はかわすことができず、頭ず突つきをまともに腹にくらった！

「ぐふっ！」

　吾作はそのまましばらく走り、それから正雪を頭上高く放り投げる。

「ぬうぅおりゃああああぁぁぁっ！」

　それから自分も後を追ってジャンプする。

「くっ！」

　あお向きで上昇する正雪が首をひねって地面を見た時には、すでに吾作は正雪より上にいた。

「はっ！」

　向きなおってももう遅い。吾作はもう体を弓なりにそらしている。

「死ね─────っ！」

　吾作の猛もう烈れつな頭突きが正雪に命中した！

「うわあぁぁぁ─────っ！」

　正雪はその衝しよう撃げきを受け、倍加したスピードで十メートル以上を落下し、轟ごう音おんと共に地面にめり込んだ。

　遅れて吾作も着地する。

「ほう……まだ刀を放さぬとは」

　正雪は、確かに加刀を握ってはいるが、肉体的ダメージと、それを上回る精神的ダメージが大きい。一いち合ごうも交まじえる間もなく、圧倒的かつ一方的にやられたのだから。さっきの元気もどこへやら、である。

『だめだ……勝てない……どうすれば……』




　────回想シーン───────────

「お前が困った時、この本を開けば適切な助言が書かれているだろう」

　────────────────────




『そういえば……よし、いちかばちか……』

　吾作がさっき投げた鎌を拾ひろって近づいてくる。

「どれ、とどめを刺してやろう」

　吾作があと一歩という所まで来た時、正雪はとび起きた。

「何っ！」

「カメラになれっ！」

　鎧よろいがカメラに変わった。正雪はフラッシュのスイッチを入れ、吾作に向けてシャッターを押した。

　まともに間ま近ぢかで見てしまった吾作は、完全に視力を奪うばわれる。

「な、なに!?　くそ、目が……」

「よし！　鎧になれっ！」

　正雪は再び鎧をまとい、一いち目もく散さんに逃げ出した。家に向かって。

「おのれええっ！　卑ひ怯きようだぞっ！」




　鎧の力のおかげで、正雪はあっという間に家に着いた。

　正雪の両親は共働きなので、今は家には誰だれもいない。

　正雪は鎧姿のまま部屋に踏み込み、〈試験に出る！　由井正雪〉を開いた。

「……本当に書いてる。なになに、覇地空獣に勝てない時は……覇地空獣ってのかアレ。っと、勝てない時は……




【お好み焼きを焼け】




　～～何考えてんのあの雷かみなりおやじはぁ！」




　正雪は、仕方なく台所で調理を始めた。本を片手に鎧を着て。

「えっと、〈私が極ごく秘ひに開発したアイアンガーディアンを招しよう喚かんせよ。わざわざそっちに回してやるのだから有あり難がたく思え〉……か。最初から言ってくれりゃいいのに……ったく」

　ブツブツ言いながらお好み焼きを焼く正雪。

　アイアンガーディアンとは、二界で由井正しよう雪せつらが開発した、思考を持つ有機質人ひと型がた兵器である。わずか五体しか作られていないが、すでに実じつ戦せん配備されており、メジャー帝国軍との戦いに大きな戦果を上げていた。

　と言っても所しよ詮せんは五体。どうしても活かつ躍やくできる範はん囲いは限られてしまうため、結局二界はメジャー帝国に制圧されたも同然となってしまった。

　そのため正しよう雪せつらは、地上界の戦いに賭かけてみることにしたのだ。二界と地上界、二つの世界の命運を。

「……ん、もう焼けたか」

　正まさ雪ゆきはお好み焼きを皿に移す。

「よし。これで……〈以下のキーワードを唱となえよ〉、か」

　正雪はお好み焼きを前に構え、唱える。

「正義の炎ほのおに燃える闘士よ、今邪じや悪あくを討うち滅ほろぼすため、我のもとにて我と共に戦え……ユイ・アイアン・ガーディアン！」

　と、お好み焼きが七色に輝かがやき出した。まぶしく輝くその光に照らされて、地味な台所は一転、ディスコの様相になる。

『ま、まぶしい……!?』

　お好み焼きは、正雪の唱えたキーワードと加刀、そして正雪の血に反応し、一種のワープホールとなったのだ。

　それは、二界と地上界とをつなぐ越界の扉とびら。

「なんなんだこれは……うわっ！」

　突然、七色の光を吸い込んで、お好み焼きから等身大の火柱が立った。と思ったら、火柱はそのまま宙に吸いこまれ、一いつ瞬しゆんにして消える。

　代わってお好み焼きの上に現れ、ふわっ……と正雪の前に降り立ったのは……。

「初めまして、御主人様！　アイアンガーディアン、オコノミーナです！」

　それは……セーラー服を着た小柄な女子中学生。ふんわりとした柔らかさを感じさせる、アニメキャラのような美少女である。

　キラキラした大きな目、小さく華きや奢しやな肩、簡単に折れてしまいそうな細い腕、プリーツスカートの裾すそから覗のぞく白い足、一つにまとめた長い髪に三つのリボン……か、かあいい。

　と、正雪が箇か条じよう書がきで結論付けた時、オコノミーナの髪を止めている三つのリボンの内、一番下が点てん滅めつした。

「あっ！　覇地空獣の反応！　御主人様、参りましょう！」

　オコノミーナはそう叫ぶと、窓を開けて飛び出した。

「え？　ちょ、ちょっと！」

　正雪は〈試験に出る！　由井正雪〉をひっ摑つかみ、オコノミーナを追う。

　すると、ものの一分足らずで公園の広場をうろついていた吾作に遭そう遇ぐうした。

「ぬ！　貴様は！」

　立ち止まったオコノミーナが、ひるまず構える。

「さあ、来なさい！」

「オ、オコノミーナ!?　ち、ちょっと待っ……」

　正雪の声を遮さえぎり、大音響で吾作が怒ど鳴なった。

「見つけたぞ！　今度こそ息の根を止めてくれる！」

　吾作はオコノミーナが目に入っていないようだ。無理もない。誰がこの女子中学生が戦うなどと思うであろう。

「くらえええいいいっっ！」

　またしても鎌かまをもぎ取って頭から突っ込んでくる吾作。

　正雪が避けようとするより早く、オコノミーナが吾作に向かって走った。

「あ、危ない！」

　吾作はまっすぐ自分に向かってくるオコノミーナに気付く。

「ぬう……はじきとばしてくれる！」

　吾作の頭がオコノミーナをはじきとばす直前、オコノミーナは右足を大きく踏み出してそれを軸じくに左に半転、そして左足を深く入れ、上体を低くして吾作と平行になるような姿勢で頭突きをかわし、両手で吾作の首を摑んで前転をするように腰をはね上げた！

「えいっ！」

　一本背負いの首バージョン……といったところか。吾作は自みずからの突進力で投げられた。

「ぬおおおぉぉぉっっ!?」

　正雪の頭上を越え、軽く十メートルは吹っとんでいく。

「え……」

　正雪は、信じられないといった表情のままで首だけ回して吾作の軌き道どうを追った。




　ず……ん




　地響きと共に、吾作は背中で着地した。

「うぐっ……おのれ……」

　吾作が立ち上がり、正雪たちの方に向き直った時には、もう目の前にオコノミーナが走り込んで来ていた。

「うぬうっ！」

　吾作は両腕でオコノミーナを捕つかまえようとしたが、その腕はむなしく空を切った。吾作の目の前でオコノミーナはしゃがんでいた。吾作がそれに気付き、下を向いた、と思ったらその顔を蹴けり上げられた。

「がっ！」

　空中後方回転蹴り、サマーソルトキックをまともにくらった吾作は鼻血で弧こを描きつつ倒れた。

　オコノミーナは着地し、油断なく構える。

　……正雪はこの三十分程で随ずい分ぶんいろいろな超常現象を見てきたが、これは極きわめつけだった。どうみても可愛かわいい女子中学生♡ なオコノミーナちゃん♡ が、自分がスーパーパワーを秘めた鎧よろいと刀をもってしてもまるで歯のたたなかった相手を一方的に叩たたきのめしている。

『……〈試験に出る！　由井正雪〉でも読んでいよう……』

　投げやりに開いてみたが、何も書いてない。

『……やっぱり困った時でないとだめなのか？　不思議な本だ……』

　刀も収めて正雪が余よ裕ゆうをかましている頃、吾作はようやく立ち上がりつつあった。

「うおのれええ……このわしを……本気で怒らせおったな！」

　吾作は落とした鎌を拾ひろい、両耳の鎌ももぎ取って三本を束ねて持つと、一度に口に詰め込んだ。




　バリバリ

　ゴリゴリ

　ガリゴリ

　ごくん……。




「ふ～っ」

　食べてしまった。オコノミーナは構えたまま、背後の正雪に言う。

「御主人様、お気を付け下さい。何か仕掛けてきます！」

　正雪はようやく顔を上げた。

「ん？　あれ、あいつの鎌は？」

「今、食べてしまいました」

「フッ、今さら何をしても無む駄だだというのに……」

　何もしてないのに余裕をこく正雪。〈試験に出る！　由井正雪〉を鎧の腰に付いている専用ＢＯＸ（ここに入れると、この本はＢＯＸに合わせて小さくなる）に収納し、加刀を抜く。

「さ～来い！」

「何をする気か知りませんが、私と御主人様には通用しません！」

「……ふん、根こん拠きよもなく強がりおって……今悲鳴を上げさせてくれるわ！　ぬおおおぉぉぉっっっ！」

　握りしめた吾作の両りよう拳けんが光りだす。光は吾作の気合いとともに徐々に膨ふくらみ、拳こぶしを包み込んでいく。

「食らえ！　魔ま稲とう弾だん！」

　突き出された両拳から光の弾が飛び、正雪とオコノミーナを襲おそった。

「おっ？」

「はっ！」

　二人はかわした。魔稲弾は地面に着弾し、そこは

「沼？」

「生はえてきたのは……稲いねですね」

　となった。吾作が高笑いする。

「うわっはっはっはっ!!　わしの魔稲弾をくらったものは、問答無用で水田となり、さらに苗なえを植えられ、一いつ瞬しゆんにして成長し、実り、収しゆう穫かくが可能となるのだ!!」

　半径五十センチ程の円形の水田が二つ並んでいる。そこから生えている豊かな稲いな穂ほが、重そうに垂れていた。

「う……迫力はないが……」

「恐ろしい技わざです」

　二人が冷ひや汗あせを流す。

「わしの恐ろしさがやっと分かったかっ！　しかしもう遅いっ！　ぬおおぉぉぉっ！」

　再び吾作の両拳が光りだした。

「そうはさせませんっ！」

　オコノミーナが吾作に向かって走る。

「むんっ！」

　吾作の左手から放たれた魔稲弾をかわしたオコノミーナは、一気に間合いを詰める。

「たあああぁぁっ！」

「かかったな！　防ぼう御ぎよ壁へきぃぃぃっ！」

　吾作が右手を広げて突き出すと右手の光は広がり、壁かべとなった。

「え!?　と、とっとっ！」

　あわてて急ブレーキをかけるオコノミーナ。

　それを確認した吾作は、防御壁となった光を握り潰つぶし、元の状態に戻もどした。つまり、発射寸前の魔稲弾に、である。

　目の前には、急ブレーキのせいでバランスを崩くずしたオコノミーナがいる！

「もらったああっ！」

「オコノミーナ！」

「くっ！」

　至し近きん距きよ離りから放たれた魔稲弾を、オコノミーナはかろうじて横転してかわした。

　が、魔稲弾はスカーフの端をかすめ、そこだけ水田となって小さな稲が生える。

「ちっ！　はずしたか」

　オコノミーナは改めて冷汗を流す。

　正雪はこの間に〈試験に出る！　由井正雪〉を取り出し、開いていた。




【すまんすまん言い忘れていた。必殺技だ。刀形態の加刀に向かって〈必殺技登とう録ろく〉と言うのだ。そうすれば加刀に登録され、以後その名を叫べば必殺技として使うことができる。注意せねばならんのは、登録の時、「えーっと……」とか言うとそれも登録される。取り消しはきかんし、二つは登録できん。必殺技のたびに「えーっと……」を言わねばならなくなるぞ。以上だ】




　正雪は〈試験に出る！　由井正雪〉を閉じ、収納して加刀を抜く。

「必殺技登録！」

　加刀が鈍く光った。

「…………」

　正雪は考える。

『どうせならかっこいいのがいいなあ……双そう炎えん……いやバードニック……いやロイヤル……いや昇しよう龍りゆう……いや……』

「御主人様、危ない！」

　考え込んでいた正雪の目の前に、魔稲弾が飛んできた！

「！」

　正雪は必死で口を押さえて跳とび上がる。

『……よし決めた！』

　加刀を高々と掲かかげ、叫ぶ。

「砕破斬────────！」

　加刀がまた、一いつ瞬しゆん光った。吾作がそれを見つける。

「ぬ？　貴様、何をした！」

「必殺技を登録なされたのですね！」

　正雪はうなずき、着地する。

「必殺技だと……？」

「そうだ！　よ～く見ろ！」

　正雪は空に向かって構える。

「砕破斬────────！」

　叫びとともに加刀から放はなたれたすさまじいエネルギー波が、大空を斬きり裂いていく。その反動で、加刀が後ろに吹っ飛んでいくかのような感かん触しよくが正雪の手に。

「『いける！』……吾作！　砕破斬の犠ぎ牲せい者しや第一号になれ！」

「ちょこざいな！　ぬおおおおぉぉぉぉぉぉっっ！」

　吾作はまた気合いを高め、両りよう拳けんに魔稲弾を作り出す。

「いくぞ！　砕破斬────────！」

「魔稲弾！」

　吾作が右手の魔稲弾を放つ。光と光がぶつかり合い、一瞬の閃せん光こうの後……

「……え……ええっ？」

　砕破斬と魔稲弾がぶつかった空間に、水田が浮いていた。稲いねも生えてる。と思ったらびしゃっ……と落ちた。
















「そ……んな……」

「言ったはずだ！　すべては水田になると！」

　ここが好機とばかり、吾作が突進する。

「御主人様！」

　助けに入ろうとしたオコノミーナに、吾作は残していた左手の魔稲弾を放った。オコノミーナがジャンプでかわしたその時！

「魔の鼻はな輪わ！」

　吾作はオコノミーナめがけ、懐ふところから取り出した８の字形の手て錠じようを投げつけた。それは磁じ石しやくのようにオコノミーナの両手にはまり、中心から糸のついたくさびを発射し、地面に打ち付けた。糸は一瞬にしてくさびに吸い込まれ、オコノミーナの体を地面に叩たたきつけた！

「きゃっ！」

「オコノミーナ！」

「隙すきあり！」

　吾作は突進の勢いで正雪に頭突きをくらわせ、そのまま抱きついて高くジャンプした。

「御主人様ああぁっ！」

　オコノミーナは正雪を助けに行こうとしたが、両手を地面に止められているので動けない。

「くそっ！　放せ！」

　正雪は暴れるが、振りほどけない。そのままどんどん上昇していく。

「くらえ！　わしの超必殺技！」

　吾作は正雪の体を素早く逆さかさにし、正雪の腰を両手で摑つかんだ。そして急降下！

「田植え落しいいいいぃぃぃっっっ！」

「うわあああぁぁぁっっっっっっっっ！」

　数秒後、正雪の上半身は轟ごう音おんと共に地面にめり込んだ。

「御主人様！　御主人様！」

　吾作は余裕の表情で立ち上がる。そのそばには、さながら稲いな穂ほのように正雪の両足が生えている。

「こいつはもう戦えん……次は貴様の番だ……うん？」

　見ると、オコノミーナはうつむいて印を結んでいた。

「ふん、念仏でも唱えておるのか？」

　吾作がそう言った時、突然オコノミーナの両手が燃え上がった！

「た────────────っ！」

　気合いと共にオコノミーナが両腕を広げると、魔の鼻輪はあっけなく砕くだけ散り、オコノミーナはうつむいたまま立ち上がった。

「な、何っ!?　馬鹿な！　わしの鼻輪が……!?」

　狼ろう狽ばいする吾作を無視してオコノミーナは両手を合わせる。すさまじい気き迫はくだ。

「はあああぁぁぁっ……」

　すると炎ほのおは右みぎ掌てのひらの中に集まっていく。そして……。

「な、何だこの声は……なぬっ!?」

　いつの間にやら辺あたりは野球場。超満員の観客が歓かん声せいをあげている。しかもなぜか夕日。

「ばばばばば馬鹿な……こんな……」

　見るとオコノミーナはピッチャーマウンドに立っている。身に着けているのは、まぎれもなく野球のユニフォームと帽ぼう子し。

　ここにきてやっと顔を上げたオコノミーナの瞳ひとみは燃えていた。うろたえる吾作。そりゃそうだ。

「な、な、な……」

「青春！」

　オコノミーナは、右手に握りしめた炎のボールを振りかぶる。

「エネルギーボール……」

　吾作がやっと我に返った。

「ぬ、ぬおおおっ！　魔稲……」

「遅いっ！　ファイヤー！」

　オコノミーナの放った青春エネルギーボールは、あわてて魔稲弾を放はなとうとした吾作の拳こぶしを弾はじき飛ばし、吾作の胸に命中した！

「ぐううおおおおおぉぉぉぉぉっっっ！」

　大爆発！　吾作は消しよう滅めつした。

　と同時に辺りにできた水田も消え去った。オコノミーナのスカーフのも。

「ふうっ……」

　オコノミーナの目の炎と共に球場は消え、ユニフォームもセーラー服に戻もどった。

　オコノミーナは、まだ地面から下半身を生やしている正雪に駆かけ寄った。

「御主人様あぁぁ……」




　吾作が倒れたと同時に、町中に散っていたコーヒー雑ぞう兵ひようたちはただのコーヒーに戻った。めでたしめでたし。……後始末が大変だった。




「う……」

　暖かいタオルで顔を拭ふかれる感かん触しよくで、正雪は目を覚ました。

「気が付かれましたか？　よかった……」

　目の前に、オコノミーナの愛らしい笑顔。

「！」

「あ、まだ動かないで下さい……」

　動こうにも、正雪の体は金かな縛しばりにあったように動くことができない。花に例たとえるとタンポポのような、親しみやすい明るさと、暖かな母性を感じさせる美少女にかいがいしく手当てをしてもらっているのだ。これで金縛りにならない男がいようか。

「そ、その……オコノミーナ……」

「ミーナでいいです」

　オコノミーナは正雪の顔の土を拭き終わると、かたわらに置いてある薬箱から脱だつ脂し綿めんを取り出してピンセットでちぎり、消毒液を染しみ込ませて正雪の顔のすり傷につける。

「つっ……」

「申しわけありません、御主人様……私が至らないばっかりに……」

「そ、そうだ吾作は!?」

　ようやくそのことに気付き、正雪は立ち上がる。しかし吾作はいない。

「もう倒しました。……さ、座すわって下さい」

「へっ……？」

　オコノミーナに引っ張られて座る正雪。オコノミーナは消毒が済むと、絆ばん創そう膏こうを貼はっていった。

「はい、これで大だい丈じよう夫ぶです」

「あ、ありがとう……ミーナ」

　オコノミーナは嬉うれしそうに微笑ほほえむと、薬箱を胸元にしまって、代わりに小さなカプセルを取り出した。

「えっ？　今、薬箱……」

「ああ、これはアイアンガーディアンの標準装備の一つです。見かけはこの通り地味ですけど、これで大抵の怪け我がや病気は完治できるんですよ」

「はあ……」

　いわゆる普通の大きさの薬箱がオコノミーナの胸に消えた、という奇き怪かいな事実について追究しようとした正雪だったが、あれはああいうモノとして理解した方が良さそうである。

　オコノミーナは、てきぱきと説明を続ける。

「このカプセルにはお好み焼きを作るのに必要な材料と調理器具一式が収納されています。お好み焼きは、作りたてでないと効果がありませんので、私をお呼びになる時はこれを使って下さい。何にでもくっつけておけますから」

「分かった。……えっ？　ずっとこっちに居いられないの？」

「はい。私は地上界の人や物に触ふれられるかわりに、そう長くはこちらに居られないのです。そろそろ……」

　オコノミーナの髪をとめているリボンの二番目が点てん滅めつした。

「もう行かなくてはなりません。では御主人様、失礼します……」

「あ、ああ」

　オコノミーナが丁てい寧ねいに頭を下げると、その姿は、すぅっと消えた。

　正雪はさっきのカプセルを鎧の腰に付いている〈試験に出る！　由井正雪〉専用ＢＯＸにくっつけ、立ち上がる。

「そうか……人に触れられる、か……」

　正雪が何か考えている（内容はご想像にお任まかせします）。

「そ～か～……しかし」

　急にシリアスになる。

「仮にもプロテクトヒーローものの主人公が第一戦から必殺技を不発どころか破られ、あまつさえヒロインに助けられて手当てを受けてしまうとは……」

　正雪は加刀を抜いて、構える。

「結局勝てたんだから……いいんだけど……どうも……え～い砕破斬！」

　腹立ちまぎれに地面に向けて砕破斬を撃とうとしたのだが、撃てない。

「あれ？　砕破斬！　砕破斬！」

　加刀はむなしく空を斬るだけ。正雪は〈試験に出る！　由井正雪〉を開いた。




【そうそう、必殺技は一発撃つと二発めは極端に弱くなり、それ以上は当分撃てん。気を付けて使えよ】




　────回想シーン───────────

「そうだ！　よ～く見ろ！」

　正雪は空に向かって構える。

「砕破斬────────！」

　叫さけびと共に加刀から放たれたすさまじいエネルギー波が大空を斬り裂いて……

　────────────────────




　つまり結局、自分のドジだったのだ。

「……あ……あはははは……」

　誰だれもいない公園に、正雪の乾かわいた笑い声が響ひびき渡った。いと空むなし。

　……なお、彼が自分が登校中であったことを思い出すのにはそれからしばしの時を要したという。

　その頃。




　パ────────ン……。




「なっ？」

　授業を受けていた信仲がポケットに手を入れると、珠たまが割れていた。

「吾作が……やられたというのか……」

「織田。廊ろう下かにて直ちよく立りつだ。次、桂川。五十ページを……」

　またしても営先生の授業だった。信仲はおとなしく廊下に出る。

「おのれ……どこのどいつか知らぬが俺おれの家か臣しんを討うつとは……覚えておれ、必ず見つけ出し、討ち倒してくれる！」










　吾作戦の翌早朝。正雪はぐっすりと眠っている。

　正雪だけでなく、町中ほとんどの人々がまだ眠っているこの時間に、公園の広場に寝そべっている大柄と小柄、二人の少年がいた。

　二人ともトレーニングウェア姿。そして砂まみれである。

「これで……二百七十一戦・二百七十一引き分け……か……」

「ああ……」

　二人とも息を切らしている。

「へへっ……白はく昼ちゆう夢むしてるって……やつか……」

「〈伯はく仲ちゆうしてる〉だ……」

　この二人、中川純（ボケた大柄）と桂川修（突っ込んだ小柄）は家が隣となり同士の幼おさななじみで、幼稚園から現在（高一）に到るまで一度もクラスが離れたことがないというツワモノである。で、この二人の夢というのが……

『プロレスラーになって、タッグ選手権で世界一になって、それから超満員のマジソン・スクエア・ガーデンで決着をつける！』

　である。これでこの二人の仲の良さを察していただきたい。朝もはよから二人でトレーニングに励はげむ日々。

「よし、んじゃそろそろ……」

　二人は立ち上がり、公園の門まで歩く。ここから一人が走り、もう一人が公園の時計でタイムを計る。これがいつものトレーニングのしめくくりだった。

　今日は修が先に走る番。

「よ～い、ドン！」

　純が合図し、修が走り出す。純は修を見送り、空を見上げて今日もいい天気だなあとか考えていた。




　この公園は緑も豊かで、池もある。この池の外周がちょうどいいジョギングコースになるので、純と修以外にもいろいろな人が走っている。

　今日は珍めずらしく一人も見かけないなあと思いながら走っていた修だったが、いきなり妙みような人物にでくわした。

　道の脇わきの木にもたれて腕を組み、目をつぶっているのだ。いや、それだけならどうってことはないのだが、二本差しにちょんまげ袴はかま……。

　修が目の前を通り過ぎようとした時、いきなりそいつが声を上げた。

「待てい」

　　　　☆

　　　　☆

　ジャリッ……

「んっ？」

　砂を踏む音に純が振り向くと、いつの間にか、背後に侍さむらいが立っていた。

「拙せつ者しやの名は中川淳庵。君の先祖だ」

「えっ？」

　　　　☆

　　　　☆

「桂川甫周……？　先……祖？」

「左さ様よう。今、地上界は滅めつ亡ぼうの危機に瀕ひんしている。桂川修。君が戦わねばならぬのだ」

「ど、どういうことだ!?」

　　　　☆

　　　　☆

「……今話した通り、すでにメジャー帝国の将軍たちはこの地上界のどこかで策を練っておるだろう。我が子孫、純。奴やつらを迎むかえ討うつのだ」

「…………」

　　　　☆

　　　　☆

「…………」

「突然このようなことを聞かされても戸と惑まどうであろう。その気持ちはよく分かる。しかし事は一刻を……」

「……すげえよ」

　修はうち震ふるえている。

「何？」

　　　　☆

　　　　☆

「すげえよ！　俺が世界を救うってか！　異世界の怪物相手に大暴れ！　かあ──っ、こたえられねえ！」

「そ、そうか（頼たのもしいが不安だ……）。では、武器を渡しておこう」

　淳庵は、純の左手のひらになにかを投げつけた！

　　　　☆

　　　　☆

「な、なんだこりゃ？」

　修の手のひらに円形の青い光が渦うず巻いている。

「それは〈ターヘル穴あな〉という物体転送用の穴だ。そこを通じて武器や鎧よろい、その他にも……」

　　　　☆

　　　　☆

「……以上だ。使い方は分かったな」

「ああ」

　淳庵は純がターヘル穴を消したのを確認すると、立ち去ろうとする。

「頼んだぞ。我が子孫、純よ……」

「あ、待ってくれ！」

　　　　☆

　　　　☆

「なんだ、修？」

「その……このことは秘密か？」

「当然だ。敵に狙ねらわれるぞ」

「そりゃそうだが……」

　修は、純に隠かくし事をしたくないのだ。

「う～ん……」

「秘密にするのが心苦しいのか？」

　　　　☆

　　　　☆

「ああ……」

　純も同じだった。

「同どう志しになら、話してもいいぞ」

「同志？」

「そうだ。私の相あい棒ぼうも今頃、子孫にターヘル穴を託たくしている。名は確か……桂川……修……」

　　　　☆

　　　　☆

「純が？」

「そうだ。知っているのか？」

　修の顔が喜き色しよくに満ちていく。

「知ってるも何も……」

　　　　☆

　　　　☆

「ようしっ！　やってやるぜっっ！」

　　　　☆

　　　　☆

　修が帰って来た。

「純──────────！」

「修──────────！」

　二人は駆かけ寄り、互いの手を打ち合わせた──────。







　純と修が御先祖様に会ってから、一時間程が経過した。町を見おろす丘の上に、信長が鎧よろい姿で立っていた。その前にひれ伏ふしているのは、吾作とほとんど同じお百姓さんルックの男。

「な、何ですと！　吾作が……!?」

「うむ」

「おのれ……信長様！　どうかこの茂も作さくめに、そやつの討とう伐ばつをお命じ下さい！」

　茂作は額ひたいを地面に擦こすりつけんばかりに、ひたすらひれ伏す。

「もとよりそのつもりで、お前を呼んだのだ。……しかし、吾作を討った奴やつがどこに居おるか解わからぬ以上、地上界への攻撃が先だ。それによって、きゃつをおびき出せるやも知れぬ」

「……はい。では、行ってまいります」

　立ち上がりかけた茂作を、信長が呼び止めた。

「待て。陰いん陽よう八はつ卦け五ご行ぎよう占せん星せいの棒は持っているだろうな」

「はい……信長様！　もしや吾作は！」

「俺の失態だ。……言い訳わけになるが、この地上界に雑ぞう兵ひようや覇地空獣を倒せる者が居るとは思えなかった……」

「……分かりました。まず陰陽八卦五行占星を行おこない、武装したのち、攻撃を開始します」

「うむ。油断するなよ」

「はっ！」

　茂作が丘を駆かけ下りていく。

　信長はまた学生服に戻もどって、学校に向かって歩いていった。







　町に着いた茂作は懐ふところから数本の黒い棒を取り出し、両手で握にぎりしめて何やら熱心に祈りだした。

「陰陽八卦五行占星の棒よ、我われを導みちびけ……強き力のもとへ……」

　一心不乱に祈り続け、額に汗がにじみ始めた頃、茂作はゆっくりと目を開けた。

「東北に五百歩……」

　茂作はすぐさま東北に向かって走った。ぴったり五百歩の地点にあったものは、粗そ大だいゴミとして捨てられていた椅い子すだった。

「これか……」

　茂作は棒を懐にしまい、椅子を前にして構えた。

「我が肉体の一部となり、我にさらなる力を与えよ！」

　そう叫さけんで椅子に突進した茂作はそのまま椅子と融ゆう合ごうし、奇き怪かいな〈椅子人間〉と化した。覇地空獣は、物質と同化して〈武装〉することにより、自身の戦闘力を大おお幅はばに高めることができるのだ。

「おおおおっ！　我こそは武装覇地空獣、イスモサクなりいいぃっ！」




　その頃、正雪のクラスは早朝テストを受けていた。もちろん信仲も一いつ緒しよに。

『なんで朝っぱらからテストなんか……』

『吾作を討ったのは一体……』

　二人の思惑おもわくはともかく、教室は静まりかえっていた。その静せい寂じやくを破ったのは、教室の窓に飛びついたイスモサクの叫びだった。

「地上界の椅子たちよ！　お前たちは悔くやしくないのか！　愚おろかな人間どもに足げ……ではなく、尻しりげにされてばかりで！　プライドはないのか！　今こそ立ち上がれ！」

　イスモサクは町中いたる所でこう叫んだ。

　幼稚園児の女の子が座すわって朝食をとっていた椅子からは手足が生はえ、

「どかんかこのクソガキ！」

　と怒ど鳴なるや女の子を投げ飛ばし、窓をぶち破って走り去った。女の子、泣くのも忘れてただボーゼン。

　バス停の椅子にも手足が生え、座っていた人々をまとめてぶっ飛ばすと、

「てめーら！　よってたかって毎朝毎朝よくも！　ムキーッ！」

　と、わめいて走っていった。バス停にいた人々、言葉をなくしてただただボーゼン。

　この騒そう動どうはもちろん、正雪たちにも及およんだ。教室中の全すべての椅子が、手足を生やし暴言を吐はいて座っていた生徒を捨て、走り去っていったのだ。

　といっても悪名高き営先生の早朝テストを受けさせられている正雪たちのクラス以外は、時間が早いので、まだほとんど誰だれも来ていない。そのため、騒さわぎを聞いて他の教室から人が来る、ということはない。

　それをいいことに営先生は立ったままテストの続行を命じた。

　だが誰も「え～っ！」「そりゃあねえぜ先生！」などとは言わず、黙もく々もくと各自の机つくえの前に戻り腰をまげ、あるいはしゃがんでテストの続きにかかる。ここで文句でも言おうものならどんな刑けい罰ばつが待っているか分からない。いるなあこういう先生。

　この時、信仲は

『茂作……始めたな』

　と、ひそかにほくそえんだ（ちなみに彼も地上人なので、分け隔へだてなく投げられた）。

　この時、織田君がほくそえんだ、という事に気付けば正雪も主人公としての地位を確立できたと思うのだが、残念ながら気付けなかった。ただ、一つだけ

『覇地空獣か！』

　と見抜いた。

　そして即そく座ざに、対策を講じる。

「先生！　あの、ちょっと腹痛が、その、トイレに行っていいでしょうか」

　下へ手たな演技をする正雪。

「行って来い」

　営先生のイントネーションには、「平常点マイナス」が含ふくまれていた。もちろん、正雪には分かっている。

『よりによってこんな時に……全まつたく！』

　正雪はトイレに入ると、腕時計にくっつけていたカプセルを外はずした。







　少年野球チームや老人ゲートボールチームが利用しているグラウンドに、椅子に手足を生やした〈椅子雑ぞう兵ひよう〉が多数、集結していた。

　従したがえているのは、もちろんイスモサク。

「よくぞ集まった！　攻撃に先だち、これより雑兵頭がしらを任命する！」

　椅子雑兵たちがざわめく。イスモサクはさっきのバス停の椅子を指さした。

「お前を、椅子雑兵頭に任命する！」

　言われた椅子雑兵頭の体が一いつ瞬しゆん、光った。これは生せい殖しよく……いや繁はん殖しよく……いや増ぞう殖しよく能力がついた証あかしである。椅子雑兵頭はひれ伏す。

「つ、謹つつしんで拝はい命めい致いたします！」

「よし、ただちに増殖にかかれ！」

「ははっ！」

「雑兵ども！　半数はわしに、残りの半数は頭に従え！　そろそろ地上人どもの反撃が予想される！　我らの行く手を阻はばむものは、誰であろうと叩たたきのめすのだ！　よいな！」

「おおおおぉぉっっ！」

「ではゆくぞ！」

　その時、凛りんとした声が響ひびいた。

「待ちなさい！」

　イスモサクと椅子たちが声のした方を向いた。

「何なに奴やつ！」

　彼らが見たのはバックスクリーンの上に立っているセーラー服姿の美少女。

「アイアンガーディアン、オコノミーナ見けん参ざん！　地上界の平和を乱すことは許しません！」

　オコノミーナはグラウンドに降り立つ。

「アイアンガーディアン？……もしや貴様か！　吾作を討うったのは！」

　イスモサクが叫ぶ。

「答えろ！　貴様か！」

　オコノミーナはちょっと考えてから答えた。

「私はただ、ほんの少しお手伝いしただけ！　あの程度の相手、御主人様の敵ではありません！」

　オコノミーナは主人の顔を立てる。健けな気げ。

「御主人様は今、所用により動けず、多大な犠ぎ牲せいを払って一時だけ脱出され、そこで私に命令されました！　御主人様がここに来られないのは、決してあなたたちを恐れたわけではなく……」

　イスモサクにはそんな事、どうでもいい。

「ということはやはり仲間だな！　許さん！　かかれっ！」

　問答無用で椅子雑兵たちがオコノミーナに襲おそいかかってきた。

「椅子雑兵頭！　お前は増殖にいけ！　我々もすぐに後を追う！」

「ははっ！」

「あ、待ちなさい！」

　しかし、椅子雑兵たちがわらわらとかかってくるため、椅子雑兵頭に追いつけない。オコノミーナは次々に椅子雑兵たちを叩き潰つぶしていくが……とうとう椅子雑兵頭に逃げられてしまった。

「くっ！」

「どけい雑兵ども！」

　椅子雑兵はサッと道を開け、イスモサクがオコノミーナの前に進み出た。

　足もとには粉々になった椅子雑兵の残ざん骸がいが多量に散らばっている。イスモサクはそれを一いち瞥べつし、オコノミーナに向かって言った。

「さすがだな。……しかしここまでだ。椅子雑兵頭は地上界中全すべての椅子を椅子雑兵にし、それを率ひきいて一気に地上界を制圧する」

「そんなことはさせません！」

「お前には阻はばむことはできない。なぜならここで死ぬからだ！」

　イスモサクがオコノミーナに襲おそいかかった！

『速い！』

　イスモサクの攻撃をかろうじてかわすオコノミーナ。

「ふん！　いつまでかわしきれるか！」

　イスモサクはかなりのスピードで連続攻撃をしかけるが、オコノミーナは何とかかわしている。

「ええいちょこまかとうっとうしい！」

『さすが武装覇地空獣……青春エネルギーをためる暇ひまがない……なんとかしないと……』

　二人ともいらついてきたその時、グラウンドの横を走る少年が二人。

「修！　お前もう髪を固めるのやめろ！　時間を食う！　時は稲いね刈かりって言うだろ～が！」

「〈時は金なり〉だ！　それに、こいつはおれのトレードマークだ！　それより早朝テストなんかやる営の野郎が悪いんだ！」

「言われてみれば……そうだそうだ！」

　純と修である。あのまま興こう奮ふんして、つい組手やらランニングやらに熱を入れてしまったのだ。

　……それと、リングネームの考案に。

「あっ!?」

　純が足を止めた。

「なんだよ……あっ!?」

　修も足を止めた。椅子雑兵たちを見たのだ。

「おい修……なんだこりゃあ……」

「椅子の化物……」

　イスモサクとオコノミーナの闘たたかいに見入っていた椅子雑兵たちの一人が、純と修に気付いた。

「イスモサク様！　地上人です！」

「ほっとけ！」

　イスモサクは戦いに夢中で、それどころではなかった。

　しかしこの時、純と修はその闘いを見つけた。

「おい修！　女の子が、でかい椅子の化物に襲われてるぞ！」

「おお！　しかもかなり可愛かわいい！」

「こらこら、こんな時に……！」

　二人は椅子雑兵たち（推定六十～七十）に無む謀ぼうにも突っ込んでいった。

「てめ～ら！　俺たちが相手だあああぁぁっ！」

　しかし。

「イスキーック！」

「イスパーンチ！」

「イスフライングクロスチョーップ！」

　椅子雑兵たちに、軽くあしらわれてしまった。

　椅子雑兵たちは何事も無かったかのように、再びイスモサクとオコノミーナの戦いに見入る。

「てて……」

「そうだ純、あれだ！」

「そうか！　よし！」

　二人は左手を広げて高く上げる。そして叫さけんだ。

「ターヘル穴あな─────！」

　二人の左手の平に、青い光の渦うず巻まき……〈ターヘル穴〉が現れる。

「いくぞ！　鎧よろい転送おおぉぉ！」

　ターヘル穴から青い光が水のようにあふれ、純の、修の体を流れていく。それは各所で実体化していき……流れが止まり、ターヘル穴が消えたとき、二人は鎧をその身にまとっていた。

　水色の、力強く逞たくましそうなデザイン。ただでさえ年中パワフルな二人のこと、全身はちきれんばかりの力を感じる。

　純は思わず腕まくり（のマネ）。

「うっし！」

　修は拳こぶしを手の平に打ち付ける。

「ぃよっしゃあ！」

「やるぜ修！」

「おお！　覚かく悟ごしろ椅子ども！」

　再び椅子雑兵の群れに突っ込む二人。椅子雑兵たちが振り向く。

「ん？　またあいつらか。妙みような鎧を着込んでおるわ」

「また叩たたきのめされたいらしいな」

　しかし今度はさっきとは大違い、当たるを幸さいわい片っ端ぱしから

「ドロップキイイィック！」

「ぐおぉっ？」

「パワアアァァボム！」

「ぬわぁぁっ!?」

「ブレエエェンバスタアァァ！」

「バアアァックドロッッッッップ！」

　と、ＫＯしていく。乱戦の中、椅子雑兵たちの隙すきを突いて、純が高らかに名乗りを上げる。今け朝さ考えたばかりの、リングネームを。

「オレ様の名はガイアブルー！　化物ども！　まとめて明日のゴミの日に出してやる！」

　負けじと修も。

「ガイア、ゴミの日は昨日だ！……で、おれの名はスカイブルー！　おれの天才的テクニックを、よ～く味わえ！」

「？　あの人たちは……？」

　イスモサクと戦っていたオコノミーナが、声を聞いて二人の方を見た。

「隙あり！」

　イスモサクはオコノミーナより単純馬鹿なので後ろの部下たちの様よう子すなどまるで気にならなかった。作戦行動には向かない性質だが、この場では長所となった。

　オコノミーナが一いつ瞬しゆん動きを止めたのを見み逃のがさず、一瞬にして背後に回り、その手足をロープのように伸ばしてオコノミーナを縛しばり付けた。

「うっ！」

　タコに抱きつかれたかの様に、完全に全身を固められたオコノミーナ。

「取った！」

　この時、ようやくイスモサクは純と修に気付いた。

「む？　そこの二人！　動くな！」

　二人はオコノミーナが捕つかまったのを見て動きを止めた。

「お前ら何者だ？」

「……ただの正義の味方だ」

　イスモサクは辺あたりを見渡した。既すでに椅子雑兵の数は初めの半分くらいしかいない。

「随ずい分ぶんとやってくれたな。お前らこの小娘の仲間だな。吾ご作さくを討うった……」

「吾作？　スカイ、知ってっか？」

「なんだか分らんがその子と俺たちは何の関係もない。放してやってくれ。（ふ、決まった……）」

　だがイスモサクは、ガイアとスカイをオコノミーナの仲間と決めつけた。

「とぼけたければとぼけていろ。どうせお前らはここで死ぬ。かかれ！」

　残った椅子雑兵たちが一いつ斉せいに二人に襲おそいかかる。

「抵抗すればこの女の命はない！　吾作の恨うらみ、そして我が怨おん念ねんを思い知れ！」

「ちっ、ちくしょおおお！」

『ちくしょお』なのはオコノミーナも同じだった。自分のせいで一方的な袋ふくろ叩だたきにさらされている二人を見て、なんとしてでも脱出しないと、と思うのだが武装した覇地空獣である茂作の力は吾作とは比べものにならない程強く、とても振りほどけない。

「わ─────っはっはっはっはっはっはっ！」

　イスモサクが高笑いするその後ろにはバックネットがあり、さらにその後には茂みがある。その中をほふく前進している白銀の鎧よろい武む者しやが一人。

『テストを早く終わらせて来てみれば……あの二人はどうやら味方みたいだな。ミーナは……捕まってるじゃないか！　よし、今ここから飛び出してあの覇地空獣をまっぷたつにして、全員まとめて助けてやろう！』

　言うまでもなく正雪である。ようやく主人公らしい活かつ躍やく（不ふ意い討うち）ができるチャンスが到とう来らいした。しかし。




　ボコッ……




「ん？」

　正雪の腹の下の地面から頭が出てきた、と思ったら両手も出、正雪の首と足をつかんで、次の瞬しゆん間かん一気に飛び上がった！

「どわあああああぁぁぁぁっっ！」

　そのままバックネットを飛び越えて逆さかさになり──つまり正雪を下にして──グラウンドに向かって落ちて……

「ぐわああぁぁぁぁぁっっっ！」

　落ちて……

「ろおおおぉぉぉぉっ！」




　ずど─────ん……




　落ちた。イスモサクがそっちを見る。

　気絶した正雪はどうでもいいとして、立ち上がったそいつは、どう見ても武装した覇地空獣だった。

「信長様の配下ではないな……何者だ？」

　正雪を挟はさんで向かい合い、イスモサクが言った。

「ふっ……」

　謎なぞの覇地空獣は正雪をまたいで進み出る。

「私の名は……」

　その時、突然正雪が立ち上がった！

「砕破斬─────！」

　そう、正雪は気絶したふりをしていたのだ！　謎の覇地空獣が油断して背を向けるのを待つために……！

　背を向けていた謎の覇地空獣が振り向いた時にはもう遅い。彼は砕破斬をまともにくらい、爆発した。

　あわれなり、謎の覇地空獣。名も名乗れず、その形状すらも伝えられず……。

「き、貴様！　卑ひ怯きような！」

　爆ばく煙えんでイスモサクが一瞬怯ひるむ。今度はオコノミーナがその隙すきを突いた。

「隙ありっ！」

　片手を抜いて肘ひじ打うちをくらわせ、抜け出してイスモサクの顔を蹴けって跳とび、見み事ごと脱出した。

「し、しまった！」

「ミーナ！」

「御主人様！　来て下さったのですね！」

　正雪は得意気に薬指を立てる。彼流のガッツポーズだ。

　オコノミーナの脱出を見て、純と修も猛反撃に出た。

「てめえらあああぁぁ！」

「よっくも今までさんざんどつき回してくれたな！」

　二人は左手を上げ、ターヘル穴あなを出した。そして、各おの々おのの武器を呼ぶ。

「バトルアックス！」

　純は、鈍どん器きにも刃物にもなる、戦闘に適した片刃の斧おの。

「ソニックスピア！」

　修は、刃が段違いに二枚付いている、用途の広く扱あつかいやすそうな長なが槍やり。

「ぶった斬ぎってやる！」

「くたばれ化物どもぉっ！」

　力任まかせにぶん回してくる斧と、的確に繰くり出される素早い槍。二人の猛攻に、椅い子す雑ぞう兵ひようたちが、またしても次々とやられていく。

　突然の逆転劇に、イスモサクは歯は嚙がみして悔くやしがる。

「お、おのれ！」

「御主人様、ここは私が！」

　いつの間にかオコノミーナは印を結び、青春エネルギーを溜ためている。球場、観客、ユニフォーム、少し曇くもっていたはずの空もきれいに晴れ渡り、美しい夕日が……（正雪は初めて見るので、イスモサクと一いつ緒しよに動どう揺ようしている）。

「青春！」

　オコノミーナが振りかぶる。イスモサクは半パニック状態でオコノミーナに突進する。

「うおおおぉぉっ！」

「エネルギーボール……フアイヤー！」

　いくら武装した覇地空獣でも、オコノミーナの青春エネルギーボールは防げない（なんたって砕破斬より強い）。しかし冷静な判断力を失った茂作は叩たたき落とそうとでも思っているのか、正面から突っこんでいく。

『勝った！』

　とオコノミーナが思ったと同時に、茂作とエネルギーボールとの間に何かが大量に飛び込んで来た！

「えっ？」

　それらは茂作をかばってエネルギーボールに激突、大爆発！

「うおぉっ！」

　吹っ飛ぶ茂作。

「な、何？　今の……」

　爆ばく煙えんに目を凝こらして見てみると、散らばっているのは木やスチールの燃えカス。

　オコノミーナが、それらを調べようと近づく。

「これは……？」

「ミーナ、危ない！」

　正雪がオコノミーナに抱きついて跳とんだ。一瞬遅れてそこには、大量の椅子雑兵が飛び込んで来た！

「ちっ、はずしたか！」

「イスモサク様、助すけ太だ刀ち致いたします！」

　椅子雑兵頭がしらが町内をかけずり回って得た椅子雑兵たちであった。全員一いち丸がんとなって正雪とオコノミーナに襲おそいかかる。

「うおりゃあああ！」

「どりゃああああ！」

　その時、純と修が囲みを突破してイスモサクに迫せまった。が、こっちにも大量の椅子雑兵たちが現れ、割って入った。

「ちっ！　後から後からうっとうしい！」

　援軍を得て、イスモサクはようやく冷静さを取り戻もどした。

「よし！　こいつらをひねり潰つぶせ！　わしは……」

　乱戦の中の正雪とオコノミーナ、純と修を見比べる。

『こっちの二人はさっき大おお技わざを放はなったばかりだから疲れているはず……よし』

　イスモサクは正雪たちの方を向いた。

「まずはお前らから消してくれる！」

　倒しても倒しても後から後から湧わいてくる椅子雑兵たち。純も修も、疲れが出てきた。

「スカイ……こ、このままじゃ……」

「ちっ……」

「お─────いそっちの二人！」

　正雪の声。

「早くアイアンガーディアンを呼んで！」

「アイアン……？」

「そ、そういえば！　スカイ、あれだ、ほら！」

「ああ、あれ……ってあれを……本当にやるのか？」

「このままじゃやられる！　やるぞ！」

「……しょうがねえ！」

　二人は大きく跳とびのいて間合いをとる。

「ターヘル穴あな！」

　青い光の渦うず、ターヘル穴が二人の左手の平に現れた。

「やるぞスカイ！」

「ああ！　もう恥はじも外がい聞ぶんもない！」

「よし！」

　……突然二人は喜びだした。

「ばんざーい！　ばんざーい！」

「ああ嬉うれしいなあ！　ったら嬉しいなあ！」

　と思ったら怒りだした。

「ちくしょおおお！　あんのやろろおおおぁぁあ！」

「ざけんじゃねえええよ！　ぶっ殺すぞ！」

　と思ったら……椅子雑兵たちが襲って来たので怒りながらまた間合いをとって……今度は泣きだした。

「ううおおおぉぉぉぉん！」

「ばかやろおおぉぉぉぉっ！」

　と思ったら今度は笑いだした。

「わっはっはっはっはっはっは！」

「あはははははははは！」

　と思ったら……ターヘル穴が輝かがやき、渦の回転が速くなってきた。

　ターヘル穴に喜き怒ど哀あい楽らくを奉ほう納のう（？）した時、次元の壁かべを超えてアイアンガーディアンが現れるのだ。

　二界でのメジャー帝国軍との戦いにおいて、数々の修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきた百戦錬れん磨まの人型兵器、アイアンガーディアンが今ここに！

「おお！」

「成功だ！」

　興こう奮ふんする純と修。

　青い光を巻き取りながら、元気な女の子の声と共に純のターヘル穴から飛び出したのは……。

「スポットライト！　右下からあおる様に！」

　修のターヘル穴からも

「スポットライト！　左下からあおる様に！」

　どこから来てるのかド派は手でな、何色ものスポットライトを浴あびてジャンプし、バックネットの上に降り立った二人。

「銀河のキュートな流れ星、ティンクル！」

「星空のチャーミングな流れ星、リトル！」

　白の超ミニスカート、同じくフリルで飾った真っ白なタンクトップ、肘ひじまである白手袋……あまつさえ手にはマイク……。

「おい……スカイ……」

「…………」

　ティンクルは赤いショートヘアの、活発そうな感じの娘。リトルの方は青い、長い髪で左右二つのポニーテールを作っている。顔つきも体つきも、ティンクルよりも子供っぽい。ティンクルの衣装はちりばめられたルビーで、リトルはサファイアで飾られている。髪の色とのコーディネイトが見事で、二人の華やかさを最大限に引き出し、演出している。
















　バックネット上に並んだ二人、次元を超えてやってきた二人の戦士は、ポーズをとって元気良く叫さけぶ。

「二人そろって、キラキラ星シスターズ！　さ、いくわよ！」

　そして椅子雑兵の群れに向かって飛び降りた。純も修も、椅子雑兵たちさえボーゼンとしている。

「スターブーメラン！」

　二人の持つマイクが手の平と平行に高速回転し、再び手に握にぎられた時にはＶ字の一辺が刃になったブーメランに変わっていた。

　着地した二人はスターブーメランを握りしめ、椅子雑兵たちに切り込む。

「いくわよリトル！」

「まかせてお姉ちゃん！」

　二人は風のように椅子雑兵たちの中を駆かけ回り、立ちはだかる者を凄すごい速さで切り裂いていく。その様は白い鬼き神しんか純白の死しに神がみか。気を取り直した純と修も加わり、椅子雑兵たちの増援が追いつかなくなってきた。

　一方、きめ技わざを失った正雪とオコノミーナを相手にしていたイスモサクも、急に増援のペースが落ちたのに気付き、ふと後ろを見ると壊かい滅めつ間ま近ぢか。

「ええいお前らは向こうを援えん護ごしろ！　こやつらはわしが間もなく討うち取る！」

　イスモサクと共に戦っていた椅子雑兵たちが四人の方へ行った。

　今まで手間取っていながら、今さら一人で「間もなく討ち取る」もないもんだが……しかし正雪とオコノミーナはかなり体力を消しよう耗もうしていた。こっちも向こうと同じく、無限と思われる椅子雑兵の援軍に次ぐ援軍に加え、イスモサクとも戦っていたのだ。

「はあ……はあ……」

「ミーナ……大だい丈じよう夫ぶ……か……」

「へ……平気です」

　肩で息する二人が、とどめとばかりに襲おそいかかるイスモサク相手に苦戦しているのを純たちが見つけた。

「おいガイア！　あっちの二人！」

「あれじゃやられる！　スカイ、今こそ俺たちのフィニッシュホールドだ！」

「この状態じゃ無理だ……！」

　相変わらず椅子雑兵は絶え間なく襲って来る。

「まかせて！」

「えっ？」

　ティンクルたちが高くジャンプした。

「マネージャー、どいてて！」

「誰だれがマネージャーだ！」

　とにかく跳とびのく純と修。ティンクルたちは空中で静止し、歌いだした。

「ティンクルティンクル……」

「リトルスター！」

　二人がスターブーメランを斜ななめに振り下ろし、ぶつけ合わせる。と、そこから小さな星空が広がり始めた！

「ななな何っっ！」

「んな馬鹿な！」

　純と修の驚きよう愕がくをよそに、ティンクルたちはゆっくりと呪じゆ文もんの様に歌う。

「キラキラ星よ……」

　そしてクロスさせたスターブーメランを勢いよく振り上げる！

「スターダスト・シャワー！」

　直径二メートル程になった星々が一いつ瞬しゆん光ると、無数の光の粒つぶとなって雨のように降り注そそぎ、椅子雑兵たちを射抜いた！

「な、なんだこれはっっっ！」

　一発一発の威い力りよくは致ち命めい傷しようを与える程強力ではないが、その有効範はん囲いの広さで、数十の椅子雑兵たち全員の動きを止めている。

「ガイア、今だ！」

「おう！」

　その頃、正雪もオコノミーナも気力で立っていたが、次のイスモサクの一撃をくらえば、もう立ち上がれる自信はなく、その一撃をかわすことも無理だった。

「とどめだああぁぁぁ！」

　イスモサクが二人に打ちかかる！

『くっ！』

「そこまでだ椅子野郎！」

「ぬっ!?」

　イスモサクが振り向くと、純と修が並んで左手の平を向けている。

「ターヘル穴……」

　ターヘル穴が二人の手に同時に現れ、その二人の手から十センチの所に身長程の大きさの青い円が現れる。

「むっ！」

　イスモサクは今度は危険と判断し、跳んでかわそうとしたが、一瞬早く正雪が動いていた。

「食らえ！　弱くても砕破斬─────！」

　正雪が跳ちよう躍やくして放はなった砕破斬は、跳ぼうとしたイスモサクの頭上を捕とらえ、押さえ込んだ！

「今だ！」

「おう！」

　純と修が撃つ！

「トミアバズ─────カ！」

　青い円から放たれた、青い光の帯がイスモサクに命中、一瞬遅れて大爆発！

「ぐううぅぅおおぉぉぉぉぉっっっっ！」




「ぃやったぜスカイ！」

「おうともガイア！」

　椅子雑兵たちも機能を停止し、ただの椅子に戻もどった。

「やったわね」

　ティンクルたちも降りて来た。こうして見ると、いでたちこそアイドルのステージ衣い装しようのごとくとはいえ、よくいるタイプの、キャーキャー騒さわいでる女の子なんだが……。

「さすがあたしたちのマネージャーね、お姉ちゃん！」

「ま、これぐらいできないと勤つとまらないわよ。ね♡　マネージャー♡」

「あのなあお前ら」

「……ま、とにかく助かったぜ」

　修がそう言うので純も頭を下げた。

「あら、そんな堅かたいこと言わないで」

「そうよ。マネージャーはもっと軽くなくっちゃ！」

「……そうか？　じゃ、今度お茶でも」

「スカイ！」

　一方正雪はオコノミーナに肩を貸して立ち上がらせた。

「大だい丈じよう夫ぶ……じゃなさそうだね」

「すみません……」

「謝あやまるこたないよ。何度も僕をかばってくれたんだから」

「御主人様……」




　少し休み、やっと落ち着いた二グループが語り合う。

「ええ!?　君もアイアンガーディアン？」

「はい。オコノミーナといいます」

　オコノミーナがお辞じ儀ぎする。

「今度お茶でも」

「スカイ！　お前はなぁ……しかし信じらんねえな。こんな小さな、可愛かわいい女の子が……」

「ちょっとマネージャー。あたしたちはどうなるのよ」

「そうよそうよ」

「あ、そうか」

「そういえばそうだった」

「あのね！」

　正雪がふかあくため息をつく。

「はあぁ……さすがというかなんというか……二人とも元気だねぇ」

「え？」

「中川君に桂川君でしょ？」

「そ……その声は……」

「由井君だよん。由井正雪」

「由井!?　由井だったのか！」

「へえ……しかしよくわかったな、俺たちだって」

「わからいでか。その言動で……」

「……ま、それもそうか」

　と、その時。オコノミーナのリボンの上から二番目が点てん滅めつした。

「御主人様、私はそろそろ失礼します」

「うん、今日もありがと」

「マネージャー、あたしたちも帰るね」

「ああ」

「またな！」

　三人は消えた。

「あ……！」

「どうした修？」

「学校……」

　三人とも、完全に忘れていた。

「走れ─────っ！　急げば間に合う！」

「かも知れない！」

「不吉な事言うんじゃねえ！」




　その頃、正雪たちの学校の旧校舎裏。朝の休み時間。

　いつもは誰だれもいない、静かなこの場所に乾かわいた音が響いた。




　パ─────ン……。




「なっ！」

　信仲の手の中で砕くだけ散った珠たまの音だった。

「も……茂作までもが……一体どういう事だ！」
















　その時、若い女性の声がした。

「どうしたの？　織田君……」

　信仲が振り返ると、スラリと背の高い、美しい女性が立っていた。きれいなショートボブとよく似に合あった眼鏡めがねが、知的で大人おとなっぽい。

「あ、い、いえ何でもありません、淀先生」

　大学を卒業したばかりの数学教師、男子生徒（と、一部の女子生徒）のアイドル淀先生……が、信仲に向かってにっこり微笑ほほえむと、こう言った。

「さすが、ですね。こうしていると本当に、ただの教師と生徒のよう……」

「えっ!?」

　淀先生は一転、厳げん粛しゆくな顔になって信仲の前にひざまずいた。

「メジャー帝国軍少将茶ちや々ちや、覚かく醒せい致いたしました……」

「おお！　お前か！」

「はい。他の将軍方の気け配はいを探ろうと思いましてここに来てみれば……好運でした」

「そうか。お前は、そういう術が得意だったな」

「はい……」

　茶々が、少しうなだれる。

「？　どうした」

「先程放はなった覇地空獣が……何者かの手により……」

「お前もか！」

「おそらく織田中将の覇地空獣と合流したと思われるのですが……」

「するとまとめて倒した、というのか……」

「まさか、地上界にそれ程の戦士が？」

「複数かも知れぬ。あるいは……反乱軍の……」

「は？」

「いや、なんでもない。そろそろ時間だ、参るぞ」

「はい」

　二人は校舎へと消えていった。










　正雪たちの通う平嵐高校の近くに、私立百ゆ合り園ぞの学園という名門女子校がある。平嵐とは伝統と格式が違う！　ということを誇こ示じしているかのような白はく亜あの校舎は、俗世の汚けがれを知らない天使たちの園……と巷ちまたでは言われている。

　実際、校門に出入りする生徒たちは皆、上品そのものといった物腰と言葉使いで、通りかかる人たちを納なつ得とくさせている。

　でも女子校なんて中に入ればちっとも上品なんかじゃあ……と一部の人（特に女性）は言うが、とにかく、ここ百合園学園は〈天使の園〉で通っている。

　今日はここの一年四組に、一人の転入生がやってくる。朝休み時間、四組の教室はその噂うわさでもちきりだった。

「ねえねえ聞いた？　今日来る転入生の話」

「聞いた聞いた。なんでも、すっごいお金持ちなんですって」

「へ～え、楽しみね。どんな娘かしら……ね、靜しず香か、あなたはどう思う？」

　一団の後ろの席で、一人参考書を読んでいた娘が、戸と惑まどいがちに顔を上げて、小さな声で答える。

「は、はい？　そ、その……あの……何のお話ですか……？」

　この娘の名は御み前まえ靜香。長い黒髪に白い肌がきれいに映はえる、もの静かな純日本的少女といった雰ふん囲い気きの、今時珍めずらしいタイプの女の子である。

　靜香に話しかけた娘こが、ため息をつく。

「靜香ぁ……あんたまた勉強してんのね。昨日中間テスト終わったばかりじゃない」

　靜香はいつもこんな調子で一人熱心に勉強しているのだが、今日は少し気が入っていない。言い様のない不安にかられているのだ。

『どうしよう……私なんかが……』

　理由は昨夜遅くのこと。御先祖様が訪たずねて来られたからなのだ。




　────回想シーン───────────

「靜香……靜香……」

　鈴の音ねのように澄すんだ女性の声に呼ばれ、靜香は夢から戻もどってきた。

「う……ん」

　目を開けると、靜香の足元の方に、美しい和服姿の若い女性が正座していた。白い肌、長くしなやかな黒髪、澄んだ瞳ひとみ……靜香によく似ている。

「あ……あなたは……」

　靜香は身を起こして聞いた。白しろ無む垢くの寝巻きと窓から差す月光がよく似合っている。

「私はあなたの遠い先祖。ここでは、〈靜しずか御ご前ぜん〉とよばれているわ」

「私の……御先祖様……？」

　まだ夢見心地ごこちで靜香は答える。

「そう。今日はあなたに大切なことを伝えに来たの。あなたの住むこの世界の未来に関かかわることよ」

「み……未来……？」

「そう」

　靜香は正座して靜御前の話を聞いた。二界のこと、メジャー帝国のこと、そして地上界侵しん略りやくのこと。

「あなたは、戦わなければならないの」

「そ……そんな……」

　靜御前は、懐ふところから一つの首飾りを取り出した。銀の鎖くさりに小さな飾りを通してあるだけの地味なものだ。飾りには何かの紋もん章しようのようなものが刻きざまれている。

「これは〈戦いくさの護ご符ふ〉と言ってあなたの心を力に換えてくれるお守りなの。あなたの心を通じていろいろな存在との交信もできるわ」

　靜御前は、そう言って靜香の首にかけた。

「でも……私……戦うなんてとても……」

　不安どころかおびえきっている靜香に、靜御前は優しく、諭さとす様に話しかける。

「靜香。あなたは一人じゃないわ。他にも何人か、既すでに戦っている戦士がいるはずよ。でも帝国軍の将たちは何人いるか分らないし、時がたてば力を完全に取り戻もどして自みずから姿を現すわ。そうなれば地上界も二界と同じ様に、多くの人たちが殺され、帝国軍に制圧されることになるの」

　靜香はもう震ふるえている。

「でもね、靜香」

　靜御前はそっと靜香の手を取った。

「今地上界のために戦っている戦士たちだって、それまでにはもっともっと強くなれるわ。そして仲間たちと共に、きっとこの世界を守ってくれる。そのためには、一人でも多くの仲間が必要なの」

「…………」

「〈戦の護符〉はあなたの心次し第だいで、無限に強い力をあなたに与えてくれるわ。みんなを守りたいっていう、あなたのその優しい心があれば、必ずみんなを守れる力をくれる」

　靜香はしばらく考え込んでいたが、やがて決意をこめて顔を上げた。

「私も……戦います」

「靜香……！」

　靜御前は、靜香を抱きしめた。目を潤うるませている。

「ありがとう……」

　────────────────────




　と、格かつ好こう良く決心はしたものの、やはり不安は拭ぬぐいきれない。いつものように参考書を読んでいても、集中できないのだ。

『みんなには秘密にしないといけないし……もし今怪物が襲おそってきたら……一人で……一人で……』

　さっきのクラスメートたちはというと、靜香の不安に気付くはずもなく、また元気に騒ぎだした。いつも通りに。

　が、その日常は、唐とう突とつに教室に入ってきた二人の男によって完全に破られた。黒眼鏡めがね黒ネクタイ、黒いスーツに黒い革かわ靴ぐつ、黒い帽ぼう子し。あからさまに怪あやしい。

「な、何この人たち……」

　黒ずくめの二人は周囲の動どう揺ようなど意に介さない。教室内を見回し、靜香の隣となりが空あいているのを見つけると一いつ旦たん外に出て、何かのパーツらしき物と工具を運び込み、靜香の隣で組み立て始めた。靜香はただおびえて見ている。

『まさか……ひょっとしてこの人たちが……』

　辺あたりにいるクラスメートたちは果か敢かんにも話しかける。

「あ、あんたたち一体なんなの！」

　でも二人はただ黙もく々もくと作業を続け、やがて完成したそれは、一組の机つくえと椅い子すだった。

　と言っても、この教室に多数ある机と椅子とはまるで違う。〈豪ごう華かな装そう飾しよく〉と一言で表現するにはあまりにもきらびやか過ぎる。彫刻は言うに及ばず、見み事ごとにカットされた宝石が多々、埋うめ込まれているのだ。その輝かがやきはもう華美も過美、美術館にでも置いたらたちまちメインの展示物になりそうなシロモノである。

　出で来き上あがりを確認すると、二人は出ていった。

　後に残された机と椅子に、皆が群むらがる。

「これ……サファイヤよね」

「こっちはルビーね。どう見ても」

「ダイヤもあるわよ……」

　ざわざわと鑑かん定ていする人ひと垣がきに阻はばまれてじかに机を見れない何人かが、何なに気げなく窓の外を見おろした。

「み、みんな！　外！」

　今度は窓に人垣が移った。三階の窓から見えるのは校庭と、そこで遊んでいる生徒たちと、校門と、校門の前に止まっている

「ひょっとしてあれ、噂うわさに聞くロールスロイスってやつ!?」

「……よね」

　だった。

　見ていると助手席のドアが開き、さっき教室に来た二人と同じ格かつ好こうの黒ずくめの男が鞄かばんを持って降り、校門側にまわってうやうやしく後部座席のドアを開けた。

　すると後部座席から赤い絨じゆう毯たんのロールがす──っと伸びていき、百メートル程先の正面玄げん関かんで丁ちよう度どきれた。

　そして後部座席から、ゆったりと絨毯の上に降り立ったのは……

「ここですのね」

　一人の少女だった。長いブロンドの髪にアイスブルーの瞳ひとみが美しい。着ているのはブルーのブレザー、この学校の制服だが、彼女の華はなやかさにはそぐわない印象を受ける。

　美人は何を着ても似に合あうというが、どうやらこの少女には当てはまらないらしい。

　彼女から見ればたいして名門でもない百合園学園の制服など、むしろ彼女の〈美しさ〉の足を引っ張っているようにすら思える。

　それほどに彼女は高貴な気品があり、とにかく美しい。

「ふん……貧びん乏ぼう臭くさい校舎ですこと」

　少女はその美しい外見に似合うような似合わないような感想を一言述べると、赤い絨毯の上をまっすぐ歩いていく。

　その斜ななめ後ろを鞄を持った黒ずくめが従したがっていく。校庭にいた生徒たち全員が、あっけに取られて注目している。

「ふっ。庶しよ民みんたちが私の魅み力りよくに我を忘れて見とれているわ」

　黒ずくめが答える。

「生まれて初めて至し高こうの美を目にしたのですから、当然でございましょう」

「お────────っほっほっほ！」

　三階から見ていた四組の生徒たちにまで響ひびく笑い声だった。

「……あの娘じゃない？」

「間違いないわね」

「面おも白しろそうじゃん！」

「そぅおぉぅ？」

　転入生に対するそれぞれの感想で賑にぎわっているすぐそばで、靜香は一人静かに、参考書を読んでいた。と言うより見入っていた。

　少しでも不安をまぎらわせよう、と。




「というわけで、今日からこのクラスの一員になる……」

「藤ふじ原わら久く魅み子こと申します」

　さっきの娘である。近くで見ると、艶つややかな口元もまた美しい。確かにおごり高ぶるだけのことはある。

「藤原さんの席は……御前さんの隣となりね」

　そう。さっきできたばかりの豪華絢けん爛らんの極きわみをつくした席。隣にいる靜香が、ただでさえ地味なのに、よりいっそう地味さが引き立っている。

　紹しよう介かいが終わり、いろいろな意味の注目を浴あびつつ久魅子は席に着いた。

　担任の先生が出ていくと、早さつ速そく皆が久魅子に群むらがり、あれやこれやと聞き始めた。自然と隣にいる靜香の耳にも入ってくる。話によると……。

　久魅子の家は代々、ハーフしかいないのだ。とにかく祖父祖母に叔お父じ叔お母ば、そして数多い従い兄と弟こたちが世界中に散らばっていて、それら全すべてを回ったら世界を数周してしまう（ここまでくると半分ハーフという言い方に抵抗を感じる）。久魅子の父は世界的な大だい財ざい閥ばつの会長で、今回の仕事で少し長く日本にとどまることになったから、たまには庶民の生活をしてみたらどうだ……というわけでこの学校に来たという。

「で、あなたの御両親はどこの人なの？」

「さあ。確かお母様の三代前のお父様は純じゆん粋すいな日本人だったらしいけど、あとは分かりませんわ」

「ふ～ん」

　かように、久魅子には世界中の血が流れているのだ（さらに、幼い頃から世界中を回っているため、自分の国こく籍せきがどこになっているのかすら知らなかったりする）。

　そうこうしている内に一時間目が始まり、全員席に着いた。授業が始まっても、靜香はまだ不安だ。

『秘密にして……今はまだ一人で……戦わないと……』

「確か……御前さんでしたわね」

　初めて久魅子が靜香に話しかけた。

「は、はい」

　戸と惑まどいながら答える靜香。

『もしかしてこの人が……いけない……なんだか疑い深くなっていく……』

「御前さんあなた……メジャー帝国って知ってる？」




　がたがたがたっ！




　靜香が椅い子すから転げ落ちた。

「どうしたの急に？　ドジなのねあなたって」

「痛っ……あ、あの……？」

　クラス中の注目を浴びつつ靜香が椅子に座すわり直す。

「実は昨日の夜、私の先祖だってのが来たの。確か、藤原薬くす子ことかいってたわね。それで私に……」

「く、久魅子さん！」

　思わず声を上げる靜香。といっても普段が小声過ぎるので、やっと人並、という程度だが。

「それは秘密にしないと……」

　仲間が見つかって心強い、と思えるはずなのだがそんな考えは出てこない。朝からずっと秘密に秘密にと念じていたのに、いきなり「あなた知ってる？」ときたのだから無理もない。

　さらに久魅子は遠えん慮りよなく話し続ける。

「あら、どうして？　向こうが攻めてくれば、手間が省はぶけますわ」

「そ、そんな……」

「そこの二人！　授業中ですよ。静かに」

　先生に注意された。







　授業が終わって休み時間。靜香が泣いて頼たのむので、久魅子は仕方なく人ひと気けのない屋おく上じようについて行った。

「……わかったわ。秘密にしといてあげる」

「あ……ありがとうございます……」

　本当に嬉うれしそうな靜香。

「ただしぃ……条件があるの」

「私にできることでしたら、なんでも致いたします」

「そう……」

　久魅子はじっくりと靜香の全身を、足元から頭まで嘗なめるように見定める。

『少し暗いけど……結けつ構こう可愛かわいいじゃない。うんうん』

　そしてなにかを含ふくんでいるように言った。

「明日の日曜、私の家に来て。迎むかえの車をよこすから」

「そんな……私から参ります」

「いいのいいの。それと、これからは靜香って呼ばせてもらうわよ」

　久魅子は靜香に背を向けて階段に向かう。

「は……はい……あ、待って下さい」

　靜香はその後を追って行った。







　放課後の平嵐高校の旧校舎裏。ここはもう、あの二人の溜たまり場となっている。

「茶々。俺おれは明日、覚かく醒せいの儀式に入る」

「明日……ですか？」

〈覚醒の儀式〉とは、転生などによって眠ったままになっている力を覚醒させるための儀式である。これができるのは三百六十五日に一度、つまり年に一日だけ。その日の夜明けから日没にかけての間、ある地点で座ざ禅ぜんを続けなければならない。

「幸さいわい、隣となり町まちの山中の洞どう窟くつが、儀式に適する磁じ場ばを有していたのだ。あそこならば人もめったに来ないしな」

「それはようございました」

　茶々は深々とひれ伏ふす。信長が以前のような、無敵の力と技わざを備えた最強の戦士に戻もどれるのが、本人以上に嬉しいのだ。

『信長様は明日の日没には覚醒なされる……』

　二界の戦いでの、数々の信長の雄ゆう姿しを思い出し、ぼんの～に浸ひたっていた茶々の頭に、一つの考えが浮かんだ。

『……信長様が覚醒なされたその時、あやつらの首を献けん上じようできれば……』

　正雪たちのことだ。

　唯ゆい一いつの邪じや魔ま者ものどもを討うち取ったとなれば、自分と信長の二人で地上界を攻撃、制圧できるだろう。そうなれば……。

「どうした茶々？　顔が赤いぞ」

「あ、い、いえ、そ、そ、その、何でもありません」

　らしくもなく豪快に取り乱して答える茶々。こうしていると、可愛い。

「お前らしくもない。何を動どう揺ようしているのだ……？」

　信仲の、軽いこの言葉に、茶々は少し表情を暗くした。

『信長様……』

　この世界では、茶々の方が信長より年上。いくら記憶が戻っているとはいえ、それは転生の術によって最近思い出したものに過ぎず、所しよ詮せん信長は子供、自分は大人おとなである。

　茶々は、自分が信長より先にこの世に生まれてしまったことが、呪のろわしかった。今このように自分の心中をまるで察してくれない、という子供らしい一面を見せられると、悲しくさえある。

『二界で仕つかえていた頃は、私がどんなに隠かくそうとしても、その心中は全すべて見み透すかされていたものだったのに……これも運命、か。ならば、せめて……』

　茶々は、明日、必ず地上界に潜ひそむ戦士どもを全て見つけ出し、残らず討ち滅ほろぼそうと闘とう志しを燃やした。

『この世界でできる限りの、私と信長様の……の……その……幸せ……の……ため……』

「どうした？」

「あ、そ、そ、その、その、ええ、あの……」

　隠しようもなく赤面してしまう茶々であった。







　翌日、日曜日。当然休みなので学校には人ひと気けがない。その中でも一ひと際きわ静かで誰だれもいない平嵐高校の旧校舎裏に、淀先生がいた。

　いや、今の彼女は、いつもの白いブラウスと黒いタイトミニの、魅み力りよく的な女教師ではない。信長と同じような鎧よろいを身にまとい、長刀を携たずさえた女武士。メジャー帝国軍少将、茶々であった。

　知性的な顔立ちによく似に合あう眼鏡めがねだけには、いつもの名残なごりを残している。が、そこから覗のぞく鋭するどい眼光は、紛まぎれもなく武人のものである。

「いでよ覇地空獣、栗くり磨ま呂ろ！」

　青い珠たまから稲いな妻ずまとなって放はなたれた茶々の覇地空獣は、百人一首に描かれている平安貴族のような、烏え帽ぼ子しを被かぶった若者。信長のと比べると随ずい分ぶん美形である。

「覇地空獣栗磨呂、参りました。茶々様、葱ねぎ磨ま呂ろが倒されたそうですな」

「ああ」

　淀先生の艶つやっぽい声から、武将の威い厳げんをたたえた声に変わっている。これもまた美しい。

「栗磨呂。お前の任務はその者を討うつ事だ。わかっていような」

「はい。して茶々様、他の将軍方はいかほどお目覚めに？」

　茶々は栗磨呂に背を向ける。

「信長様お一人だけだ。それも……まだまだお力は覚かく醒せいされておらぬ。今、覚醒の儀式を執とり行おこなっておられる」

「それでは……」

「そうだ！」

　茶々は栗磨呂の目の前に長刀を突きつけ、振り向く。栗磨呂が一いつ瞬しゆん震ふるえた。

「よいか栗磨呂！　今敵に攻められる様な事になれば、信長様のお命に関かかわる！　即そつ刻こくこの地上界に潜ひそむ戦士を討ち滅ぼすのだ！」

「は、ははっ！」

「行けっ！」

　栗磨呂は走り去った。

「さて……」

　茶々は長刀を使って地面に魔ま法ほう陣じんを描き、その中央に座すわり、瞑めい想そうに入った。

『さあ、戦え地上界の戦士……』







　所変わってここは靜香の家。玄げん関かんのチャイムが鳴ったのでドアを開けた靜香は、まず、すぐ隣となりで頭を下げている例の黒ずくめに驚おどろき、それから門の前に止まっているロールスロイスにびびり、そこから自分の足元までぴったりの長さで敷しかれている超！高級そうな赤い絨じゆう毯たんに面食らった。

　靜香が動けないでいると、黒ずくめが口を開いた。

「御前靜香様、お迎むかえにあがりました。さあ、どうぞお車の方へ……ああ、お靴くつは履はいたままで結けつ構こうです」

　靜香は脱ぎかけた靴をきまり悪そうに履きなおす。

「は、はい……」

　靜香は、おそるおそる絨毯の上を歩いて行く。後ろに黒ずくめを従えて。

　数歩で車に着いた。ドアが自動で開き、靜香が乗り込むと絨毯が勝手に巻かれていき、靜香の足元にあいた穴に収納された。

「では参ります」

　いつの間にか黒ずくめも助手席に乗っていた。ドアが閉まり、車は走り出す。

「御前様。七分三十四秒で着く予定ですので、どうぞおくつろぎ下さい。お飲み物でもどうぞ」

　黒ずくめが手元のスイッチを操そう作さすると、靜香の目の前の壁かべが開いてテーブルになった。その上にグラスに入ったオレンジジュースがのっている。

「は、はい。いただきます……」

　戸と惑まどいながらも、ありがたくいただく靜香。

「おいしいです……」

「ありがとうございます、御前様」

　ありふれた、とは決して言えないが平和な車中の風景。しかし、こういう時には必ずなにかが起こる。




　キキ─────ッ！




　突然の急ブレーキ。靜香がつんのめる。

「きゃっ！」

　黒ずくめが大あわてで振り返った。

「申し訳わけございません！　御前様！　お怪け我がはありませんか！」

「いたた……あ、い、いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

「そうですか。良かった……」

　前を見ると、妙みようなのが立ちふさがっている。車輪から手足が生はえて立ち上がっている乗用車。

『か、怪物……』

　震える靜香。運転手はしきりにクラクションを鳴らすが車男は動かない。

「靜香様。あいつが飛び出してきたせいで、ご迷めい惑わくをおかけしました。今、追い払いますので」

　黒ずくめが言った。と、その時。

「我われは車雑ぞう兵ひよう頭がしら！　我が部下となれ！」

　車雑兵頭がそう叫さけぶなり靜香たちの視界がグラッ……と揺れた。

「え？」

　車高が上がったせいだ。そう、車輪から手足が生えて四つんばいに……。

「うおおおお！　俺は車雑兵！　てめえら！　どきさらせいっ！」

　屋根が開き、座席が跳はね、あっという間に靜香たちは放り出された。運転手と黒ずくめは、それぞれ電柱とブロック塀べいにたたきつけられ気絶。靜香は……

「きゃぁぁ……！」

　三十五キロという木この葉の様な体重が災わざわいして一人だけ遠く飛ばされ、塀を飛び越え、どこぞの家の庭の茂みに突っ込んだ。

「うっ……」

　もちろん気絶。

「ようし来い車雑兵！　さらなる仲間を捜すのだ！」

「はっ！」

　二人（二台？）は直立して走っていった。







「薔ば薇らはここに……この色はなかなかいいわね」

　久魅子は一人、楽しそうに部屋を飾りつけていた。十五、六畳じよう（といっても畳たたみ敷きではないが）は優に越える、ばか広い部屋に豪ごう華か絢けん爛らんの限りを尽つくした装飾品の数々。全部磨みがくのだから大変である。

　普段は、こういう事は全部召めし使つかいにやらせているのだが、今日は特別。彼女いわく「大切な友人を迎むかえるのだから自分でやらなきゃ」とのことなのだが……。

「あの娘、あんまりいないタイプだからムードの持っていき方が難むずかしそうね……」

　と悩み、

「そうそう、クッキーに例の薬をかけとかないと」

　と細さい工くし、

「シーツも新しくしたし、うん、準備ＯＫ！」

　と確認する。何を考えているのやら。

「でも……遅いわね。なんかあったのかしら？」

　その時、部屋の電話が鳴った。久魅子が受話器を取ると、うろたえた黒ずくめの声が。

「も、申し訳わけございませんお嬢様！　車が突然、化物になりまして、その……御前様が行方ゆくえ知れずに……」

「なんですってぇぇぇ！」

　黒ずくめは事の次し第だいを詳くわしく話した。

「……という訳でして、今はもう、町中の車が化物と化しております。お屋や敷しきの警備を厳げん重じゆうになさるよう、お願いします」

「そう……分かったわ。あなたたち二人は靜香を捜しなさい。見つかれば今月の給料三十％ダウンで許してあげるわ。いいですわね！」

「は、はい！」

　久魅子は乱暴に受話器を置いた。

「そういえば、あの薬子が言ってたわね。庭をコーヒーまみれにしたのも、屋敷中の椅い子すを家出させたのもあいつらの仕し業わざっ……て。で、今度は私の純じゆん粋すい同性交友を邪じや魔ましようと……絶っっっ対に許しませんわよ！」

　久魅子は、そう叫さけぶやいなやスカートの裾すそをまくった。あらわになった右太ももには、ベルトが巻き付けてある。ハードボイルド作品の美女が、よくナイフを太ももに隠かくしているアレである。

　……が、彼女のそこには、〈握にぎり〉があった。長さ二十センチ程の円柱形の握り。

　久魅子がその握りをベルトから抜き取り、振り上げる。

「ロゼ・ウイップ！」

　すると握りからシュルルッと長い鞭むちが生はえた。

「さあ来なさい、私の下僕！」

　久魅子はロゼ・ウイップを使って新体操のリボンのように踊りだした。が、ピンクのリボンと違ってロゼ色の鞭。おまけに、空中地上を問わずにぴしぴし鳴ること鳴ること。迫はく力りよくが違う。近寄れそうなもんじゃない。

「女王様と！」

　一ひと際きわ大きく、鞭を振り上げた。

「お呼びいいぃぃっ！」

　振り降ろされたロゼ・ウイップが、空中で何かに当たり、声がした。

「痛っ！」

　そしてそこから──まるで鞭に弾はじかれたように──一人の少年が現れた。ギリシャ神話風の服を着たその少年は、ロゼ・ウイップに打たれた勢いで床ゆかに倒れる。

「あなたね。私のアイアンガーディアンっていうのは」

「は、はい！」

　久魅子より年下に見える少年は、久魅子の前にひざまずいた。

「私は御主人様に……」

　再び久魅子のロゼ・ウイップが跳はね、少年の背を打った。

「女王様とお呼び」

「は、はい……女王様」

　態勢を立て直しつつ、少年は言う。

「よろしい」

「私は女王様に身も心も捧ささげた者。なんなりとお申しつけ下さい」

「ふぅ……ん……」

　いつぞや靜香にした様に、久魅子は嘗なめるよ～な視線を走らせる。

「男にしてはマシってとこね。……っと、今はこんなこと言ってる場合じゃありませんわ」

「女王様？」

「今、妙みような車の化物が町をうろついてるの。あなたはそいつらのリーダーを捜しなさい。私の親友の靜香って娘がそいつらに捕つかまってるかも知れないから、しめあげて居場所を吐はかせるのよ。……もしかしたら靜香も鎧よろいを着て戦ってるかも知れないけど、その時はその場にいる化物を一いつ掃そうして、靜香を無ぶ事じに連れ帰ること。いいわね」

　と言って、いつの間に撮とったのか靜香の写真を渡した。

「はい」

「分かったらとっとと行きなさい！」

　三たび久魅子のロゼ・ウイップがうなる。

「は、はい！　女王様！」
















　少年は窓を開けて飛び出していった。

「頼たよりになるのかしらアイツ……」

　久魅子はロゼ・ウイップを頭上から垂らす。

「どっちにしても、私も靜香を捜さなきゃなりませんわね」

　そしてクルクル……と回転させ始めた。久魅子の体を隠す様に、鞭むちは回転を早めていく。

「鎧装着ぅぅっ！」

　久魅子が高らかに叫んだ。すると、ドーム型になった鞭の内側に、色とりどりの光が交こう錯さくし始めた。やがてその輝かがやきが強まり、鞭の隙すき間まから溢あふれた時！




　ピシィッ！




　今までで一番大きく、ロゼ・ウイップが鳴った。一いつ瞬しゆんにして折り畳たたまれ、久魅子の右手に握られた音だ。

「ふうっ……」

　久魅子は鎧をまとっていた。

　鎧といっても正雪たちの様な武ぶ骨こつな物ではない。久魅子の性格を表しているかのごとく、体のラインがはっきりと分かる美しいデザインだ。もちろん色使いも装そう飾しよくも華はなやか。武器もロゼ・ウイップと、腰に差してある鞘さやに収まったサイ、と軽さを重視（ちなみに足元はハイヒール形になっている。何考えてんだか）。

「ん……ちょっと地味だけど、ま、いいですわ。……待ってて靜香！」

　久魅子も、窓から飛び出した。

「可愛かわいい娘はみんな私のもの！　傷でもつけたら承知しませんわよ、車の化物！」




　ふら……ふらぁ……




　一方、靜香は夢む遊ゆう病ぴよう者の様に町をさまよい歩いていた。

　実は、黒ずくめたち二人より早く気が付いたのだが、気絶のダメージに立ちくらみ等が加わって、再び意識を失い、そのままフラフラと歩き始めたのだ（そのせいで黒ずくめたちに発見されなかった）。

『うう……ん……』

　かなり遠くまで来て、ようやく気づいた。

「あ……ここは……一体……？」

　まだ目覚めきっていない靜香を、全速力で走ってきた何者かが乱暴に突き飛ばした。

「きゃっ！」

「邪じや魔まだっ！」

　しりもちをつく靜香。

「痛い……あっ？　あれは……？」

　走り去っていったそいつの背中は、明らかに車の屋根だった。

「さ、さっきの……か、怪物……」

　体が震ふるえる。耳をすますと、あちこちからときの声が聞こえてくる。

「人間どもに復ふく讐しゆうだ！」

「同どう志しを開放するんだ！」

「我々に勝利を！」

　もう靜香は座すわり込んで動けないままパニック状態。

『……怖こわい……！』

　その時靜香の心に、声が響ひびいた。




　────回想シーン──────────

「そのためには、一人でも多くの仲間が必要なの」

「みんなを守りたいっていう、あなたのその優しい心があれば、きっとみんなを守れる力をくれる」

　────────────────────




『……怖がってちゃ、いけない……私が、私がやらなきゃ……』

　靜香は何とか立ち上がった。そして辺あたりに人影のないのを確かめ、戦いくさの護ご符ふを両手で握りしめる。

「お願い……私に力を……」

　戦の護符がほのかに光りはじめた。

「……鎧よろい……招しよう来らい……！」

　靜香の小さな、祈りを込めた声。

　戦の護符はその声に応こたえるかのように、光のエネルギー体となって鎖くさりからはずれ、靜香の手から抜けてゆっくりと靜香の目の前に浮かんできた。そしてその柔らかな光は靜香を包み込み、少しずつ、雫しずくの様に上に向かって滴したたり落ちていった。

「…………」

　一心に祈っていた靜香が目を開けた時、光は消えていた。そして靜香の身には鎧が。

「これが……私の……」

　正雪のそれと違い、落ち着いた白を基調にした質素なものだった。鎧というより、衣ころも……どことなく巫み女こをほうふつとさせる。手には、戦の護符と同じ飾りの付いた、身長ほどの長さの錫しやく杖じよう。

『……うんっ！』

　と、決意を込め、第一歩を踏み出そうとした靜香を、また走ってきた三人の車雑ぞう兵ひようが突き飛ばした。

「きゃっ！」

　そのまま通りすぎると思いきや、車雑兵の一人が振り返った。

「ん……？　おい。待て！」

「どうした？」

　あとの二人も立ち止まり、靜香の方を向く。

『か……か、か、怪物……』

　手足を生やした直立車が三人、何事かしゃべりながらこちらに歩いて来る。決意はしたものの、やはり怖い。……が、しかし。

『いけない……。私は……。私は……！』

　細い体の、なけなしの勇気を振り絞しぼって靜香は、戦の杖つえを支えにして立ち上がった。そして。

「…………！」

　靜香は高らかに宣戦布ふ告こくしようとしているのだが、恐きよう怖ふのあまり、声が出ない。端はたから見てると滑こつ稽けいにすら見える。

「何だよ……ただの小娘じゃねえか」

　ただの小娘どころか……腕も肩も足も震えて、声も出せず、杖に摑つかまって辛かろうじて立っている小柄な女の子、な今の靜香は、どう見ても警戒無用の象しよう徴ちよう。本人は命がけで真剣なのだが。

「行こうぜ、おい」

「いや……こいつの鎧……二界の物ではないか？」

「なにぃ？」

　にじり寄って来る車雑兵たち。靜香の恐怖は極限に達し、パニックに陥おちいった。

『え、え、えっと、こういう時は……』

　靜香は必死に、靜御前に教えてもらったことを思い出そうとする。

『……確か……』

　そして後ずさりながらも、車雑兵の一人に戦の杖を向けた。

「は、は、破は邪じやの力……呪じゆ縛ばく開放！」

　すると戦の杖の上端に付いている飾りから光が放はなたれ、車雑兵の一人を撃うった。

　と言っても、それは砕破斬やトミアバズーカの様な、破は壊かい的な荒々しいものではなく、むしろ優しげな光だった。が、当たった車雑兵は苦しんでいる。

「うっ？　ぐおおおぉぉぉっっ！」

「お、おい？　しっかりしろ！」

　光を浴あびた車雑兵は倒れ込み、七転八倒し、そして……手足が消えた。

　普通の車に戻もどったのだ。

「な……んだとっ!?」

　残った二人の車雑兵が靜香をにらみつける。

「貴様！」

「ひっ……！」

「やはり敵だったか！　おのれ！」

　二人が靜香に襲おそいかかった！

「は、は、破邪の力、呪縛開放！」

　靜香は再び呪縛開放の光を放った。が、二人はそれを、跳とびのいてかわす。

「同じ手は喰わぬわ！　死ねっ！」

　一人が肩のタイヤを投げつけてきた！

「きゃっ！」

　その時、空を裂く鋭するどい音とともに何かがタイヤに突き刺さり、そのままタイヤを、地面に打ち付けた！

「何っ！」

「えっ……」

　昆虫標本のピンの様にタイヤを突き刺しているのは、一輪の白い薔ば薇ら。まるでタイヤの中央に咲いているようである。

「何者だ！」

　靜香も車雑兵も、一いつ斉せいに薔薇の飛んで来た方を見た。そこには、ギリシャ神話風の服を着た少年が立っていた。手には白薔薇の花束を持っている。……久魅子のアイアンガーディアンだ。

「醜みにくい化物の分ぶん際ざいで、美しい女性に手をかけるとは……身の程を知りたまえ」

　キザったらしい言い方がしゃくに触さわったらしく、車雑兵の一人が怒ど鳴なった。

「何者だと聞いておるのだ！　答えろ！」

「ボクかい？　ボクの名は……」

　あくまでもキザな仕草と表情でそう言いながら、花束の中に右手を入れる。その中から、す──っと、手品の様に、美しいレイピアを抜いた。そしてまた、キザに名乗る。

「……〈愛の白薔薇〉」

　そして花束を持った左手を振り上げると、また手品の様に花束は消えた。

「愛の白バラ、だぁ？」

「醜い化物たちよ、我が女王の命により、その方を渡してもらう」

「ふざけるな！」

　さっきの車雑兵が、反対側の肩のタイヤを飛ばす。

「ふ…………」

　が、愛の白薔薇は、それを軽やかにかわす。あまつさえ流し目をくれる。

「うぬうっ！」

　怒った車雑兵は、両足の付け根のタイヤを二つ同時に飛ばし、さらに自みずからも突進した。

「これならかわせまい！」

　が、愛の白薔薇は、その全すべてを華か麗れいに、優ゆう雅がにかわす。

「キミの攻撃はもう見切ったよ……」

　車雑兵の耳元でささやき、レイピアを一振り。車雑兵の腕が飛んだ。

「ぐあああっ！」

　片腕を失った車雑兵に、もう一人が駆かけ寄り、背負う。

「くそっ！　覚えておれっ！」

「忘れてあげるよ」

　そして背を向けた車雑兵は、そのまま逃げるかと思いきや、排気管からガスを吐はいた！

「なっ？」

　たちまち、辺あたり一面黒こく煙えんに包まれ、愛の白薔薇は視界を奪うばわれた。

「し、しまった！」

　暗くら闇やみの中、音だけが耳に響ひびく。





「来い小娘！」

「きゃっ！」

　ビシッ！

「うっ……」

　カラン……






「く、くそっ！……そうだ！　上だ！」

　愛の白薔薇は高くジャンプし、街灯の上に着地した。あわてて辺りを見渡したが、人影はない。靜香も車雑兵もいない。

「な……なんて……事だ……」

　少し晴れてきた黒煙の中、戦いくさの杖つえだけが残されていた。







「ほう、この小娘が」

「ははっ」

　駅前交こう差さ点てん。ここに、車雑兵頭がしらと、車雑兵たちが集結していた。その数は百前後。辺りには車雑兵の元主人たちが、愛車に叩たたきのめされて累るい々るいと横たわっている。

　さらに、辺りの建物の中にいた人たちもすでにＫＯされており、この一帯はゴーストタウンのように靜まり返っている。

　そして車雑兵頭の前には、気絶した靜香が。

「クルマクリマロ様のおっしゃっておられた戦士かも知れんな」

「では、この場で……」

「まあ待て。まさかこんな小娘一人ではあるまい」

　車雑兵頭は、側そばに立っている電柱を見上げた。

「よし、この柱のてっぺんにこやつを縛しばり付けろ。仲間をおびき寄せるのだ」

「ははっ」

　かくして靜香は、武装した早々、電柱のてっぺんに縛り付けられてしまった。細い体に食い込むロープが痛々しい。

「よし。これでこやつの仲間が助けに来るだろう。……お前たちは隠かくれていろ！　一切の気け配はいを消し、悟さとられるな！　罠わなを張るのだ！」

「おお────っ！」

　百人程いた車雑兵は、側近の一人を残して土中やビル内に隠れた。命令通り気配を消す。辺りは靜まり返った。

「さあ来るがいい……む、あれは？」

　彼方かなたから土つち煙けむりをあげて走って来るのは、久魅子。

「なんだ……また小娘か。一号、行け」

「はっ！」

　一号と呼ばれた車雑兵が、久魅子に向かって突進する。久魅子は怒いかりの表情もあらわに、走りながら叫さけんだ。

「車の化物！　私の許可なく女の子を縛り上げるなんて、絶対に許しませんわよ！」

「やかましい！　死ね！」

「邪じや魔まですわ！」

　久魅子がロゼ・ウイップを振るった。ロゼ・ウイップは激しく車雑兵の胸を打つ。

「ぐっ！」

　一号が怯ひるんだ隙すきに、久魅子はその頭上を、ハイヒールで頭頂部を蹴けり潰つぶしつつ跳とび越えた。

　一号は前のめりに倒れ伏ふす。

「今行きますわよ靜香ぁぁっ！」

　久魅子が車雑兵頭に迫せまる。だが車雑兵頭は落ち着いて右手を上げる。

「小娘にしては、少しはやるな。……第一隊！」

「おお！」

　突然、久魅子の目の前に、十人の車雑兵が土中から現れた。とっさに踏みとどまった久魅子は、あっという間に取り囲まれる。

「な、何よこれ！」

「やれい！」

　車雑兵頭の合図で、車雑兵たちが一いつ斉せいに久魅子に襲おそいかかった。

「死ね！　地上界のクズが！」

「言ったわね化物！」

　が、意気込み空むなしく久魅子のロゼ・ウィップをかいくぐって、車雑兵が間合いに入った。

「ぐふっ！」

　車雑兵の一撃を受け、久魅子の鞭むちが止まった。

「今だ！　一気に討うち取れ！」

　絶体絶命のこの時、騒さわぎを聞きつけてビルの陰かげに駆け込んだ、三つの人影があった！




「鎧よろい変化！」

「鎧転送！」

　トントントン……（何かを刻きざむ音）

「万ばん歳ざい！　ばんざーい！」

　カシャカシャ……（何かをかき混ぜる音）

「ちくしょおおお！」

　ジュウジュウ……（何かを焼いている音）

「うおおーん！」

「……ユイ・アイアン・ガーディアン！」

「あはははは！」




「ええーいっ！」

　久魅子のロゼ・ウイップが、車雑兵の胸を切り裂いた。

「ぐおおっ……」

　三人目が倒れた。久魅子は全身薄汚れ、息を切らしている。が、車雑兵はまだ残っている。

「はあっ……はあっ……」

　その様よう子すを、車雑兵頭は面おも白しろそうに眺ながめている。

「大したものだ……。が、そろそろ限界だな。第二隊、とどめを刺せい！」

「おおーっ！」

　新たに十人の車雑兵が出現し、久魅子に襲いかかろうとしたその時！

「行くぞ！」

「はい！　御主人様！」

「やるぜ！」

「ＯＫ、マネージャー！」

　正雪、オコノミーナ、純、修、ティンクル、リトルが飛び出し、車雑兵たちに斬きりかかった！

「な、何だ貴様ら！」

「スターブーメラン！」

　ティンクルとリトルのスターブーメランが左右から飛び、靜香を縛しばっていたロープを切った。

「しまった！」

　車雑兵頭が上を向いた時にはすでに、ティンクルとリトルが靜香に跳とびつき、抱き抱かかえていた。

　修が素早く二人に指示する。

「とりあえず離れた所に置いて来い！」

「ＯＫ！」

　ティンクルとリトルは靜香を抱えて戦線を離脱する。

「おのれっ！」

　車雑兵頭は二人に襲いかかろうとしたが、正雪が割って入った。

「そうはさせない」

「うぬっ！　貴様ら、地上界の戦士だな！　名を名乗れ！」

「待ってましたそのセリフ！……二人とも！」

「おう！」

　純と修が、車雑兵たちの群れから飛び出して走り、正雪のそばに来た。三人が並ぶ。

「僕の名は……」

　正雪はポーズをとりながら、名乗る。

「白銀の鎧戦士、ナイトシルバー！」

　純と修も、二人でポーズを取りつつ、名乗る。まずは純。

「オレは青い重戦車、ガイアブルー！」

　続いて修。

「おれは青い爆撃機、スカイブルー！」

　三人が気分よく名乗り終えた時、丁ちよう度ど車雑兵たちが追いついた。
















「やれ雑兵ども！」

　車雑兵頭の命令が飛ぶ。オコノミーナが一人で苦戦していたので、とりあえず三人は、再び雑兵たちの中に飛び込んだ。

「いっくぞおおぉぉぉ！」




　ティンクルとリトルは、ビルの陰に隠れて、靜かに靜香を地面に寝かせた。

「じゃ、マネージャーたちを助けに行こっか」

　ティンクルがそう言った時、かすかに靜香がうなった。

「ううっ……」

「あ、お姉ちゃん、この子……」

「う……っ……ここは……」

　靜香はゆっくりと目を覚ました。真上からティンクルとリトルが覗のぞきこんでいる。

「あなた方は……？」

「気が付いたみたいね。私はティンクル。こっちはリトル」

「は……はい……」

「ゆっくり自じ己こ紹しよう介かいしたいけど、先にあいつらをやっつけちゃわないと」

「マネージャーたちだけじゃ心配だもんね、お姉ちゃん」

「そういうこと。いくわよリトル！」

「うん、お姉ちゃん！」

「わ、私も行きます……」

　ふらふらしながらも、靜香は立ち上がった。




　その頃、茶々は例の薄暗い旧校舎裏にいた。地面に複雑な魔ま法ほう陣じんを描き、その中央に座すわって目を閉じ、瞑めい想そうしている。

　魔法陣は茶々が呼吸をするたびに、呼応するかのように鈍にぶく光る。

　傍かたわらには、車が変形したロボットの様な姿の武装覇地空獣、クルマクリマロが控ひかえている。ただ手足を生はやしただけの車雑兵とは、かっこ良さが違う。元が美形なだけはある。

「七……いや八人……だな。ここから東北に四百歩……」

　茶々は、魔法陣を使って術の範はん囲いを広げ、〈戦士の気〉を探っていた。駅前交こう差さ点てんで車雑兵頭と戦っている正雪たちと、

「……もう一人……そこから南に七百歩……」

　靜香を捜して走る愛の白しろ薔ば薇らを捕とらえていた。

「他にはいないな……よし。クルマクリマロ、まず一人の方を討うち取り、それから車雑兵頭と合流して残敵を討つのだ。……失敗は許さぬ。よいな！」

「はっ！」

　クルマクリマロは車のように走り去った。







　靜香が連れさられた現場から戦いくさの杖つえを拾ひろった愛の白薔薇は、靜香を捜して町中を走り回っていた。衣い装しようが衣装だけに彼を目撃した人々は皆一様に騒いでいたが、彼にはそんなことを気にしている暇ひまは無かった。

『女王様の命令は絶対だ……何としても、あの方を救いださねば……』

　オコノミーナやティンクルたちとは、ひと味違う忠ちゆう誠せい心＆恐怖心をみなぎらせて走る愛の白薔薇。その表情は真剣そのもの。

「一体どこに……ん？」

　愛の白薔薇の行く手を阻はばむように、誰だれかが立っていた。その姿は、人間のものではない。人型の車……クルマクリマロだった。愛の白薔薇は立ち止まり、低い声で言う。

「キミは覇地空獣だね。あの方の居い所どころを教えてもらおう」

　そしてレイピアを抜いて、詰め寄る。

「……何を言っておるのか分からんが、このクルマクリマロ様に、よくもそんなでかい口がきけたものだ。戦士と言うからどんな奴やつかと思えば、ただの変な格かつ好こうをした童わらべではないか」

「車をまとった奴に、言われたくはない！」

　愛の白薔薇は、踏み込んでクルマクリマロに斬きりかかった。が、クルマクリマロは跳とびすさってそれをかわす。

「フン！　叩たたき潰つぶしてくれる！」

「教えないとあれば、キミのその醜みにくい体に聞くまで！」

　二人の戦いが始まった。







　オコノミーナのリボンのいちばん下が点てん滅めつした。

「御主人様、覇地空獣です！　南の方角……誰かと戦っています！」

「戦ってる？」

「多分、私のアイアンガーディアンですわ」

　久魅子が言う。

「まったく、期待はずれの役立たずでしたわ。後でお仕し置おきしてやらないと……」

　車雑兵たちは全員、倒されている。もとが車なだけに、まるで大だい規き模ぼな事故があった様な光景だ。

「スカイ、こいつらなんか強くなかったか？　椅い子すに比べて」

「椅子よりも車の方が強いのが当然だろ？　ガイア」

「そういうもんか？」

　二人とも、すっかり名前に馴な染じんでいる。正雪は南の方を向いて、言った。

「よし、ここは任まかせた。まだどこかに雑兵が潜ひそんでるかも知れないし。ミーナ、僕らは覇地空獣の方へ行こう」

「はい」

　正雪の後に続いてオコノミーナも行こうとしたが、何かに気付いたらしく、踏みとどまって純たちの方を向いた。

「ガイアブルーさん、スカイブルーさん、気を付けて下さい。雑兵たちの強さはおそらく、操あやつっている敵将の強さによるものです」

「ほう……わかった」

　オコノミーナは先を走る正雪に追いつくと、正雪にも告げた。

「という事は、また別の将軍が覚かく醒せいしたと」

「はい」

『ふーん……。織田信長の次は、一体誰だろ……？』

　興味はあるな、と正雪は思った。




「さてと！　覚かく悟ごしてもらおうか、車雑兵頭がしら！」

　純、修、久魅子が車雑兵頭に向き直る。

「こっちは三人、勝ちめはあるまい」

「六人よ！」

　ティンクルたちが出てきた。靜香も何とか自分の足で歩いている。その姿を見たが早いか、純と修を押し退のけて久魅子が靜香に駆かけ寄って抱きしめた。

「靜香……靜香ね！　怪け我がはない？」

「く……久魅子さん……？」

　久魅子はひたすら靜香が怪我してないか（つまりキズがついていないか）を心配し、靜香は久魅子のド派は手でかつ過激な鎧よろいに面食らっている。

「こらこらお前ら、名前はちゃんと変えないとだな……」

「うるさいわね。どうでもいいでしょそんなの」

「久魅子さん……あの、正体を敵の人に知られないために、偽ぎ名めいは必要だと思います……」

　靜香がすがる様な目をして久魅子の鎧の裾すそ（？）を引っ張る。

「……仕方ないわね。じゃ、私は……〈麗れい〉。あなたは……私から一字取って〈美み魅み〉ってどう？」

　完全に自分のペースでまとめてしまう久魅子。だが、靜香はおとなしく従う。

「素す敵てきな名だと思います……」

「でしょ？」

　そこへ純が口をはさむ。

「センスねーな。リングネームはやっぱり横文字じゃねえと」

「リングネーム決めてんじゃないわよ！」

　純と久魅子が言い合っている間に、修とティンクル、リトルは車雑兵頭に向かった。

「俺たちが相手だ。今の今まで、恐怖に震えて手も足も出せなかったんだろうが、今楽にしてやるぜ」

　修はそう言って迫せまるが、車雑兵頭は余よ裕ゆうの表情。といっても人間のような顔はないのだが、とにかくそんな雰ふん囲い気きなのだ。

「ふ……あの二人を逃にがしたのは、クルマクリマロ様に手柄をお分けしただけの事。貴様らを恐れていた訳わけではない」

「俺たちくらい、簡単に倒せるってか」

「やってもらおうじゃない！」

　ティンクルとリトルも迫る。

「よかろう……」

　車雑兵頭はゆっくりと右手を上げる。

「全員、いでよ！　こやつらを討うち取れ！」

「うおおおぉぉぉ─────っ！」

　ビルの中から、土中から、百近い車雑兵たちが姿を現した。さすがに、椅い子すとは重量感が違う。

「くっ、やっぱりまだいやがったか」

　敵の手前、強がる修。しかし、あまりにも予想以上の数に、内面かなり動どう揺ようしている。

「……ガイア！」

「おう！……おめえら、足手まといになんなよ！」

「なんですって！」

　久魅子の怒ど鳴なり声を背に、純が修のそばに来た。互たがいに背中を合わせ、背後をかばいあう。そしてターヘル穴あなからバトルアックスとソニックスピアを各おの々おの取り出した。ティンクルとリトルは二人を挟はさんで左右に分かれ、構える。

「馬鹿にしたわね！　私の美しさと恐ろしさ、みせてやるわ！」

　今さっき助けられた事など忘ぼう却きやくの彼方かなたの久魅子が、ロゼ・ウイップを構える。靜香も戦いくさの杖つえを……。

「あっ……」

「美魅？」

　そう。靜香は今、戦の杖を持っていない。つまり、戦えない。純や修、オコノミーナのように素す手でで戦うことは靜香には絶対に無理だからだ。

「美魅、あなたは私から離れちゃだめよ」

「は……はい……」

　靜香が困こん惑わくしているのを見て……と言うより「全すべての可愛かわいい女の子は私の保護監督下にある」と決めつけている久魅子は始めっから靜香を戦わせる気なんかない。……もしこれが男だったらいい性格なんだろうか。うーんどうだろう？

　ともあれ久魅子は靜香を背にかばう。

「すみません、久魅……いえ、麗さん……」

「いいのよ美・魅♡」

　嬉うれしそうに微笑ほほえむ久魅子。

「地上界の戦士どもよ！　我われらの真の強さ、その身で知るが良い！」

　いつの間にか後方に下がっていた車雑兵頭が、車雑兵たちに号令を下す。

「かかれ───────っ！」

「おおおおおおおおぉっ！」

　百近い車雑兵たちが一いつ斉せいに襲おそいかかって来た！




「はっ！」

「ムン！」

　愛の白しろ薔ば薇らは苦戦していた。クルマクリマロは異常に素早く、レイピアをかすらせる事さえできないのだ。もっともクルマクリマロの攻撃も受けてはいないが。

「逃げてばかりではボクは倒せないよ……醜しゆう悪あくで愚おろかな化物」

　少し息を切らせながら愛の白薔薇はクルマクリマロを挑発した。クルマクリマロの手数が増えれば、少しでも隙すきを突きやすくなる、と思ったのだが……。

「どうした、剣の切れが鈍にぶってきたぞ。まさか、その程度が貴様の限界か？　え、変な格かつ好こうのガキ？」

「なんだと！」

　ナルシストは元々、怒りっぽく短気なもの。逆にクルマクリマロに挑発されてしまった。

「……よし。これ以上キミに関かかわっていても時間の無む駄だになるだけのようだ。あのお方はボクが必ず捜し出す。……君を葬ほおむった後でね」

　あからさまに殺気をはらんだ声。

「ほう。では、葬ってもらおうか。できるものならな」

「ふん、見るがいい。ボクの華か麗れいなる必殺技を……」

　愛の白薔薇は戦いくさの杖つえを下に置き、例の白薔薇の花束を取り出し、左手に握にぎる。そしてまっすぐ上に上げた。

「死ねっ！」

　白薔薇の花束を、勢いよく振り下ろす！

「フラッシングローズ！」

　と同時に花束は四散、白い花びらが渦うずを巻き、まさに吹雪ふぶきの勢いでクルマクリマロに吹き付けられる。

「ぬうっ！」

　クルマクリマロが花びらを払おうとした時、輝かがやきを宿したレイピアが花びらの後ろに隠かくれた。

「な……」

　次の瞬間、視界中の全ての花びらを突き破り、無数のレイピアがクルマクリマロの全身を突き刺した！

「ぐああああああぁぁぁっ！」

　クルマクリマロは一瞬にして蜂はちの巣すとなり、空中に突き上げられ、体中に開いた穴から光を噴き出し、そして……爆発した。

　辺あたりには、正確に中心に穴の開いた白い花びらが舞っている。

「はあ……はあ……フッ」

　愛の白薔薇は呼吸を整え、クルマクリマロの四散した宙に、あざ笑う様な視線を投げかける。

「ボクを怒らせたりするからさ……醜みにくい化物」

　しかしこうなった以上、靜香は自力で捜さなくてはならない。

「急がなくては……」

　愛の白薔薇がそう言って戦の杖を拾ひろい上げた時だった。

「見せてもらったぞ貴様の技わざ！」

　愛の白薔薇の背後で声がした。振り返るとそこには……

「キ、キミは!?」




「殺せ！　皆殺しにしろ！」

　車雑ぞう兵ひようたちの一いつ斉せい攻撃を、純たち六人はしっかりと受け止めていた。

「うおおぉぉっ！」

「おおおぉぉっ！」

　バトルアックスとソニックスピアがうなりをあげ、

「えいっ！」

「はいっ！」

　二つのスターブーメランが巧たくみに交こう錯さくする。

「失うせなさい！」

　ロゼ・ウイップも靜香がいるせいか切れ味を増している。

「きゃっ！」

　戦の杖……はないので、ただ一人、靜香だけが久魅子の後ろに逃げ隠れしている。

「美魅、大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がしてない？」

　久魅子は背を向けたまま、早口で靜香に聞いた。

「は……はい……」

　心底申し訳わけない、と思いながら靜香は答えた。激しい戦いの中で、自分の弱さを痛つう烈れつに感じていた。

「ほう……さすがだな。ならば！」

　車雑兵頭がしらは、今度は両手を上げた。

「変形！　千攻の陣！」

　そう叫さけぶと、車雑兵たちは一斉に純たちから離れ、輪になって取り囲んだ。

「何だ？　何を仕掛けてきやがるんだ？」

「さあな……」

「れ、麗さん……」

「大丈夫。どうせ大した事ないわよ」

　車雑兵たちは両手を地面に突き、四つん這ばいになる。と、両手両足が引っ込み、全員がただの車に戻もどった──外見上は。

「ひ……ひょっとして……」

　三百六十度まわりを囲んだ車雑兵たち転じて乗用車たちが、エンジンを吹かせる。

「かかれ────────っ！」

　全員爆走で突っ込んで来た！

「くうっ！」

　応戦する純たちだが、相手が人型からかけ離れているため、かなり戦いにくい。おまけに、時々手や足を生やして攻撃してくるのだ。

「くっそおおおぉぉっ！」

　右から左から、前から後ろから、人型で車型で、車雑兵頭の手信号による指し揮きのもと、一糸乱れぬ見み事ごとなコンビネーションで攻めてくる車雑兵たち。さらに個々の強さもコーヒーや椅い子すを上回っているのだ。

　純たちはというと、まだまだ戦いなれていないだけに、相当に苦戦している。

「うっ！」

「麗さん！」

　久魅子は、今まで必死に靜香をかばって来たのだが、さすがに無理が出てきた。ロゼ・ウイップが空を切ることが多くなり、車雑兵たちの攻撃が当たり始めてきた。

「大丈夫よ、美魅！　車なんかにやられてたまるもんですか！」

　しかし久魅子はもう、足がふらついてきている。靜香は純たちの方を見たが……

「ガイア！　向こうの二人が危ない！」

「くそお！……ティンクル！　リトル！」

「行けるもんなら行ってるわよ！」

「お姉ちゃん、左！」

「リトル、後ろ！」

　四人も到底、助けに行ける状じよう況きようじゃない。

『このままじゃ麗さんが……あっ、そういえば……』

　靜香はここに来て、ようやく思い出した。自分のアイアンガーディアンを……しかし。

「戦いくさの杖つえ……」

　靜香のアイアンガーディアンを呼ぶには、戦の杖が必要なのだ。しかし戦の杖は、ここにはない。

「うっ！」

　また、久魅子が攻撃を受けた。その体を受け止めた靜香。苦しそうな久魅子の表情を見た靜香は、決心した。

「れ、麗さん、少しだけ待っていて下さい。すぐに戻ってきます！」

　靜香はそう言って久魅子から離れた。

「美魅っ？」

「待ていっ！」

　走りだした靜香の前に車雑兵が立ちふさがる。

「どいて下さい！……破は邪じやの力、呪じゆ縛ばく開放！」

　靜香の手から、呪縛開放の光が走った。

「ぐっ？」

　戦の杖を持っていないので、一瞬怯ひるませた程度だったが、その間に靜香はそのそばをすりぬけた。

「逃がすな！」

「そうはさせませんわよ！」

　久魅子は、靜香を追おうとした車雑兵の足にロゼ・ウイップを絡からませ、転ばせた。

「いてっ！」

　靜香は決死の覚かく悟ごで走り抜け、なんとか囲みを突破した。

「逃がさん！」

「放っておけ！」

　車雑兵頭の声が飛んだ。

「五人討ち取れば充分だ！　しかし、これ以上は逃がすな！」

「はっ！」

　その五人が討ち取られるのも時間の問題。この混戦の中ではトミアバズーカは撃てないし、スターダスト・シャワーなど一時しのぎにすぎない。

　車雑兵たちは、絶え間なく襲おそってくる。

「ええぇぇい！　いい加か減げんにさらせ化物ども！」

　靜香が居いなくなった事もあって、久魅子が切れた。

「もぉ！　まとめて！　ぶっっっ潰つぶす！」

　久魅子はロゼ・ウイップを天に向けて一杯に伸ばした。と、誰だれかが上空でロゼ・ウイップを引っ張っているかのように、久魅子の体が上がっていった。

「お────────っほっほっほっほっほっ！　今、目にもの見せてやりますわ！」

　久魅子は五メートル程上昇して、止まった。そして左手で腰に差してあったサイを抜いた……と思ったらそれは蠟ろう燭そく付きの三みつ叉またの燭しよく台だいだった。三十五ページ前で「サイに鞘さやが付いてるなんて変だ！」と突っ込んだ博識な諸君、安心しましたか？

「いきますわよ！　麗様の超絶神しん技ぎ！」

　久魅子は高々と燭台──ロゼ・キャンドルを掲かかげた。ひとりでに、蠟燭に火がともる。

「何をする気か分からんが、阻そ止ししろ！」

「はっ！」

　車雑兵の一人が手足を生はやし、別の車雑兵の上に乗って、ジャンプした。

「小娘えぇっ！」

「受けなさい！……キャンドルファイヤーボール！」

　ロゼ・キャンドルの三つの炎ほのおが膨ふくれ上がり、巨大な火の玉となって三方に飛んだ！

「うおおっ？」

「一つくらい、差し上げますわ！　ほ────っほっほっほっほっ！」

　火の玉の一つは跳とんだ車雑兵に、後の二つは下に向かっていく。

「まずい！　止めろっ！」

　空中の車雑兵にファイヤーボールが当たる寸前、車雑兵頭は命令した。

「ははっ！」

　車雑兵は、腹部のガソリンタンクに手しゆ刀とうで穴を開け、ガソリンを吹き出した。もちろん、三つのファイヤーボールに向けて……。

「車軍に勝利あれ！」




　ド…………ン！




「きゃっ！」

　久魅子のすぐ下で、爆発が起こった。

「な、なんて野や郎ろうだ！」

　黒こく煙えんと爆風に煽られながら、純と修が驚きよう愕がくする。

「自爆して、あのでっかい火の玉を止めるとは……」

　顔をすすまみれにした久魅子が、咳せきこみながら降りてきた。

「なんて奴やつなの全まつたく……！」

　その声を遮さえぎって車雑兵頭が叫さけぶ。

「見み事ごとであったぞ二十二号！　皆の者！　二十二号の墓ぼ前ぜんに、こやつらの首を供そなえるのだ！」

「おお───────っ！」

　車雑兵たちの戦意が高こう揚ようした。

「二十二号！　仇かたきは討うつぞ！」

「おぬしの死、無駄にはせん！」

　嵐あらしの様な猛攻に、いっそう苦しくなった純たち。

「こ、こいつらっ……！」

「マネージャー、危ない！」

「えっ……がはっ！」

　無論久魅子の方も。

「ええええい！　寄るな化物……ぐっ！」




「愛の白しろ薔ば薇らとやら、なかなかの使い手とみた。が、この私には勝てぬ」

「ばかな……キミは今、ボクのこの手で……」

　愛の白しろ薔ば薇らの目の前で余よ裕ゆうたっぷりのセリフを吐はいているのは、どう見ても今倒したばかりのクルマクリマロ。

「フフッ、あの者は私の影かげ武む者しやだ。車雑兵の中から一人、特に素早い者を選び、我が力を分け与えて素早さを増ぞう幅ふくさせ、姿を模したものだ」

　クルマクリマロは、ゆっくりと愛の白薔薇に近づいていく。

「お前の力をじっくりと分ぶん析せきするためにな。……その様よう子すではフラッシングローズ、しばらくは使えまい」

　その通りだった。

「フッ、キミ程度の相手に、フラッシングローズを使うまでもないよ。あっと言う間に切り刻きざんで終わり……さ」

　愛の白薔薇は負けじと言い返す。しかし。

「言ったはずだ。影武者は我が力の一部を受け取って素早さを増幅させただけの存在だと。私がその影武者より弱いと思うのか？」

　正論。

「では行くぞ……お前を討ち取った後、北で戦っている戦士どもを一いつ掃そうせねばならぬのでな。これ以上お前に時間をかけるわけにはいかぬ」

「なんだって？……まさか女王様……」

「死ねっ！」

　クルマクリマロが飛びかかってきた！

「くっ！」

　一撃をかわした愛の白薔薇。速さは影武者の方が上だったが、さすがに殺気が違う。と思った時には第二撃、第三撃と連続攻撃で攻めてきた。

「ほらほらどうした！　少しは攻撃してみろ！」

　この場においても、かわし方は常に華か麗れいな愛の白薔薇だが、優ゆう雅がではなくなった。クルマクリマロに隙すきを見いだすことができない。

「ちっ！」

　愛の白薔薇は、苛いら立だち紛まぎれにレイピアを突き出す。が、これはまずかった。

「馬鹿め！」

　クルマクリマロはレイピアをくぐって愛の白薔薇の懐ふところに飛び込み、片手で愛の白薔薇の腕を取り、もう片方の手でみぞおちに突きを入れ、そのまま投げ飛ばした。

「ぐあっ！」

　そして空中の愛の白薔薇に向けて、

「さらばだ愛の白薔薇！」

　クルマクリマロの両肩からライトが出てきた。

「クルマライト・ビーム！」

　両肩のライトから破は壊かい光線が放射され、愛の白薔薇を捕とらえた！

「うわあああぁぁぁっ！」

　一瞬空中で止まった愛の白薔薇は、受身も取れずに落下した。

「ぐっ……」

　透すき通るような美しく白い衣い装しようが、あちこち焦こげてしまった。愛の白薔薇はそれを気にしつつ、レイピアを握にぎりしめ、戦いくさの杖つえを拾い、立ち上がる。

「エネルギーの充じゆう塡てんが充分でなかったとはいえ、まさか立ち上がってくるとはな」

「フン。この程度でボクを殺せるとでも？　甘いよ。それより……よくもボクの服を！」

　かなりダメージを受けたはずなのに、服を汚された怒いかりがそれを上回り、前よりも攻撃が激しくなった。

「こ、こやつ……」

「よくもよくもよくも！」

　一転、守勢に立たされるクルマクリマロ。とりあえず、退しりぞいて間合いを取る。

「逃のがしはしない！」

　血相をかえて追いかけていく愛の白薔薇。

『まだ冷静さを取り戻もどしていないな……』

　クルマクリマロは動きを止め、クルマライト・レーザーのエネルギーを充塡していく。

「もらったよ！　クルマクリマロ！」

　頭上から斬きりかかってくる愛の白薔薇に向け、クルマクリマロは撃うった！

「これで終わりだ！　マックス・クルマライト・レーザー！」

「っ！」

「た────っ！」

　その時、横あいから飛び込んで来た何者かが、愛の白薔薇を蹴けり飛ばした！

「ぐっ！」

「何っ！」

　クルマライト・レーザーは空に吸い込まれていった。愛の白薔薇は、無ぶ事じ着地。

「おのれ！」

　クルマクリマロは、蹴った勢いで反対側に着地した邪じや魔ま者を見た。

「女？」

　と、その後ろから鎧よろい武む者しやが走ってきた。鎧武者は聞きもしないのに名乗りを上げる。

「白銀の鎧戦士、ナイトシルバー！」

「そのアイアンガーディアン、オコノミーナ！」

　正雪とオコノミーナ、二人揃ってキメる。そこへ、いつの間にか愛の白薔薇が走って来ていた。

「オコノミーナさん……ボクを助けてくれたのですね。ありがとうございます」

　と言ってオコノミーナの目の前にひざまずいて手を取り、接せつ吻ぶんした。

　戸と惑まどうオコノミーナ。

「あ……ど、どういたしまして」

「おや？　オコノミーナさん、こちらのセンスのない鎧をまとった方は？」

　オコノミーナに代わって正雪が答える。

「センスの事はともかく……君の目には女の子しか映らないのか？　僕ぼくは白銀の鎧戦士、ナイトシルバーだ」

「……キミって、名前までセンスがないね」

「・な・ん・だっ・て？」

　険けん悪あくになりかけた雰ふん囲い気きを冷さまそうと、オコノミーナが笑顔で愛の白薔薇に話しかける。

「あ、あの、あなたは麗さんのアイアンガーディアンですね」

「麗？」

「あなたの御主人様のことです。ご自分で考えられた別名です」

「女王様が……」

「じょ、女王様って……とにかく、今向こうで戦っているんです」

「女王様がっ？」

　突然、愛の白薔薇は走りだした。

「そいつは任まかせました！」

「えっ、あ、あの……！」

　愛の白薔薇はもう見えない。すさまじい速さだ。

「よく分かんないからほっとこう」

　正雪はクルマクリマロに向かった。

「お前が車雑ぞう兵ひようたちを統すべる覇地空獣だな。名乗りはいいから主あるじの名を教えろ！」

　正雪は純じゆん粋すいな好奇心から質問する。クルマクリマロには不可解な質問。

「？……メジャー帝国軍少将茶ちや々ちや様が配下、クルマクリマロ……だ」

「茶々っていったら……淀よど君ぎみか！　そうか今度は淀君か。ふーん」

「〈淀君〉だと……茶々様を侮ぶ辱じよくするか！」

「侮辱？……ああ、そういえば」

〈淀君〉は正しくは〈淀殿どの〉という。〈淀君〉というのは江戸幕ばく府ふが勝手につけた名で、豊とよ臣とみの人気を落とすための政策なのである。何故これが豊臣の人気を落とすことになるのかというと、〈君〉というのは実は、娼しよう婦ふにつけるアダ名のようなものなのだ。

「許せん！」

　クルマクリマロが殴なぐりかかってきた。正雪はそれを腕で払って、逆に拳こぶしを繰くり出す。

　クルマクリマロはかわし、跳とびのいた。

「僕も戦い慣なれてきた……そっちが強くなっても、もう負けない！」

　正雪は誇ほこらしげに胸を張る。

「さすが御主人様！」

　そんな正雪に、オコノミーナはどこから取り出したのか色とりどりの紙吹雪ふぶきを投げかける。

　それに応こたえて、薬指を立てる正雪。

「……先の愛の白しろ薔ば薇らといい、お前たちといい……地上界の戦士というのは、この程度の者しかおらぬのか？　よく織お田だ中将の覇地空獣を倒せたものだ……」

　クルマクリマロは、半なかば呆あきれて言った。

「何とでもどうぞ。どうせ車雑兵頭がしらはもうそろそろ倒されるし……お前は僕たちが今、倒す！」

「愛の白薔薇が加勢したところで総勢七人だ。百の車雑兵たちと、それを指し揮きする車雑兵頭に、勝てると思うのか？」

「ひ……百？」

　それを聞いて、正雪とオコノミーナは少なからず驚おどろいた。少しは残っているだろうと思っていたが、まさかそれ程とは……。

「……えい、大だい丈じよう夫ぶ！　こいつを倒せば車雑兵も、車雑兵頭も、みんなただの車に戻もどる！」

「その通りだ」

　クルマクリマロは薄笑いを浮かべて答えた。

「もっともお前たちには無理な話だがな……」

「ミーナ、急がないとガイアたちが危ない！　早急かつ迅じん速そくに、こいつを倒す！」

「はい！」

　正雪が加刀を抜く。

　クルマクリマロは、あくまでも余裕のポーズだ。

「ふふふ……来るがいい。車雑兵たちと戦っている七人とお前たち二人、どちらが先に全ぜん滅めつするか……」

　二人がクルマクリマロに飛びかかった！

「行くぞ！」

「はいっ！」




『確か……この辺あたり……』

　靜香は、これまでの人生中最高速で走っていた。速さそのものは鎧よろいのお陰だが、これ程の長時間走り続けた事など、全まつたくなかった。体育の授業などはほとんど見学、修学旅行等は一度も行ったことがなく、学校自体休みがちな靜香。

　その靜香が今、使命感に燃えて〈走れメロス〉のごとく走っているのだ。

『急がないと……』

「靜香様───────っ！」

　誰だれかが、遠くから靜香を呼んだ。

「あっ……あの人は……」

　声の主ぬしは、愛の白しろ薔ば薇ら。靜香を見つけると、隼はやぶさのごときスピードで走ってきた。

「はあ、はあ……ご、御ご無ぶ事じでしたか……良かった……」

「先程は、ありがとうございました。あの、ところで……」

「こ、これ、あなたの、杖つえ、です……」

　愛の白薔薇には、靜香の声など聞こえていない。走り、戦い、再度走ったので、すでに疲労こんぱいなのだ。

　だが彼には、休んでいる時間は無い。息を切らせて靜香に話す。

「ボクは本来、あなたを、女王様のお屋や敷しきに、お連れしなければ、ならないのですが、今、女王様が危機に陥おちいっておられるので、急行せねばなりません。雑兵たちはおそらく、その全すべてが、そこに、集結していると思われますので……では、失礼します！」

　愛の白薔薇は一気にまくしたてると、走り去っていった。

　呆あつ気けにとられていた靜香は、その背を見て、数秒遅れて走りだした。

「あ、あの、私も……！」




　クルマクリマロは、予想以外に苦戦していた。たいして屈くつ強きようそうでもないガキと、問題にもならない様に見えた小娘相手に。

「ふん……さすが、と言っておこう。だが、まだまだ甘い！　クルマライト・レーザー！」

「おっと！」

　クルマライト・レーザーをかわした正雪とオコノミーナ、二人の前後からの攻撃がクルマクリマロをかすめる。クルマクリマロがバランスを崩くずした。

「もらった！」

　正雪は踏み込み、大上段からの一撃！

「かかったな！　変形！」

　クルマクリマロはその場で一いつ瞬しゆんにして、ただの乗用車に変形した。そして振り降ろされてくる加刀を、ボンネットをはね上げて弾はじき飛ばした！

「しまった！」

　間かん髪はつを入れず、後ろからクルマクリマロに飛びかかったオコノミーナは、はね上がったトランクの蓋ふたをかわした直後、中から触しゆく手しゆの様に伸びてきた無数のコードに捕とらえられた。

「ミーナ！」

「お前もだ！」

　エンジンルームの中からもコードが伸び、正雪も捕えられた。

「く、くそっ！」

「もがいても無む駄だだ」

　二人とも、左右の腕を交差した状態で、がんじ絡がらめになっている。足は膝ひざの辺あたりまで縛しばられているので、自主的にできる行こう為いといえば、首を回すことと転ぶことくらいである。

　クルマクリマロは、もとの人型に戻った。胸から二人を縛っている二束のコードを生はやしている。

「ふっふっふっ……死ねっ！」

　二人を縛るコードに、電でん撃げきが走った！

「うわああああぁぁっ！」

「きゃあああぁぁっ！」




「女王様────────っ！」

　愛の白薔薇が、駅前交差点の修しゆ羅ら場ばに突入して来た。

「女王様！　女王様！　御無事ですか─────っ！」

　車雑ぞう兵ひようたちが前後左右に激しく爆走する中、愛の白薔薇は久魅子を捜して走る。

「あっ、女王様！……どいてくれキミたち！」

　愛の白薔薇は久魅子を見つけ、車雑兵たちをかき分け進んだ。

「む？　あやつも戦士か……？」

　車雑兵頭がしらは車雑兵たちを指し揮きしながら叫さけんだ。

「そやつも討うち取れ！　敵だ！」

「おお──────っ！」

　愛の白薔薇にも、攻撃が始まった。

「くっ……女王様っ！」

　愛の白薔薇は、すでにダウン寸前の久魅子のそばに来た。久魅子の白い顔もブロンドの髪も、すべてが薄汚れている。唯ゆい一いつ健在なのは、瞳ひとみの輝かがやきだけだ。

「女王様……」

「あ、あんたは一体……何をしてたの！」

「女王様、危ない！」

　ロゼ・ウイップを振り上げた久魅子の脇わきの下を通して、愛の白薔薇はレイピアを突いた。車雑兵が一人、倒れる。

「女王様、ボクがお守りします！」

　愛の白薔薇は久魅子を背にかばう。

「冗じよう談だんじゃありませんわ！　男に守られるなんて！」

　久魅子は愛の白薔薇から離れる。愛の白薔薇は必死にそれを追う。

「女王様！　お願いです、無理をなさらないで下さい！」

「うるさいっ！」

　徹底した女じよ尊そん男だん卑ひ主義の久魅子は、いかなる状じよう況きようにあっても男性には守られたくないのだ。

　そんな久魅子に哀あい願がんする愛の白薔薇の姿は、健けな気げを通り越して哀あわれですらある。

「来るなって言ってんでしょ！」

「女王様っ……！」

　振り払うかの様に愛の白薔薇を避ける久魅子と、追いすがる……いや、追いかばう愛の白薔薇。結局これは、二人を不利にしていく。……一方。

「リトル！」

　純、修、ティンクル、リトルの四人は、疲れ知らずの見み事ごとなコンビネーションで善戦していたが、やはり限界が近づいてきていた。

　リトルが一いつ瞬しゆんの隙すきを突かれて後頭部に一撃を受け、倒れたのだ。

「ガイア！　援えん護ごだ！」

「お、おう！」

　純と修は、リトルを助け起こそうとするティンクルを挟はさんで左右に立つ。

「リトル！　リトル！　しっかりして！」

「うっ……！」

　青い髪の、小さな頭をさすりながらリトルは体を起こした。リトルのトレードマークの、二つのポニーテールが崩くずれかかっている。

「ごめんなさい、お姉ちゃん、マネージャー。今……」

　リトルは、ふらつきながら立ち上がる。

「リトル……」

　ティンクルは止めようかとも思ったが、今リトルが抜けては、全ぜん滅めつは間違いない。

「さ、お姉ちゃん……」

「う、うん……マネージャー、もういいわよ！」

「おう！」

　四人はまた、何事も無かったかの様に元のフォーメーションに戻った。

『リトル……』

　ただ一つ、ティンクルの動きが増えた事だけが変わっていた。その受ける傷も。




　愛の白薔薇に遅れること数分、靜香が戦いくさの杖つえを持って到着した。

　車雑ぞう兵ひようたちの勢いがまるで衰おとろえていないのを見て久魅子たちの危機を悟さとった靜香は、戦場から少し離れた所で、大急ぎでアイアンガーディアンの招しよう還かんを始めた。

　靜香の祈りで、戦の杖が、また光になる。その長さを縮めていき、三十センチ程になって止まった。その形は一本の横よこ笛ぶえ。

　靜香はそれを吹き始めた。誰だれに教わった訳わけでもない、心のままに浮かんでくる曲を吹いた。透すき通った美しい音ね色いろが響ひびき渡り、やがて……遠くから太鼓の音が聞こえてきた。

「…………」

　不思議に思いながらも、靜香は笛を吹き続けた。太鼓の音が段々近づいてくる。美女と野獣と言うか、繊細と無遠慮と言うか、靜香の笛の音とは住む世界が違うとまで言える程の荒々しい太鼓の音だが、不思議とよく合っている。

　二つの音が一つの曲になり、そして太鼓の音がすぐそばで聞こえる様になった時……

「どないや！　どないやどないやどないや──────────────────っ！」

「きゃっ？」

　突然、靜香の目の前に男が現れた。

「姐あねさん！　この祭まつり騒そう太た郎ろうが来たからにゃあもう大だい丈じよう夫ぶでっせ！」

　ハッピを着てはちまきを締しめ、関西弁を操あやつっている。角刈りに四角い顔、太い眉まゆに筋肉質という、良く言えば威い勢せいがいい、悪く言えばうっとうしく暑苦しい男である。……が、彼の最大の特とく徴ちようはその頭上。乗っかっているのは少し薄めとはいえ和太鼓。これを両手に持ったバチで叩たたいていたのだ。
















「あ……あ、あの……？」

　元に戻もどった戦の杖を抱きしめ、混乱と恐きよう怖ふの靜香。

「おお、あっちで戦っているのは敵兵！　姐さん、行きますぜ！　いっちょ、いてこましたりましょう！」

　騒太郎はバチを帯に挟はさみ、ひょいっと靜香を肩に担かつぎ上げて座すわらせ、腕で靜香の膝ひざを押さえて固定すると、車雑兵たちに向かって走りだした。

「き、きゃあっ！」

　ろくに男性と手を握にぎった事もない靜香にとって、これは大事件だった。

「すすすすすみません私、初めてなんです！」

　靜香は、錯さく乱らんして妙みような事を口走っている。

「大丈夫！　あっしに任まかせてくだせえ！」

　別の意味にも取れる会話になっているような気が。

　とにかく、靜香を担いだ騒太郎は走った。やがて車雑兵頭がしらがそれを発見する。

「また来たか。……小娘の方はさっき逃げた奴やつだな。馬鹿な奴よ。地じ獄ごくに舞い戻ってくるとはな……討うち取れいっ！」

　騒太郎は走りながら靜香に聞いた。

「姐さん！　大だい地ち雷らい弾だん、撃てますね？」

　たどたどしいながらも靜香は答える。

「え、あ、は、はい」

　車雑兵たちが二人に襲おそいかかる寸前、騒太郎はその頭上を飛び越え、戦場の中心部上空まで大きくジャンプした。

「兄さん姉さん、跳とんでくれ！」

「えっ？」

「何か知らんがスカイ！　跳べっ！」

「リトル！」

「うんっ……！」

「女王様！」

　六人が跳んだ。車雑兵たちがそれを追おうとした時！

「今です、姐さん！」

「ち、地の力・大地雷弾！」

　戦の杖から、その名の通り〈雷かみなりの弾たま〉が一つ、撃ち出された。

「この程度で我われらを倒せると思うてか！」

　車雑兵たちは軽くそれをかわした。大地雷弾は地面に着弾する。

「はっはっはっは！　アホが！　まんまとかかりおった！」

　騒太郎が空中で叫さけぶ。

「何を！……うぐっ？」

　着弾した大地雷弾は、一いつ瞬しゆんで波は紋もんのように広がっていき、地面に接せつ触しよくしていた車雑兵たち全員の体に走った！

「ぐああぁっ！」

　電でん撃げきの糸を全身に絡からめ、あちこちをスパークさせる車雑兵たち。

「今よ！　リトル、いける？」

「何とか……」

　純と修が着地した時、ティンクルとリトルは空中で静止していた。

「あいつら……」

　純と修はまだ動きのとれない車雑兵たちの中から走り出た。上からティンクルとリトルの歌声がする。

「ティンクルティンクル・リトルスター……キラキラ星よ……」

　二人の間に星空が広がっていく。

「スターダスト・シャワー！」

　星々の一いつ斉せい掃そう射しや！　大地雷弾のスパークと相あいまって、車雑兵たちに絶大なダメージを与えていく。

「うっ……！」

　しかし、それは数秒しか持たなかった。リトルがバランスを崩くずし、落下したのだ。

「リトル！」

　ティンクルは追ったが、もともと空を飛べるというわけでもないので、追いつけない。

「リトルうっ！」

「おっと！」

　寸前でリトルを受け止めたのは騒太郎だった。

　騒太郎は気を失ったリトルをティンクルに渡す。

「ありがとう……」

「リトル！　大だい丈じよう夫ぶか！」

「しっかりしろ！」

　純と修が走ってきた。

「リトル……」

　リトルはかすかに目を開け、小さな声で答えた。

「お姉ちゃん……マネージャー……」

「もう大丈夫よ……」

　ティンクルは涙ながらにリトルを抱きしめる。

　久魅子と愛の白しろ薔ば薇らも駆かけ寄ってきた。ぐったりしているリトルを見て、久魅子が激げき怒どする。

「こっ、こっ、こっ、こんな可愛かわいい子を！　よくもやってくれたわね化物ども！」

　車雑兵たちもダメージは大きいとはいえ、まだ全員立っている。久魅子はその中に再び突入していった。

「あ、女王様！　待って下さい！」

「オレもやるぜ！　全員とどめを刺してやる！」

　愛の白薔薇、そして純が久魅子に続く。騒太郎も靜香を降ろすと、バチ二本を縦につなげて頭上の太たい鼓こに突き刺した。と、バチは伸び太鼓は材質が変わり、またたく間にそれは巨大な木き槌づちになった。

「姐あねさんはお疲れでしょうから、ここで休んでて下せえ。あっしも行ってきやす！」

「は……はい……」

　騒太郎の言った通り、靜香は大地雷弾を撃った直後から、なんだかわからない疲労感に襲おそわれていた。もともと万年貧ひん血けつ気ぎ味みの靜香のこと、気を抜けば気絶してしまいそうだった。

　車雑兵たちはスパークも治まり、ダメージを抱かかえつつも戦いを再開する。が、その戦せん闘とう力が激げき減げんしているのは一いち目もく瞭りよう然ぜん。動きがかなり鈍にぶっている。

　修はそれを確かめ、少し休んだので戦いに加わろうとソニックスピアを握りしめた。

『一時はどうなるかと思ったが、これなら何とか勝てそうだ……。ん？　待てよ……こいつらの動きの悪さ……』

　まさか、と思いつつ修は戦場の向こうを見てみた。そこには、ついさっきまで居いたはずの奴やつがいない。

「……く、車雑兵頭がしらがいない！」

「何いっ!?」

　修の声は、純たちに聞こえた。

「あんなの放っとけばいいんですわ！」

　久魅子はロゼ・ウイップを振り回し、恨うらみを込めて車雑兵たちを切り裂いていた。が、愛の白薔薇は動きが止まっている。

「車雑兵頭がいな……い？」

　気絶したリトルを抱いているティンクルが青ざめる。

「まさ……か……」

「わ────────っはっはっはっ！」

　高らか、と言う程格調高くはない笑い声に振り返ったティンクルが見たものは……

「地上界の戦士どもおおぉぉっ！」

　数十もの車雑兵に担かつぎ上げられ、向かって来る車雑兵頭だった。

　車雑兵頭は、純たちが戦っている間に戦場を抜け出し、再び街を走り回って雑兵たちを集めたのだ。

「予想外に強かったぞ、お前たち！　だが、今度こそ終わりだ！」

　その光景は、少なくともティンクルと靜香にとっては絶望的なものだった。修もかなり、それに近い。

「ちい！　新あら手てか！」

「姐さん！　今行きやすっ！　なぁに、あないなもん、ようけぇいてもクズでっせ！」

　怯ひるまないのは純と騒太郎、久魅子とそれに引きずられる愛の白薔薇。だが、意気込みだけで勝てるはずも無い。

「突っっっ込め────────っ！」

「おおおおおおおぉぉぉっ！」

　車雑兵たちが突っ込んできた。ティンクルは身を呈ていしてリトルをかばう。純たちも援えん護ごするが、敵は圧倒的に強い……というより純たちの方が弱っている。

　愛の白薔薇も騒太郎も、それぞれ主人を守って戦うが、やはり不利は覆くつがえせない。

「ティンクル！　後ろだ！」

　修の声に振り返ったティンクルは、後ろから襲おそいかかってきた車雑兵二人に向かった。

　が、さっきティンクルが倒したはずの車雑兵が突然起き上がり、ティンクルを羽は交がい締じめにした！

「きゃっ！」

「ティンクル！……ええい、どけってのに！」

「くっ、畜ちく生しよう！」

　純と修の助けも間に合わない！

『やられる……！』

　身動きがとれず、ティンクルが絶望に目を閉じた時、

「お姉ちゃん！」

　死力を振り絞って、リトルが飛び上がった！

　そして向かって来る車雑兵の一人にスターブーメランを突き立て、もう一人の攻撃を体で受け止めた。リトルの血が飛び、ティンクルの顔にかかる。

「ううっ！」

「リ、リトル！」

　リトルは激痛をこらえて車雑兵からスターブーメランを抜き取り、もう一人に向かった。

「えいっ！」

　素早く車雑兵の脇わきの下したをくぐり抜け、水平に構えたスターブーメランで斬きり裂く。

　車雑兵は倒れ……リトルも倒れた。

「リトル！」

　純がようやくティンクルのもとにたどり着いた。

「この野郎っ！」

　怒いかりをこめたバトルアックスで、ティンクルを羽交い締めにしていた車雑兵を叩たたき壊こわす。

「リトル！　リトル！」

　ティンクル、純、遅れて修が、リトルに駆かけ寄った。

　ろくに動けないはずのリトルが、無茶をし過ぎた。今度こそ完全に、微び動どうだにしない。

「リトル……！」

「てめえらああぁっ！」

　純と修が必死で戦うが、リトルはもう指一本動かせないし、ティンクルだけではリトルを守りきれない。結果、純と修のコンビプレーでカバーするしかなく、それはこの苦しい局面において、非常に困こん難なんだった。

　が、彼らは持ち前の熱血プロレス根こん性じようで頑がん張ばる。

「スカイ！　タッグフォーメーション１だ！」

「オーライ！」

　修が、純に向かって走った。車雑兵たちがそれを追う。

「ほっ！」

　純に衝しよう突とつする寸前、修は純の手に乗って大きく後ろに跳とんだ。追ってきた車雑兵たちの頭上を越え、背後に回る。車雑兵たちが振り向いた時！

「ずおりゃああっ！」

　純のタックルが、無防備な車雑兵たちをまとめて吹っ飛ばした。その先には！

「おらよっ！」

　修のドロップキックが、左右の足で二人の車雑兵を同時に捕とらえた。と思ったらまた背後から純のバトルアックスが……

「うおりゃあっ！」

　相手を混乱させながら、前後からの絶え間ない攻撃。普通ならこれで文もん句くなしなのだが、今の彼らは目の前の敵を倒すだけでは許されない。自分の肉体以外にも、ダメージに気を配らなければならないものがあるのだ。

「やばい！」

　修がティンクルの方へ向かった。

　均きん衡こうが破れ、車雑兵たちが純に襲いかかる。

「くそったれええぇっ！」

「ティンクル！　今行くぞ！」

　修の援えん護ごで、ティンクルは何とか態勢を整えた。

　が、この時車雑兵たちは、さっとティンクルから離れ、一人になった純を徹底的に潰つぶしにかかった。

「ぐっ……！」

　さすがのパワー野や郎ろう・純も、ついに片かた膝ひざをついた。

「ガイア！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ！」

　純はすぐに立ち上がった。

　が……それを見た修は、面おもてにこそ出さないが、もう、今ここでは勝てないことを確信していた。

『由井っ……！　急いでくれ！』




　クルマクリマロの電でん撃げきをしこたま受け、正雪はがんじ絡がらめのまま、倒れ伏ふした。

「御主人……様っ……」

　オコノミーナは立ってはいるものの、やはりかなりのダメージを受けている。

「ふっ、終わったな。ナイトシルバー……」

　倒れた正雪を見下ろし、クルマクリマロは勝ち誇ほこって言う。

「後はお前だけだ……小娘」

　その時。間の抜けた声が下から聞こえた。

「ああー寝ね心地ごこちいいなー」

「何？」

　正雪が倒れたまま、歌うように言っている。その顔は気持ち良さそうに緩ゆるんでいる。

「クルマクリマロぉ、このコード……寝るのに丁度いいよぉ」

「ぬううっ！」

　クルマクリマロはコードを引っ張って正雪を立たせ、正面から見み据すえる。見れば見るほど生意気なツラだ。

「そうか……ならばこうして立ったまま、寝ていろ」

　クルマクリマロの両肩から出ているライトに、微かすかな明りがともった。クルマライト・レーザーのエネルギー充じゆう塡てんだ。

「なあに、あと二十秒もすれば永眠させてやる。そのふざけた思考しかできない、できそこないの頭を吹っ飛ばしてな」

「そ、そんな事はさせません！」

　オコノミーナが、ほとんど足首だけでジャンプしながら、クルマクリマロにぶつかっていった。

「うるさいっ！」

　案の定じよう、片手であしらわれた。倒れたオコノミーナは、もう自じ力りきでは立ち上がれない。

「そこでナイトシルバーの頭が粉々になるのを見ていろ。すぐに後を追わせてやる」

『ご……御主人様っ……』

　コードの上にコードを重ね、非常識なまでに絡まったその中で、オコノミーナは少しずつ両手をずらし、近づけていった。

『もう……少し……』

　必死の苦労のかいあって、何とか両手が触ふれ合った。印いんは結べないが、強ごう引いんにそのまま、青春エネルギーを溜ためていく。

『これで……何とか……』

　が、先にクルマライト・ビームの方が充塡を完了してしまった。クルマクリマロの両肩のライトがまばゆく輝かがやいている。

「最さい期ごだ……！」

「御主人様っ！」

　今まさにクルマライト・レーザーが撃たれようとした時、正雪が叫さけんだ！

「刀になれっ！」

　正雪の着ていた鎧よろいがいきなり、刃峰を胸に当てた形で一本の刀になった。当然、正雪の体を締しめ付けて縛しばっていたコードは「ぶっつり」と音を立てて切れる。

「なっ！」

　正雪は、落ちていく刀をさっと拾ひろい上げてまた叫んだ。

「鎧変化！」

　正雪は一いつ瞬しゆんにして元通り鎧をまとい、マックス・クルマライト・レーザーを発射寸前のクルマクリマロのライトに、突きを入れる！

「たあっ！」

　輝きを宿したライトが砕くだけ散る。そこに限界寸前まで溜められていたエネルギーは、突然の衝しよう撃げきと破は壊かいにより、クルマクリマロの肩で爆発した！

「ぐああああっ！……い、いかん！」

　さらにもう片方のライトもエネルギーが暴走、暴発、爆発した。その隙すきに正雪は、はね飛ばされた加刀に飛びついていた。

　そしてすぐさま振り返って走り、オコノミーナを縛っているコードを切断しようとしたが……

「ぐぬうっ！」

　クルマクリマロはコードを引っ張ってオコノミーナを釣つり上げ、後方に大きくジャンプして正雪の刀をかわした。

「はあっ……はあっ……」

　両肩から煙けむりを立て、クルマクリマロは息を切らせて正雪をにらみつけている。

「なるほどな……私のコードはいつでも切断できたという訳わけか……」

　クルマクリマロのダメージは大きい。

「わざと倒れてまで私を挑発し、クルマライト・レーザーを利用して逆ぎやく襲しゆうとは……敵ながら見み事ごと……」

　正雪がゆっくりと近づいて来る。そしてゆっくりとしゃべる。

「昔、僕ぼくに古流剣術をたたき込んだおじいちゃんに言わせると、こういう戦法は武士道に反するから、やっちゃいけないそうなんだけどね」

「ほう」

「でも、勝つためには手段を選んでいられない」

「……ならば私は、お前の祖父に習おう」

　クルマクリマロは新たにコードを生はやすとオコノミーナにさるぐつわをかませ、それからオコノミーナと自分とをつなぐコードを、胸から外はずした。

「小娘、お前はここで寝ていろ」

　クルマクリマロはオコノミーナに足払いをかけて転ばせた。オコノミーナはまたしても立てない状じよう況きよう。しかも今度は、声すら出せない。

「これで一対一だ。この女を人ひと質じちにしてもいいのだが、それでは私の美学に反する。武士道という美学にな」

「つまり、一いつ騎き討うちか」

　正雪は思った。……ここはどう考えてもミーナを人質にすべきじゃないか。やっぱり武士道精神てのは非合理的だ。無む駄だだ。と言うより邪じや魔まだ。勝てるものも勝てなくなる……と。

『でも声に出して言うと、クルマクリマロの気が変わってミーナを人質にするって言い出すかも知んないから、黙だまっていよう。うん』

　もちろんクルマクリマロはそんな正雪の胸きよう中ちゆうなど知らず、また知ろうとも思わず、一人武士道に燃える。

「武士の道に則のつとり、我が主あるじ茶々様のため、貴様を討ち取る！」

　クルマクリマロはもう一度、高らかに名乗りを上げる。

「我われこそは、メジャー帝国軍少将茶々様が配下、クルマクリマロなり！」

　ま、シチュエーションはかっこいいか、と思い正雪も答える。

「我こそは、ナイトシルバーなり！　いざ参らん！」

　正雪が斬きりかかった。クルマクリマロはかわして、またもや車形態になる。

「おっと！」

　正雪があわてて跳とびのいた。が、クルマクリマロは動かない。

「ん？」

「ナイトシルバー……お前の真の強さ、見せてもらうぞ！」

　と、車形態のクルマクリマロの排気管から黒こく煙えんが勢いよく吹き出された。それは、風をものともせずに正雪の周まわりを覆おおっていく。愛の白しろ薔ば薇らが車雑ぞう兵ひようにやられたのと同じ技わざだ。

「これは……」

　視界は完全に黒煙のみになってしまった。正雪の白銀の鎧よろいさえも、輝かがやきを失っている。

「お前にライトを潰つぶされた故ゆえ、私も見えはせん。条件は同じだ」

　クルマクリマロの声だけが聞こえる。

「同じったって……ぐっ！」

　正雪は、腹に一撃を受けた。

「ナイトシルバーよ。お前も地上界を守しゆ護ごする戦士……すなわち宿命を受けてたった武士。ならば、心しん眼がんをもって私を見み極きわめ、見事斬ってみせよ！」

　そう言いながらまた一撃。

「がはっ！　くそっ、心眼だってぇ……？」

　正雪はその言葉に、今は亡なき祖父を思い出していた。

『確か目め隠かくしをさせられて、竹刀しないでしこたま殴なぐられて……』




　────回想シーン───────────

「良いか正雪！　五感に頼たよってばかりいては、剣を極める事はできん！　心の目じゃ！　心の目をしっかりと見開き、敵の姿を感じ取るのじゃ！」

　────────────────────




『心の目……か。やってみよう！』

　正雪は体の力を抜き、加刀を垂たらす様に持った。そして五感を体から切り放し、心の目を凝こらす。

「えっと、心は靜かなる湖こ面めんの様に……いてっ！」

「そして一いつ瞬しゆんのさざ波となって……がっ！」

「どうしたナイトシルバー？　避けようともせんとは？」

「ぐはっ！」

「ぐおっ！」
















「……んもお～やめたっっっ！」

　正雪はしっかりと目を見開き、加刀を中段に構える。

『心眼なんてのは物語の中にしか無いんだ。きっとそうだ。クルマクリマロは多分、特とく殊しゆ能力で……』

　と考えている隙すきにまた、今度は強きよう烈れつな一撃を食らって正雪は吹っ飛び、地面を滑すべった。

「いてて……ん？」

「どうやら見込み違いだったようだな。そこまで心眼が開いておらぬとは。そろそろとどめを刺すとしよう……」

　クルマクリマロはゆっくりと、あさっての方向を向いている正雪に近づいていく。その時、突然正雪が叫んだ。

「……そうか……！　クルマクリマロ！　お前の負けだ！」

「何？」

　クルマクリマロは警けい戒かいして跳とび退のいた。

「開眼した……のか？」

「いいや。心眼なんて、多分一生かかっても、僕にはできないと思う。ただ、お前の心眼を無意味にする方法を見つけた」

　それを聞いたクルマクリマロは、警戒をといて小馬鹿にする様な口く調ちようで言った。

「何を馬鹿な。私の心眼を無意味にするだと……？」

「そこからの攻撃で、僕は勝つ」

「言っておくが、術を用もちいて風を吹かせ、この煙を晴らそうとしても無む駄だだ。風はこの煙の中に封じられ、竜たつ巻まきとなって煙をかき混ぜるだけの事」

「そんな事はしないよ。もっと強烈かつ至し難なんの技わざ……」

「強烈かつ至難、だと？」

「そう。お前なんか一発であの世行き」

　異様なまでに自信たっぷりの正雪に、クルマクリマロは手を出しかねた。

『こやつ……一体何を……？』

　クルマクリマロが動きを止めていると、正雪が言った。

「じゃ、いくよ……ラジカセになれっ！」

　正雪の鎧よろいが突とつ如じよ、ラジカセになった。

「それっ！」

　そして正雪は、それを最大音量で鳴らした。

「何……だとっ……？」

　耳をつんざくような大音響。落語だかロックだか知らないが、そんな事はクルマクリマロにはどうでもよかった。

　……ナイトシルバーは物を用いて大きな音を出し、自分の耳を封じようとした……

「し……失望したぞ、ナイトシルバー！」

　クルマクリマロはすさまじい形ぎよう相そう（と言っても正雪には見えていないが）で正雪に襲おそいかかった。

「心眼を、聴ちよう覚かくだと思っていたか！　そこまであさはかだったのか！　こっ、こっ、こんなものでっ……！」

　クルマクリマロは怒いかりにまかせ、ガンガン鳴ってるラジカセごと、正雪を打ち砕こうと襲いかかった。

　だが、そのクルマクリマロの必殺の一撃を、正雪は辛かろうじて（クルマクリマロには、そう見えた）かわした。

「鎧変化！」

　ラジカセは一瞬にしてまた、鎧に戻もどった。そして正雪は、加刀を下段に振る。ぶつっ、と音がして糸の様な何かが数十本、切断された。

「ミーナ！」

「んんむうっ……」

　今度はぶちっ、と音がした。オコノミーナが自分を束そく縛ばくしていたコードを、破った音だ。

　正雪は即そく座ざに命令した。

「青春エネルギーボール！」

「んっ……は、はいっ！」

　オコノミーナはさるぐつわを破り取り、印いんを結んだ。溜ためられていた青春エネルギーが一気に増ぞう幅ふくされる。

「青春！」

　一転、辺あたりは球場、観客、オコノミーナにはユニフォーム、そして……晴れ渡った空に夕日。

「こ、こんな！」

「隙すきありっ！」

　クルマクリマロが動どう揺ようした一瞬の隙を突き、正雪は滑すべり込んでクルマクリマロの足に斬きりつけた。

「ぐあっ！」

「今だミーナ！　これでこいつは、かわせはしない！」

　正雪は素早く退避。オコノミーナがモーションに入った。

「エネルギーボール……」

「うぬうううっ！」

　クルマクリマロは正雪を追おうとしたが、斬られた足が思うように動かない。

「お、おのれえぇぇぇっ！」

「ファイヤー！」

　情け容よう赦しやなく放はなたれた青春エネルギーボールが、クルマクリマロに突き刺さった！

「ぐおおおぉぉぉっ！……ナ、ナイトシルバー……貴様……！」

「煙の中で、かすかに青春エネルギーの光が見えたんでね。コードの隙間から洩もれてたらしい」

　球場と夕日が消えたと同時に、煙が復活してきた。その中で、正雪は得意そうに話し始める。

「まず、思わせぶりなセリフで長々と会話をする事により、大体の方角と位置を確認。次にラジカセで挑発と照しよう準じゆん固定……鎧が無いんだから緊きん張ちようしたよ……そして加刀を振ってコードを切断した。ミーナは強いから、コード全部を切断する必要は無い。だから、大体の見当がつけば充分だったって訳わけ」

　クルマクリマロは七代たたりそうなうめき声で言う。

「き……さ……まっ……」

「噓うそはついてないよ。予告通り心しん眼がんを無意味にしたんだから。煙を晴らして一時的に、だけど。その上、僕は一いつ騎き討うちを受けるとは言ってない」

「ぐ…………っ！」

　クルマクリマロは爆発した。みるみる煙が晴れていく。

　正雪はクルマクリマロが爆発した辺りの空間に話しかけた。

「クルマクリマロ……僕はお前の言った通り、地上界を守らなくてはならない、という宿命を背負って戦っている。ましてや今はガイアたちの命が直接関かかわっていた。……人の命は地球の重さ、とも言われる。その名の元には武士道なんて何の意味がある……？」

　オコノミーナがそばに来た。

「御主人様……？」

「あ、何でもない。ただの独ひとり言だよ。仲間の命を大切に思うのは、人間として当然のことだな……と思ってね」

「御主人様、お優しいんですね」

　オコノミーナは今の戦いに関して不満は無いし、意見しようとも思わない。彼女にとっては正雪の勝利と生存こそ人生の目的なのだ。

「さ、ミーナ。戻ろう」

「はい」

　二人は並んで走り出した。




「ち……く……しょう……」

「敵陣は崩くずれたぞ！　一気にとどめを刺せ！」

　純たち八人はもう限界突破。力尽つきていた。

「わっはっはっはっは！　殺せ！　討ち取れ！」

　車雑ぞう兵ひよう頭がしらが高笑いしたその時。

「ぐっ！」

「がっ！」

「げっ！」

　車雑兵たちが、全員苦しみだした。

「お、おいお前たち、どうし……がはっ！」

　車雑兵頭も苦しみだす。そして……

「ま、まさかこんな……！　ク、クルマクリマロ様────────っっっ！」

　雑兵も頭も、全員が一いつ斉せいに車に戻っていった── 今度こそ完全に。

「…………」

「ナイト……シルバーが……やっと……やったん……だ……」

　八人揃そろってその場にのびた。




「スカイ……生きてっか……」

「おれの事なんか心配すんな……それよりリトルは……？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。なんとか……」

　ティンクルが答えた。リトルはティンクルの膝ひざの上で抱かれている。

　白はく馬ばの王子様がキスしても目を覚ましそうにないリトルの顔を見ながら、ティンクルは涙声で言う。

「気絶してるけどね。この子ったら、無茶するから……」

「そうか……良かった」

「その……ありがとうマネージャー。私たちのために……」

「何言ってんだよ……」

「もっと軽くなくっちゃ、だろ？」

「マネージャー……」

　疲れきった表情に浮かぶ微笑ほほえみ、汚れた頰を洗い流すように流れていく涙、乱れた髪……お世辞にも綺き麗れいとは言えないが、今のティンクルはただ、美しい。

　純も修も、素す直なおにそう思った。




　命を懸かけて守った主人には、一度たりともその〈命懸け〉を見てもらっていない。振り向いてすらもらえなかった。

　そんな哀あわれな愛の白しろ薔ば薇らは、それでも主人の命を守れたことを、心底安あん堵どしていた。

「女王様、御ご無ぶ事じですね。良かった……」

「ちっとも無事なんかじゃありませんわ。打ち身にすり傷に……」

　久魅子は、全まつたく遠えん慮りよなく、とげとげねちねちと言う。ああ、どこまでも報むくわれぬ愛の白薔薇。

「も、申し訳わけありません。ボクが無力なばかりに……」

「？　あんたのせいじゃないわよ別に。関係ないんですもの」

「女王様ぁ……」

「勝手に泣いてなさい。えっと……あっ、美魅いぃ……」




「あの……騒太郎さん、大丈夫ですか……？」

「へっへっへ、姐あねさんに心配して頂いただけるなんざ、この祭騒太郎は日本一の幸せもんや……」

「騒太郎さん……。本当にありがとうございました」

　靜香が丁てい寧ねいに頭を下げる。

「姐さん……あっしは、あっしは……」

　騒太郎が感かん涙るいにむせんでいると、久魅子が割って入って来た。

「美魅！……ああ、こんなにほこりを被かぶって……さぞ、辛つらかったでしょう……」

　久魅子は靜香の手を取って本当に優しそうに言う。

「い、いえ。私こそ久……麗さんにはご迷めい惑わくをおかけしてしまって……すみませんでした」

「いいのよそんな事。私は何ともないんだから」

　愛の白薔薇の時とは別人の久魅子。可愛かわいい女の子相手だと、ここまで違う。

「あら？　何このむさい男。いつの間にここに来たの？……やあね、こっち来ないでよ」

「姉さん、そらないやろ。あっしの名は祭騒太郎」

「あっそ。でね、美魅……」




　と、八人が互たがいの傷をいたわりあっているところに、正雪とオコノミーナが帰って来た。

「お～いみんな……げ、すごい数」

「本当ですね……」

　そこには百数十の乗用車が転がっていた。予想以上のすさまじい光景。

「てめえ……遅いぞ！」

　正雪は、いきなり純に怒ど鳴なりつけられた。

「俺たちはここで、生き字じ引びきを見たんだぞ！」

「ガイア、〈生き地じ獄ごく〉だ」

　修が訂正する。この二人のこの呼吸だけは、今のズタボロ状態でも健在だ。




「栗磨呂がやられたか……」

　魔法陣じんの中央で、茶々が久しぶりに目を開いた。

「……私が行くしかないな……」

　茶々は眼鏡めがねをはずし、長刀を手に、立ち上がった。

　旧校舎の向こうから差す光が、逆光となって茶々の姿を映し出す。息をするのも忘れて見とれてしまいそうな、あまりにも鋭するどく、美しいその姿を。




「ふ～ん。そりゃあ大変だったねえ」

「大変ってなぁ……簡単に言うな簡単に！　オウセンの国に行くとこだったんだぞ！」

「ガイア、〈黄泉〉は〈ヨミ〉って読むんだ。……ところで彼女、今度お茶でもどう？」

「すみません……遠えん慮りよします……」

「初めまして。オコノミーナと言います」

「あっしは祭騒太郎。よろしゅう！」

「女王様ぁ」

「（[image: ↑]は無視して）この子、早く手当てしてあげなきゃ。傷が残っちゃったら大変よ」

「うん……マネージャー、私たちもう帰るね。今日はホントに、ありがとう！」

　ティンクルがリトルを抱きかかえた。

「おお、気にすんな。気ィつけて帰れよ」

「リトルによろしく。おれが何度もかばってやったってな……そこからロマンスが……」

「スカイ！　てめえはな！」

　二人の元気に振ふる舞まう姿を見て、ティンクルもなんだか元気付けられた。

「じゃ……」

　ティンクルが二界に帰ろうとしたその時！

「待てっ！」

　ビルの上から女性の声がした。

　十人が見上げると、鎧よろい姿にハチマキ、長刀を持ったその女性は、よく通るきれいな声で名乗りを上げた。

「我われこそは、メジャー帝国軍少将、茶々！　お前たちの首、貰もらい受ける！」

　言うが早いか、飛び降りて来た。

「行くぞ！」

　茶々は長刀を振りかざし、手近にいたティンクルに斬きりかかった！

「ちっ！　させるかっ！」

　修のドロップキックが、さらに一いつ瞬しゆん遅れてオコノミーナの跳とび蹴げりが、茶々の左右から放はなたれた。

『もらった！　この体勢とこのタイミングなら、どんなスピードでも、かわせやしねえ！』
















　修は確信した。

　が、茶々は長刀を地面に突き立て、棒高跳びの要領で跳び上がり、長刀を握にぎったまま回転し、逆に二人を蹴り飛ばした！

「がっ！」

「うっ！」

　二人は空中でまともにカウンターを食らい、ものの見み事ごとに吹っ飛んだ。

「その程度の技わざは通じぬ！」

　着地した茶々は、リトルをかばって背を向けたティンクルの背を斬った！

「あうっ！」

　ティンクルはリトルを抱いたまま、倒れた。

「こ、こここの野や郎ろう！」

「怪け我がしとる女に、なにすんねん！」

　激げき怒どした純と騒太郎が、斧おのと槌つちとで茶々の背後から襲おそいかかったが……




　カカン！




　軽い音と共に、二人の重い武器が宙を舞った。

「そんな力まかせの攻撃で、私を斬れると思うか！」

　茶々の長刀が、一振りで二人を斬り飛ばす。

「ぐはっ……！」

　身体こそ切れていないが、そのすさまじい衝しよう撃げきは鎧（ガーディアンたちの服も鎧並の強度を持っている）を通して多大なダメージとなる。

「こ、これ以上好き勝手させませんわよ！」

「女王様！　お待ちを！」

　久魅子と愛の白しろ薔ば薇らが茶々に向かって走った。

　茶々がゆっくりと長刀を後ろに回すと、その刃に電でん撃げきのようなものが宿った。

「は……っ！」

　茶々は、靜かな気合いと共に、二人に向けて長刀を振った。

　電撃に似にた光が刃から放たれ、二人を同時に捕とらえた！

「きゃああぁっ！」

「うわああっ！」

　二人は全身の力を失い……余よ波はを食らって靜香も……倒れた。

　あっと言う間に、この場に立っているのは、正雪ただ一人になってしまった。

「さあどうした……来い！」

　茶々は、間違いなく、掛け値なしの美人なのだが、こういう状じよう況きようではそれが迫はく力りよくを増している。

　正雪は加刀を抜いて構えはしたが、斬りかかることはできないでいた。

『どうする……？　まともに斬りあっても絶対に勝てないことは確かだ。となると砕破斬しかないか……』

「来ぬというのならば、こちらから行くぞ！」

　大きな声に一いつ瞬しゆんびくっとしたが、茶々が詰め寄ってきた分、正雪は後退する。

『はずせば後はないな……向こうが攻撃をしかけてくる瞬間に、カウンターで当てるか……』

「はっ！」

　鋭い気合いがほとばしり、茶々が信じ難がたいスピードで攻撃をしかけた！

「しまっ……！」

　正雪はとっさに、最初の一撃を受け止めた。その一瞬の太た刀ち合わせで、今まで戦ってきた連中とはまるで比べものにならない相手だということが、充分過ぎる程理解できた。

「ぐっ……」

　じわじわと押されてきた……と思ったら、

「千手斬！」

　茶々は突然、長刀が千本にも見える速さで、上下左右から斬り込んできた！

「く、くううっ！」

　辛かろうじて、はじいていく正雪。速さに追いつくのもやっと、力ではじくのもやっと。

　とにかく力、技わざ、速さ、全すべてが正雪のそれを遥はるかに超ちよう越えつしている。

「あっ！」

　そうこうしている内に、腰のＢＯＸが、中の〈試験に出る！　由井正雪〉ごと切り裂かれた。

「隙すきありっ！」

　ついに、長刀の強きよう烈れつな一撃を食らってしまった！

「ぐあぁぁっ！」

　正雪は激しくビルの壁かべに叩たたきつけられ、跳はね返って落下した。

「ぐ……」

「……既すでに傷ついたお前たちを討うち取るのはどうかと思ったが……これも帝国の、そして何より信長様のため」

　茶々は、少し気まずさを含ふくめて言った。

　そして、倒れ伏ふした正雪に歩み寄る。

「まずはお前からだ」

「ま、まってくれ……」

　倒れたまま、正雪は苦しそうに言った。

「言い残しておきたいことがあるんだ……頼たのむ……」

　そして茶々に悟さとられないように、加刀を握る。

　茶々は、正雪の首を斬ろうと振り上げた長刀を下ろした。

「わかった。必ず伝えよう。して、お前の家族はどこに居る」

「家族は……」

　正雪は、段々と声を小さくしていった。茶々がそれを聞こうと近づく。

『……今だっ！』

　正雪は転がり、素早く立ち上がった。

「砕破斬─────────！」

　正雪得意の、死んだふり攻撃。

　しかし茶々は、素早く長刀を握っていた両手の間かん隔かくを広げ、砕破斬を受け止めた。

「ぐっ、ぬぬぬぬっ……！」

　長刀の方が少しずつ押されている。このままいけば、確実に茶々は砕破斬に飲まれることになる。

『よし、いける……んっ？』

　茶々の長刀の刃に、さっき久魅子たちに放はなったのと同じ電撃のような光が現れる。

　茶々はそれを、砕破斬の中に斬り込んだ！

「は─────っ！」

　エネルギーとエネルギーがスパークし、爆発した！

「うわあああぁぁっ！」

「ぐうううぅっ！」




　思考が復活するのに、十数秒かかった。

　とっさにガードした正雪には、ダメージはほとんどない。

『……まともに食らうのを避けるため、わざと眼前で爆発させたわけか。どうせ結果は同じだけど……さすが……』

　爆ばく煙えんはまだ治まりきっていない。徐じよ々じよに、辺あたりにのびている純たちが見えてきた。

「ふっ、今回は主人公らしく活かつ躍やくできたな……と喜んでる場合じゃないな。ミーナが救急箱持ってるはずだから、あれを借りて手当てしてやろう」

　と、一歩踏み出した時、正雪は見た。レールのように等間隔に伸びた二本の線を。線の太さは人の靴くつ跡あとと同じくらい。

　そしてその先に……煙が晴れ、見えてきた……茶々の姿が。

「な、な、なんだってっ！」

　長刀を構え、茶々は確かに立っていた。

　そして、うろたえるあまり動きの鈍にぶった正雪に、気合いと共に斬りかかってきた！

「うおおおぉぉっ！」

「御主人様っ！」

　明らかに正雪がまっぷたつにされると判断したオコノミーナ。そう感じた時にはすでに、自身の深いダメージも、行動の結果予想も全てをかなぐり捨てて正雪と茶々の間に飛び込んでいた。

　そのまま何のためらいもなく、両腕をクロスして茶々の長刀を受け止める！

「くうぅっ！」

　オコノミーナの、赤い血しぶきが飛ぶ。

「ミ、ミーナ！」

「小娘っ……！」

　茶々は刃を後方に回し、柄つかでオコノミーナのガードを弾はじき、そのまま長刀を回転させて勢いをつけ、オコノミーナのわき腹を斬った。

　オコノミーナは血をしたたらせながら、真横に吹っ飛ぶ。

　間かん髪はつ入れず、茶々は正面の正雪の胸を、柄つかで激しく突いた。

「ぐはっ……！」

　ついに正雪も、苦しそうに両膝ひざをついた。そこには、オコノミーナの血が流れている。

「……どうやら……お前たちを甘く見すぎていたようだな」

　茶々は辺りを見回しながら言った。

「う…………」

「ぬおぉ……」

　純たちがゾンビのごとく立ち上がってきた。靜香でさえも、騒太郎の肩を借り、戦いくさの杖つえをついてはいるものの、しっかりと目を開けて茶々をにらんでいる。

「獅し子しは兎うさぎを倒すにも全力を尽つくす、と言うが……同じ獅子を倒すのに手を抜いてはおられんな」

　茶々は長刀を水平に構え、呪じゆ文もんを唱となえ始めた。

　すると、今度は長刀全体が例の電撃に包まれた。茶々が呪文を唱えながら手を放すと、長刀は水平のまま、ゆっくりと上がっていく。

「何だ……？」

「何をする気だ……」

　全員が長刀を見上げていたこの時、ただ一人、靜香だけが何かに反応していた。

「…………！」

　戦の護ご符ふ、つまり今靜香がまとっている鎧よろいは、辺りの空間に働きかけ、エネルギーの流れ等を敏びん感かんに察知することができる。つまり、ちょっとした攻撃予測ができるのだ。

　その鎧が、とてつもない危険信号を靜香に送っている。それは〈究極的に悪い予感〉となって、靜香の胸に伝わっていた。

〈皆殺し〉である。

「！　み、み、み……」

「姐あねさん？　落ち着いて、落ち着いて下せえ」

　騒太郎が靜香をなだめる。靜香は胸を押さえて一度深呼吸をすると、靜香なりに叫さけんだ。

「みなさん！　今すぐここに集まって下さい！　早くっ！」

　半なかば青ざめた顔と、真剣そのものの末まつ尾びがかすれかかった声。

　負傷者を抱かかえ、全員が靜香のもとに集まってきた。

「リトルっ……」

「オレたちも手伝うぞ」

「ミーナ、しっかり……」

「女王様、私が……」

「う、うるさいっ！」

　こんな調子で何とか集まった時には茶々の呪文は終わり、五、六メートル上に浮かんだ長刀は、ぶ厚く電撃をまとっている。

「は──っ！」

　茶々が長刀に飛びついた。と同時に、長刀全体を覆おおっていた電撃は刃の部分に集中した。

「そこの小娘！　集めてくれるとはありがたい！　今すぐ、まとめて葬ほうむってくれようぞ！」

　空中で静止した茶々が、長刀を大きく振りかぶる。刃に凝ぎよう縮しゆくされた電撃は、もはや砕破斬も青春エネルギーボールもまるで問題じゃないレベルにまで達している。

　全員を集めた靜香は、あわてて何かを言おうとしているが、舌が回らない。

「姐さ……」

「美魅っ！」

　久魅子が、またしても騒太郎を押し退のけ、靜香を抱きしめた。

「ああ、かわいそうな美魅。震ふるえているのね。恐こわいのね。でも大だい丈じよう夫ぶよ。私がずっとそばにいてあげるわ……」

　久魅子にしっかりと抱きしめられ、靜香の精神状態は少し回復した。

「れ、麗さん……もう大丈夫です」

　靜香は久魅子から離れると、戦いくさの杖つえを地面につき、目を閉じて念じ始めた。

『お願いします……大地の力を……』

　大地から、何かが戦の杖に流れこんでいる。

　正雪に抱かれ、意識もはっきりしないオコノミーナが、珍めずらしく不安そうな表情を見せる。

「御……主人……様っ……」

　正雪はその手をしっかりと握る。

「美魅さんを信じるしかないな……」

　茶々が、一箇所に集まった正雪たちめがけ、長刀を振り降ろした！

「裂れつ地ち電でん殺さつ激げき──────っ！」

　電撃が、その名の通り地をも切り裂く巨大な刃やいばのようになって放たれた！

「地の力、守しゆ護ごの光！」

　かっと目を開けた靜香が、叫びと共に、戦の杖を真上に伸ばした。

　戦の杖からドーム状に光が広がり、十人全員を覆う。

　直後、裂地電殺激が！




　バシイイィィィッ！




「ううっ！」

　靜香が苦痛に顔を歪ゆがめる。

「美魅っ！」

「美魅さん！」

　戦の杖を頂点にして靜香の造った光のドーム、〈守護の光〉は茶々の裂地電殺激を受け止めていた。

「くっ、おのれ……むううっ！」

　茶々が真上から長刀を向け、念じると、裂地電殺激はその勢いを増した。今にも守護の光を突き破らんばかりである。

「ううっ！　ううっ！」

　戦の杖をしっかりと支え、靜香の細い体が大きく震える。台風に煽あおられ、必死に耐えている一輪の花のように。

「美魅……」

「あ、あ、あ、姐さん……」

　久魅子と騒太郎はもう、涙を流している。

　が、何もできない。二つの力のぶつかり合いで生じた力りき場ばが、靜香の全身を覆っていて、手を触ふれることさえできない。

　今はただ、靜香が苦しんでいるのを見ているだけ……

「嫌いやああぁぁっ！」

　久魅子が守護の光から飛び出そうとした。

「いけません、女王様！」

　愛の白しろ薔ば薇らが、久魅子を羽は交がい締じめにして止めた。

「放しなさい！　あいつを、あいつを……放せええっ！」

「だめです！　今この光に触れれば途と端たんに力のバランスが崩くずれ、破られます！　そうなれば美魅様が直撃を受け、ボクたちも助かりません！」

　久魅子は「靜香が直撃」の一言に動きを止めた。

「う……うわああああっ！」

「ちくしょおおぉぉっ！」

　久魅子と騒太郎、二人揃そろって泣きわめく。

「ぬうう……っ」

　上では、茶々が念じ続けていた。

『馬鹿な……こんなことが……』

　正雪たち総勢十人、誰だれをとってもたいして強そうではない。その中でも一番弱々しく見える靜香が、奥義である裂地電殺激を受け止めているのだ。

「だが……これで終わりだ！」

　茶々の念が強まり、裂地電殺激がその威い力りよくを増した。

　守護の光が揺れ、靜香の体に強きよう烈れつな負ふ荷かがかかってくる。

「うくうっ……」

　靜香の腕が落ちてきた。

「美魅っ！」

「あ、姐さん！」

「美魅ちゃん！」

「美魅さん！」

　靜香は最後の力を振り絞り、戦いくさの杖つえを横に払った！

「……えいっ！」

　裂地電殺激が守護の光の表面を滑すべった。

「伏ふせて下さいっ！」

　守護の光が消え、靜香が叫さけび、全員が伏せる。

　正雪たちから離れて飛んでいった裂地電殺激が、地を砕くだいた！




　ドゴオオォォ……




　アスファルトがえぐられ、砕け散った破片が舞い上がる。爆ばく撃げきさながらのその威力は、確かに正雪たち全員を一撃で葬ほうむり去ることができただろう。

　だがそれは、地面に大きな楕だ円えん形けいの穴あなをあけただけだった。爆風に飛ばされつつも、距きよ離りのあった正雪たちは全員生きている。

「ううっ……み、みんな……」

　とっさにオコノミーナをかばった正雪が顔を上げ、辺あたりを見回した。

「美魅！　しっかりして！」

「姐さん！　姐さん！」

　久魅子と騒太郎が、争うように靜香を抱き、揺すっていた。

「ティンクルもか……」

「くそっ……何とか生きてはいるが……」

　リトルに続いてティンクルが倒れた。

「御主人様……」

「ミーナ！」

　正雪の腕の中、オコノミーナが口を開いた。

「良かった……」

　だがこれで、助かった訳わけではない。

　着地した茶々が、言い放った。

「我が必殺の裂地電殺激を受け流すとはな……誉ほめてやろう。だがそのザマでは、第二撃は受けられまい！」

　茶々は再び、長刀を水平に構え、呪じゆ文もんを唱となえ始めた。

「な、何っ!?」

「今のをまた撃つってのか……！」

　長刀が浮いた。

『あれを撃たれたら、今度こそ終わりだ……』

　正雪はこの場にいる全員を見た。まだ戦えそうなのは、自分しか残っていない。

　そして今、何とかしないと全ぜん滅めつは間違いない。呪文の詠えい唱しようを邪じや魔ましようとしたところで、失敗して上に上がられたらどうしようもなくなる。

「わ、我われこそはナイトシルバーなり！」

　正雪は唐とう突とつに名乗りを上げた。そして加刀を茶々に向ける。

「お前も武士ならば、正々堂々、僕ぼくとの一いつ騎き討うちに応じろ！」

「ご、御主人様っ！」

「お前、何を！」

　茶々は呪文の詠唱を止めると印いんを解とき、長刀を取った。

「……良かろう。我こそはメジャー帝国軍少将、茶々なり！」

　茶々も名乗りを上げ、構えた。

「ナイト！　お前、勝算あんのか勝算は！」

「今のみんなよりはある」

「勝てるかって聞いてんだ！」

「何とかなるよ。多分」

　正雪は冷静に構え、茶々と向かい合う。

『……とは言ったものの……一発目の砕破斬が防がれたんだから、頼たよりない二発目じゃ、当たっても倒せないだろうな……どうしよう……』

　考えていると、茶々が話しかけてきた。

「ナイトシルバー。十秒だけ時間をやろう」

「え？」

「その間、私は攻撃をせぬ。好きなように攻めよ」

　淡々と、静かに茶々は言った。

　が、純たちがこれを聞いて怒った。

「てめえ！　ふざけんな！」

「ナイト！　オレと代われ！」

　二人の野や次じを無視し、正雪は答えた。

「……わかった」

「て、てめえ！」

「プライドはないのか！」

　正雪は、気き迫はくをこめた小さな声で、茶々に言った。

「ありがたく受けるよ」

「よし。……一秒だ」

　正雪は構えたまま、じりじりと間合いを詰めた。

　茶々は正雪に静かな視線を送りつつ、話し始めた。

「いくらお前から申し込んだこととはいえ、今のお前程傷ついた相手と一騎討ちをするなど、誉められたことではないからな。これはせめてものハンデだ……三秒だ」

　正雪は間合いに入ったが、斬きりかかる気など毛もう頭とうない。

『やみくもに飛びかかったところで、かわされるのは明白。今の内に何か策を考えないと……』

「先程も言ったが武士として、今の傷ついたお前を討ち取るのは、恥はじともいえる。だが、信長様のためなら私は……五秒だ」

　茶々は長刀を握にぎりしめ、一種の自じ己こ陶とう酔すい状態になっていた。

　しかし正雪は全まつたく聞いていない。腰に手をやっても、切り裂かれたＢＯＸの上半分があるだけだ。

『こんな時にこそ、あの本が必要なのに……』

「こらっ！」

　動かない正雪に、久魅子が怒ど鳴なりつけた。

「何やってんのよ！　今の内にさっさとやっちゃいなさい！」

「何言ってやがる！　いいか、十秒間、手ェ出すんじゃねえぞ！」

　純と久魅子が怪け我がをおして騒さわぎ立てている間、愛の白しろ薔ば薇らはオコノミーナを、修はティンクルとリトルを（ターヘル穴から救急箱を取り出して）、騒太郎は靜香を、それぞれ介かい抱ほうしていた。

「女王様、ボクがお手当てを……」

「あんたはその子を治ち療りようしてあげなさいって言ったでしょ！　私の完かん璧ぺきな美び貌ぼうは、この程度の怪我じゃ揺るがないの！」

「そういう問題では……」

「お黙だまりっ！」

「はいっ！」

　正雪は、加刀を構えたまま相変わらず動かない。

『砕破斬をあんなに至し近きん距きよ離りで撃ったのに通じなかった……必殺技わざは一つだけだし、二発目はすっごく弱いし、でもただ斬るだけで勝てるはずないし……』

「お前たちを討ち取った後、我々は一気に地上界を制圧する……七秒だ」

『……どう考えたって無理か……至近距離、必殺技、ただ斬るだけ……何かないか……』

「何もせぬつもりか。お前にも武士としての誇ほこりがあったようだな……九秒だ」

『待てよ……至近距離を超えた至近距離、つまり密着して撃てば何とかなるかも……でも刃を当てること自体不可能に近いし……』

「十秒だ。……行くぞ、ナイトシルバー」

　茶々が動き始めた。

「御主人……様……」

「ナイト！」

「だからさっき、やっちゃいなさいって言ったのに！」

　後ずさる正雪。詰め寄る茶々。

「覚かく悟ご！　は────っ！」

　茶々が攻撃してきた！

『くそっ……ん!?　まてよ……』

「御主人様！」

「！」

　正雪は茶々の第一撃を、何とかかわした。

「はあああぁぁぁっ！」

　茶々はすかさず、千手斬で猛もう烈れつな攻撃に出る。

『……敵の攻撃を読み、同時にこっちから攻撃……そうか！　あの技……！』

　が、ただでさえ受けるのが精いっぱいだったところに雑念を入れてしまったので、正雪は、あっと言う間に千手斬をくらった。

「ぐあああああぁぁっ！」

　上段、中段、下段にすさまじい速さで長刀が打ち込まれる！

「御主人様！」

「ナイト！」

　ボロボロになって後ろに吹っ飛んでいく正雪に、茶々は長刀を水平に構え、追つい撃げきをしかける！

「とどめだ────っ！」

　突進してくる茶々の目、そしてその姿は殺さつ気きをみなぎらせ、ほとばしらせている。

　正雪は、死力を振り絞しぼって踏みとどまった。

『おじいちゃん……さっき心しん眼がんをバカにしたことは謝あやまる！　これからは真ま面じ目めに修しゆ行ぎようする！　だから、今この技だけ、何とか……！』

　正雪は意を決し、茶々に向かって走った！

「いくぞおおぉぉっ！」

　二人が接近し、間合いに入る。

　正雪の首めがけ、茶々が長刀を振った！

「は─────っ！」

「それっ！」

　正雪は加刀で地面を削けずり、茶々の顔に向けてジャリを飛ばした。

「くっ、小こ細ざい工くを！」

　茶々の額ひたいに当たった。長刀のスピードが一いつ瞬しゆん、落ちる。

『ここだっ！　由井流剣術奥おう義ぎ……！』

　正雪は跳とんだ。茶々の長刀のぎりぎり上を。

「浴あびせ斬ぎりぃっ！」

　正雪は空中で前転し、その勢いで体重を乗せ、茶々の懐ふところに入って肩に斬りつける。そして……
















「砕破斬────────！」

　砕破斬を撃つのと同時に、刃の鋭するどさに乗せ、茶々の鎧よろいに叩たたき込んだ！

「ぐうううぅぅぅぅっ！」

　茶々の肩が白熱し、鎧が削られていく。

　正雪はそのまま加刀に乗るようにして、茶々の肩から脇わき腹ばらに、袈け裟さ掛がけに斬った！

「うおおおぉぉぉ────────っ！」

　砕破斬を宿した加刀は、轟ごう音おんと閃せん光こうに包まれながら、茶々の鎧を斬り砕くだく！

「ぐ……はっ！」

　砕け散った破片を八方に飛ばしながら、茶々はゆっくりと倒れていく。

　正雪が着地するのと同時に茶々の長刀が手から落ち、乾かわいた金属音が響ひびく。

　続いて、茶々自身の体が、音もなく倒れた。……茶々はそのまま、動かなくなる。

「はあ、はあ……。やっ……た……」

「やっ……やったぜおい！」

「すごいで兄さん！」

　正雪は、加刀を杖つえにしながらも皆の歓かん声せいに応こたえ、薬指を立てる。

「まあ……実力だよ」

「……御主人様……」

　感動の涙を流していたオコノミーナが突然、叫さけんだ。

「！　御主人様、後ろ！」

　正雪が振り向くと、なんと茶々が立ち上がろうとしていた。

「ま、まだ……来い！」

　鎧を半分以上砕かれながら、いささかも衰おとろえぬ気き迫はくで、茶々は長刀を構える。

　しかし、すでに立っているのがやっとらしく、とても戦えそうには見えない。

「来いと言われりゃ行こう」

　正雪は茶々に近づいていく。

「おい、待てよ。もう勝負はついてんだ」

「ボクもそう思う。それ以上その人を傷つけるのは止やめてくれないか」

「あんたね。あの女は敵なのよ。ちょっっっっっっとばかりキレイだからって、情けをかける必要はないの」

「ですが……」

「お黙だまりっ！」

「はいっ！」

「お～い、誤ご解かいしないように。僕ぼくはこの人を斬り殺すつもりはない」

　それを聞いて茶々が怒いかり、叫んだ。

「なっ……貴様！　いやしくもこの茶々、敵からの情けなど受けぬ！　さあ、今一度尋じん常じように……」

「情けをかけるなんて、僕は言ってないよ」

「ならば、一体……」

「生け捕どって、拷ごう問もんするんだ。メジャー帝国のことを、よ～く教えてもらう」

「何っ！」

　正雪の意外かつ奇き抜ばつな発言に、外がい野やが騒ぎ始めた。

「それいいわ！　私にやらせて！」

「てめえ！」

「待てガイア、これは案外いい手かも」

　茶々の形ぎよう相そうが、ますます険けわしくなった。

「貴様……！」

「大人おとなしく捕つかまってはくれなさそうだけど……」

「当然だ！　万一そのようなことになれば、自じ刃じんするまで！」

「それは困る……とりあえず、ティンクルたちと同じように、気絶してもらおう！」

　もはや形勢は完全に逆転していた。もともとの実力の違いと今までに受けたダメージの大きさにより、正雪の攻撃は速くも強くもない……のだが、茶々はその攻撃を受けきれない。

「お、おのれっ……！」

　なんとか正雪の攻撃をかわし、茶々は、間合いを取った。

「逃げても無む駄だ！」

　正雪は執しつ拗ように追ってくる。逃げられないと悟さとった茶々は、決死の形相で叫んだ。

「この茶々も帝国軍少将、生き恥はじをさらすくらいならば死を選ぶ！　かくなる上は、お前たちを道連れに、ここに果てる！」

　茶々は長刀を地面に突き立て、印を結んで呪じゆ文もんを唱となえ始めた。

「隙すきだらけ……うわっ！」

　突とつ如じよ、茶々の体を包むように火柱が立ち上り、正雪をはね飛ばした。

「御主人様！」

「つつ……何だ、一体？」

　火柱は高さ三メートル程。激しく燃え盛さかるその勢いは、天に向かう滝のよう。

「これはひょっとして……自爆とか……」

「地上界の戦士ども！」

　茶々が、もの凄すごい気き迫はくで叫んだ。

「この茶々の、最大にして最後の奥おう義ぎ、とくと受けよ！」

「冗じよう談だんじゃない！　みんな、逃げよう！」

　正雪は、純たちの方へ走った。

「逃がしはせぬ！」

　茶々の火柱から、八方に火の玉が飛んだ。その内の一つは正雪の頭上を越え、純たちのすぐ後ろに着弾した。同時に他の七つも。

「うわっ！」

　火の玉と火の玉とが炎ほのおでつながり、一いつ瞬しゆんにして燃え盛る壁かべとなった。

「こ、これは……」

「くそっ！　閉じ込めたって訳わけか！」

　茶々の呪文の詠えい唱しようが重々しく響ひびく中、ゆうに十メートルはある炎の壁に包まれて気温は上がり、酸素も少なくなってくる。

「消火器になれっ！」

　正雪は鎧よろいを消火器に変えて壁の炎を消そうとした。

　……が、無む駄だだった。炎は揺らぎもしない。

「ターヘル穴……ぐっ……」

「お、おいスカイ！」

「うるさい！　行くぞ！」

「お……おう！」

　純と修は、茶々に照しよう準じゆんを合わせた。

「トミアバズ─────カ！」

　武装覇地空獣を一撃で砕くだく青い光の帯が、茶々を包む火柱に命中した。

　……が、火柱はびくともしない。

「畜ちく生しよう！」

　オコノミーナや愛の白しろ薔ば薇ら、騒太郎も死力を振り絞しぼって脱出を試こころみたが、どうすることもできなかった。

　炎の壁も火柱も、一切の攻撃を受け付けない。

「くそおおおぉぉぉっ！」

「ここまでか……」

　万ばん策さくつきた正雪たちに、死が迫せまる。

　茶々の声が、地じ獄ごくから響いてくるように聞こえる。

「今度こそ、本当に最さい期ごだ。お前たちも、そして私も……な……」

　茶々は、現世でとうとう見ることのできなかった信長の武む者しや姿を、刀を振りかざして敵を蹴け散ちらす勇ましい姿を、思い浮かべた。

『信長様……この地上界で死んでしまったとあっては、もはや幾いく度ど生まれ変わっても、お会いすることはできないかも知れませぬが……どうか私のこと、忘れないでいて下さい……』

　覚かく悟ごを決め、カッと目を見開いた茶々は、呪文の詠唱の、最後の一言を口にした！

「火か神しん大だい爆ばく炎えん─────！」

「は────────っ！」

　その時、茶々の声と同時に、一人の武者が茶々の後ろの壁を突き破って突入し、さらに火柱の中に飛び込んだ。

　正雪たちが声をあげる間もなく、武者は腰に差した刀を鞘さやに収めたまま振り上げ、茶々の延えん髄ずいを打った。

「うっ！」

　倒れていく茶々を、武者は抱きとめた。

「馬鹿めが……」

　火柱が消え、壁も消えた。

「た……たすかっ……たのか……？」

「そう……みたい……」

　正雪たちは、いつの間にか絶体絶命の危機から生せい還かんしたらしい。

「ううっ……」

　武者に抱き抱かかえられていた茶々が、苦しそうに目を開けた。

　と同時に驚きよう愕がくする。

「…………！　のぶ……お、織お田だ中将！」

　茶々の術を止めた武者は、織田信長だった。

「織田……信長って、〈うちてしやまんホトトギス〉のか？」

「〈殺してしまえホトトギス〉だ」

「こ、この人が……随ずい分ぶん若い……同い年くらいだ……」

　教科書なんかで見る絵とのイメージのギャップに正雪たちがうろたえていると、信長が言った。

「この戦いくさは、俺おれが預あずかる。いずれ日を改めて決着をつけよう」

　信長は茶々を抱きかかえたまま、正雪に背を向けた。

「え？　待……」

　振り向いた信長の鋭い眼光が、正雪と後ろの純たちを射抜く！

「うっ……！」

　一瞬にして全員が凍こおり付いた。ぴくりとも動けない。

「次に会う時は、お前たち全員の首を取る……」

　茶々を抱き抱えた信長は、悠ゆう然ぜんと去って行く。

　正雪たちには、ただ見送ることしかできなかった……。







「も、申し訳わけありません！」

　平嵐高校旧校舎裏。二人はまだ鎧よろいを着ている。

　茶々は信長の前で、地に額ひたいを擦こすりつけんばかりに土ど下げ座ざしていた。

「私のために、覚かく醒せいの儀式を……」

「面おもてを上げよ。何か、奴やつらについて分かったことは？」

「は、はい」

　茶々は両手をついたまま顔を上げ、あわてて答えた。

「栗くり磨ま呂ろが戦っている間、戦士の気を探っておりましたが、共きよう鳴めいは感じられませんでした。おそらく、あの場にいた十人が全すべてと思われます」

「そうか」

「そして……その半数はアイアンガーディアンでした」

「何？　確かか！」

「間違いありません」

　信長は考え込んだ。

「……そうか……。となると、やはり二界の奴らが手を引いているのだな……」

「そう見て間違いないでしょう」

「分かった。……今度のことは不問に付ふす。俺の力の覚醒が、少し先に延びただけだ」

「は、ははっ！」

　茶々がまた、深々と土下座する。

　それを見おろした信長が、少し和やわらいだ声で言った。

「長時間に渡って術を使った直後に戦い、火神大爆炎まで使おうとするとは……無茶をしたものだ」

「……あの、織田中将……」

「何だ」

「その……なぜあの場にいらしたのですか？」

「……お前の闘とう気きが急に弱まり、乱れたのを感じたからだ」

「えっ……」

「あれ程の殺気をみなぎらせていれば、気づかぬはずなかろう。お前はまだ、感情的になりすぎる癖くせが直っていないな」

　信長は茶々に背を向けて、言った。

『の……のぶなが……さま……』

　茶々はそのまま、潤うるんだ瞳ひとみで、信長の背を見つめていた。










　熾し烈れつを極きわめた栗くり磨ま呂ろ戦から、数日が何事もなく過ぎた。

「面！」

「胴！」

「だあ！」

　放課後の平嵐高校。剣道部の道場に、若き剣士たちの気合いと竹刀しないの音が威い勢せいよく響ひびいていた。

「は──っ！」

　中でも一番激しいのが、彼である。今も、試合開始と同時に、先せん輩ぱいの竹刀を天てん井じようまで弾はじき飛ばした。

「そ、それまで！」

　審判の声も驚きよう嘆たんのあまり震ふるえている。

　二人は一礼し、面を外はずした。

「最近、また腕を上げたな～」

「ありがとうございます（弱すぎる。話にならん）」

「この調子なら全国大会優勝も目じゃないな。全まつたく、すげえ奴やつだよ」

　そこに、さっき審判をやっていた三年生が入ってきた。

「一いつ瞬しゆんで負けたな。見み事ごとだったぞ」

「うるせえ」

「ところで、俺おれたちはもう引退だし……こいつに団体戦の大将、やってもらおうかと思うんだが」

「そうだな……どうだ、織お田だ？」

「はあ……（くだらん）」

　そう！　この一年生は、織田信のぶ仲なかだった。

「先輩方を差し置いて俺が大将というのは……やはり遠えん慮りよします（やってられるか）」

「そうか。お前がそう言うのなら無む理り強じいはしないが……」

「誰だれにしようか？」

　三年生二人は相談しながら部室の方へと歩いていった。

　その背を見送り、信仲はため息をつく。

『やれやれだ。これでは修しゆ業ぎようにならんな』

　窓の外からは、下校していく生徒たちの声が聞こえてくる。




「淀よど先生、明日から出てくるってよ」

「そいつあ良かった。面おも白しろくもない学校の退たい屈くつな授業、少しくらい〈華はな〉がねえとやってられねえもんな」

「はは、ガラにもなく随ずい分ぶんと風ふ情ぜいのある言い方をするな。……そういやあ、淀先生が休んでいたのは病気じゃなくて怪け我がだって噂うわさなんだが」

「ほう。交通事故かなんかか？」

「だと思うんだが……」




「新聞、見た？」

「見た見た。車が、百台以上も手足を生はやして暴れ回ったって」

「椅い子すにコーヒーに……どうなってんのかな」

「なんでも、いろんな格かつ好こうした人たちと戦ってたそうよ」

「へえ。どんな？」

「鎧よろいとか、巫み女こさん姿みたいなのとか、ギリシャ神話風とか……セーラー服の女の子もいたんだって」




「なんでオレがお前のナンパにつきあわにゃならんのだ。そんなに女に飢うえてるんなら、修一人で行って来いよ」

「んなこと言わずに、な？」

「オレはやだぞ。大体ナンパに引っかかるような女なんかな……」

「純、そりゃ偏へん見けんだぜ。とにかく、行けばなんとかなるからよ」

「オレ絶対に行かねえぞ」

「純だって彼女欲しいだろ？」

「オレは……その……いや……」

　純は純な奴やつだった。修もそのことを知ってはいるのだが。

「んなことで、よくあの格好のあの二人のそばにいて平気だったな」

「それは、だな。オレは戦ってる時は余よ計けいなことを考えないようにしているからだ」

「考えられない、だろ？　バカだから」

「てめえっ！」




　ひと足先に帰っていた正雪は、自室でオコノミーナを呼び出していた。

「すみません御主人様！」

　出てきた途と端たん、オコノミーナは謝あやまった。

「ど、どしたの？」

「御主人様をお護まもりするはずの私が、御主人様が戦っておられる最中、動けなかったなんて……」

「ああ……いいよそんなこと。それより、怪我の方は？」

「はい。もう大だい丈じよう夫ぶです」

「そうか……。いや、心配だったから」

「……ありがとうございます、御主人様」

　正雪の言こと葉ばに、オコノミーナは嬉うれしそう。

「それから、あの二人の居い所どころ、分からないかな」

「あの二人……？」

「ほら、あの……なんつったかな……」

「麗れいさんと、美み魅みさんですか？」

「そうそう。あれ、でもそれは本名じゃなかったっけ。ええっと……？」

　正雪はあの後の事を思い出してみた。




　────回想シーン───────────

「御主人様……」

「助かった……みたい……だ」

「白しろ薔ば薇らっ！」

「はいっ！」

「特別に、靜香に触ふれる事を許します！　背負いなさい！」

「はいっ！」

「よし、ついて来なさい！　家で手当てします！　遅れたら、既すでに決定済みの逆さかさ吊づりと百叩たたきに石抱きを加えるから、そのつもりでいなさい！」

「は、はいっ！」

「あっ！　姐あねさん！　待てえええぇぇ！」

　────────────────────




「それから、純と修がターヘル穴でティンクルとリトルを二界に送って……結局、あの二人はどこの誰だれだったんだろ？」

「すみません御主人様、私にも捜し出すことはできません」

「そ～か……。いや、いいよ。手がかりも何も無いんだから、しょうがない」




　その頃、百合園学園では。

「し・ず・か♡これからどっか行かない？」

「すみません。塾じゆくがありますので……」

　靜しず香かをナンパした久く魅み子こだったが、すげなくフラれてしまった。

「そう……。じゃ、塾まで送ってくわ！　うん、そうしましょう、それがいいわ！」

　久魅子は靜香の手を取り……いや、握にぎりしめて引きずるように連れて行く。

「そ、そんな……ご迷めい惑わくでは……」

「終わる頃にまた迎むかえに行くわね」

「いえ、あの……」

　靜香の声など、目をハートにした久魅子の耳に届くはずもなかった。

　あっと言う間に二人は車中の人となった。車は二人を乗せて、ゆっくりと走りだす。

「ねえ靜香。靜香はあの三人の中で、だれが一番可愛かわいいと思う？」

「あの三人……？」

「ほら、この前の……ああっ！　名前と住所と電話番号聞くの忘れてた！　私としたことが、こんな初歩的なミスを……！」

　心底悔くやしがる久魅子。靜香の手当てを急いだあまりに、オコノミーナとティンクルとリトル、粒つぶ揃ぞろいの美少女を取り逃がしてしまったのだ（彼女たちがアイアンガーディアンであるなどとは考えない）。

「すみません……私のために」

「え？　あ、気にしないで。あなたに傷が残っちゃったりしたら大変ですもん」

「く、久魅子さん……」

　好意ではあるが善意ではないような。




　……と、激戦に一段落ついた戦士たちは、それぞれの日常を平へい穏おんに生きていた。

　しかしここに、燃え続ける人が一人。

「おのれっ……！」

　ここは、茶々こと淀先生の自宅。整理整せい頓とんの行き届いた清せい潔けつなマンションの一室である。

　まだダメージが残っているので床とこについているが、彼女は敗戦の屈くつ辱じよくに闘とう志しを燃やし、その血を騒さわがせていた。

『信長様の前であのような醜しゆう態たいをさらしてしまうとは！　おのれおのれおのれっ！……でも……』

　燃えるような怒いかりの表情が、溶とけるように抜けていく。

『あの時、信長様は私の危機を察知して、覚かく醒せいの儀式を放り出して助けに来て下さった……。儀式に失敗すれば、いつ真の力が覚醒できるかわからないのに……』

　思わず乙女おとめちっくなムードに浸ひたってしまい、表情が緩ゆるんでしまう淀先生であった。

「……いや、いかん！」

　淀先生はそんな自分を一いつ喝かつし、立ち上がった。薄いネグリジェの艶あで姿すがたが、オコノミーナたちにはない大人おとなの色気を匂においたたせている。

　少し体に痛みを感じるが、我が慢まんできない程ではない。

「今度こそ、今度こそあやつらを討うち取って、晴れて信長様と……と……」

　またしても表情が穏おだやかに緩み、薔ば薇らの花と点てん描びようが。

「いかんと言うに！」

　淀先生、もう一度気合いを入れ直す。

　そして胸元から、例の青い珠たまを取り出した。







「だから、とりあえず……」

「行かんと言ったら行か……お？　あれ見ろ修！」

　　　　☆

「と、止めて下さい！」

「どうしたの靜香？」

「久魅子さん、あれを！」

　　　　☆

「！　御主人様、覇地空獣です！」

「何っ!?」

「北の方角です！　東から西へ向かって走っています！」

「よし、それじゃ……」







　純と修は、走りながらターヘル穴あなを出した。

「修！」

「おう！」

　　　　☆

　靜香は車を降りて、久魅子の手を取った。

「久魅子さん、行きましょう！」

「やれやれ……仕方ないわね」

　　　　☆

　正雪は武装し、オコノミーナと一いつ緒しよに部屋から飛び出した。

「行くぞミーナ！」

「はいっ！」




　由井正雪、中川純、桂川修、藤原久魅子、御み前まえ靜香らのマイナー歴史人物の子孫たちと、それぞれのアイアンガーディアンたち。

　織田信長、茶々、そしてまだ見ぬメジャー帝国軍の将軍たち。










　戦いは、今ようやく始まったばかりなのである。







　あとがき







　う、う、う、嬉しいよおおぉぉぉぉぉっ！　まさかこんな、〈あとがき〉なんてものを書けるなんてっっ……剣けん滝たき様膜まく土ど様、三沢様にらめみセンセ、みなさん見てますか──っ！　私は、私はついにやりましたよおおぉっ！




──というわけで、お初にお目にかかります。チャチャとぶ～りんと用心坊とＭメタルＳスレイダーＧグローリーをこよなく愛し、ＪジエツトＭマンを生しよう涯がいの師匠と祟あがめる男、川口大介です。

　いやあ……それにしても、人生どこで何がどうなるか、わからないものですね。日本史の漫画と〈およげたいやきくん〉から出た小さな発想が、数年後にこうして本になってしまうなんて……（詳しくはＰ．Ｓを参照）。

　思い起せば二年前。國こ府う田だマリ子さん（声優さんです）にすっ転んでしまった私は、「もしも、マリ子さんに自分の作品のヒロインを演じてもらえたら……！」という〈野望〉を抱いたのです。それが、全ての始まりでした。

　その後、私は野望を燃え上がらせて暴走する修羅と化し、「二行先はどうなっとるかわからんぞ状態」で書きまくり、出してみたらばいきなり受賞、訂正を経て一気に文庫本へと……これまでオリジナル小説といえば十ページともたずに行き詰まり、挫折し、投げ出してきたこの私が……。

　やはり、愛と野望と欲望の名のもとにマジカルプリ以下略の力は偉大だったということですね。

　……さて、この作品を書き上げた原動力は、ひとえに私の愛と野望と欲望です。ですが、ここまで私を導いて下さった多くの方々がおられますので、ここでお礼を言わせて頂きます。

　まず、狂きよう気きと暴ぼう走そうの結けつ晶しようでしかないこの作品を拾ひろい上げて下さった、ファンタジア長編小説大賞の審査員の皆様。実は私、富士見書房とは根本的に路ろ線せんが違うんじゃないかと思っていたのですが……懐ふところが広く、なおかつ度胸のある審査員の皆様のおかげで受賞できました。感謝感謝です。

　次に、いつもいつもこちらが恐れ入ってしまうくらい丁寧にお世話して下さる、担当のＩさん。これからも御指導御ご鞭べん撻たつのほど、どうかよろしくお願い致します。

　本作執筆中、ハード面を支えてくれた父上、ソフト面を見てくれた母上＆我が妹……ありがとほございます。

　この作品じゃないけど一緒に考えてくれた桃山学院大学漫画研究会の濱はま畑ばた君、山田君、平岡君、稲田君、作品内外について多くの情報をくれた牧野君……ありがとうっ！（ちゃんと書きましたからねっ！　全員、気合入れて購入＆宣伝するよ～に！）

　……そして……今これを読んで下さっている、あなた！　私はあなたに、感謝っっ！　しています！　ああ、もしもここが二次元で私が美少女キャラならば、そこらの宿屋で感謝の気持ちに一晩……といきたいところですが、残念ながらここは三次元、私は男性。

　ですから、せめて精いっぱいの感謝の気持ちをこめて……。




　ありがどうございますっっっっっ！





〈野望に燃える二ハ十タ歳チ〉川口　大介　　









　解説





富士見ファンタジア文庫編集部　　






『そんな血を引く戦士たち』いかがでしたでしょうか。

〝くだらねー〟

　そう笑い飛ばしてください。それがこの作品に対する最大の賛さん辞じです。

　なぜって？　これはそういう作品だからなのです。この小説の最大の魅み力りよくはその根底に流れる見事なまでの馬鹿馬鹿しさにあるのですから。




　本書は第六回ファンタジア大賞に応おう募ぼされた作品です。

『そんな血を引く戦士たち』というとぼけたタイトルだけでも、とんでもない作品の匂においは感じ取られていたのですが、一べージ目を開く早々、それはこちらの想像を遥はるかに上まわる形で始まっていました。

「歴史上メジャーな人物とマイナーな人物の子孫の戦い！」

「困ったときの切り札＜試験に出る！　由井正雪＞！」

「お好み焼きから出てきた美少女戦士オコノミーナ！」

などなど、もうベタネタのオンパレード。しかも、それが次から次へととめどとなく繰くり出されるのです。そのパワーとエネルギーの前にはもうドラマツルギーもディティールもシノプシスも、そんな理屈はみんな吹き飛んでしまいました。

　まさに腰が抜けるほどのくだらなさ！　いやむしろこの馬鹿馬鹿しさは感動にすらあたいする!!　こうなったらもうこれはうちの編集部の負け。ちっくしょー面白いぞこのやろー、というわけで見事最終選考へ駒こまを進めることになったのです。

　このように勢いにまかせて最終選考まで残してしまったわけですが、正直、選考委員の先生方がこの作品をどう評価するのか不安はありました。

　でも先生方も非常にこの作品が気に入ったということで、なんと特別賞を受賞。さらにこのような文庫という一冊の本として読者の皆さんのお手元にお届けすることになりました。

　ファンタジア大賞で佳作以下の受賞作品が出版されるのは極めて稀まれなことです。これもこの作品の持つパワーのなせる技といえます。

　おそらく本作品はファンタジア大賞史上類るいをみない怪作として、後のち々のちまで語かたり継つがれていくことでしょう。

　読者のみなさんはこの作品を読んでどんな感想をお持ちになったでしょうか。ぜひお聞きかせください。

　著者の川口大介は、現在（一九九五年）二は十た歳ちの大学生です。

　若さと無む限げんの可能性を秘めてはいますが全てはこれから。彼の成長を暖かく見守ってあげてください。さて恒こう例れいの掛かけ声とまいりましょう。

　作者を育てるのはひとえに読者の力。さあ、ともだちに勧めよう！　アンケートはがきを出そう！　著者に応援の手紙を出そう!!










そんな血ちを引ひく戦せん士したち
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